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千葉大学校友会は、千葉大学の各学部の同窓会の集合体として、同窓
生相互の情報交換や連携協力を緊密にすることを目的として設立され、今
年で12年目を迎えております。この間、校友会総会を開催したり校友会報
を発行して、千葉大学の近況と卒業生の社会における活躍の様子をお知ら
せしています。
この校友会が設立されてから２年後の平成16年に千葉大学は法人組織

に移行しました。一つの独立した法人組織となったことにより教育や研究
面での自由度は増しましたが、代りに６年ごとに中期目標・中期計画を立案
し、文部科学省からその期間の活動に対して評価を受けることになりまし
た。この法人評価の成績により、配分される運営費交付金が左右されるの
で、中期計画の確実な実行が必須のこととなっています。
さらに文部科学省は、法人化後10年を経過して各国立大学が法人組織

としてのメリットなどの理解がすすんできたという認識のもとに、独自の特
色を生かした機能強化を行うことを強く求めています。特に、平成25年11月
に国立大学改革プランを策定し、国立大学が取り組むべき改革の方針や
方策を明示しています。その主な改革の方針は、グローバル化、イノベー
ション創出、人事・給与システムの弾力化、ガバナンスの強化などに向けら
れています。

千葉大学 学長

ごあいさつ

千葉大学は、その前身の時代から教育・研究を通じて優れた人材を養
成し、もっと社会の発展に貢献することを第一の目標にしてきました。その
目標実現のために、学部や研究科の専門性や職種等の壁を越えて自由な
発想で議論し、改革をすすめてきています。このオープンであり、かつ部局
間の垣根の低いことが、千葉大学にとって大きな特色であり、発展の原動
力であると思っています。この特色を最大限に展開させて、国立大学改革
プランに示された方向とともに文理融合型の教育研究の推進に向けた改
革を積極的に推進しています。
特に教育面では、学生の海外留学に向けた支援体制や主体的に学べる

学習環境を整備してきています。そして、「つねに、より高きものをめざ
し」、広い視野をもって何事にも誠実に取り組む国際的な人材の育成を目
指しています。研究面では、学問の多様性を尊重しつつ、世界レベルの基
礎研究や応用研究を強力に推進しています。また、競争的外部資金の獲
得や社会との連携ばかりでなく海外を含めた他大学との連携を強化してい
ます。それらのために必要となる運営組織の構築と経営収支の改善などに
全教職員が一丸となって取り組んでいます。校友会の会員のみなさまのご
指導ご鞭撻をお願い申し上げます。
さらに平成19年からは、このような千葉大学が目指す教育活動の支援に

特化した「千葉大学SEEDS基金」の募金活動をおこなっております。後輩
たちの自主的で積極的な勉学活動に対しても、皆様のご支援を是非ともお
願い申し上げます。

千葉大学 サッカー部
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私たち体育会サッカー部は、大学内
サッカーグランドで、週５日活動して
います。
この度、サッカー場が土のグランドか
ら人工芝になり、より充実した環境で
練習できるようになりました。
現在、千葉県大学サッカーリーグ１部
に所属しており、前年度は８チーム中
６位、今年度は前期を終えて、２勝１
分４敗の５位につけています。
リーグ優勝は難しい位置ですが、上位
チームを一丸となって倒し、一つでも
上の順位を目指し、体育会サッカー部
の未来にいい形でバトンをつなぐの
が今の目標です。
部の目標である関東リーグへの昇格
に向け、選手全員が高い意識を持っ
て日々練習しています。
８月31日、９月７日には、初となる
ホームでの公式戦を行いました。
今後も応援頂ければ幸いです。
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新
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窓
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９
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同
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館
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、

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
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ン
パ

ス
の
中
心
部
に
医
学
部
、看
護
学
部
、薬
学
部

の
３
学
部
の
交
流
の
場
、シ
ン
ボ
ル
空
間
を
創

出
す
る
よ
う
、設
計
さ
れ
ま
し
た
。

１
階
に
合
宿
施
設
、３
階
に
多
目
的
ホ
ー
ル

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
法
政
経
学
部
」を
新
設
し
ま
し
た

千
葉
大
学
で
は
、平
成
26
年
４
月
、法
経
学

部
を
改
組
し
、新
た
に
法
政
経
学
部
を
設
置

し
ま
し
た
。

同
学
部
は
、社
会
科
学
系
の
複
合
学
部
と

し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、こ
れ

ま
で
以
上
に
専
門
性
を
深
め
る
と
と
も
に
、専

門
性
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
る
分
野
横
断
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
広
範
囲
に
展
開
し
、

多
様
な
分
野
で
、総
合
的
な
社
会
科
学
の
知

見
を
活
用
し
て
、時
代
を
読
み
取
る
問
題
解

決
能
力
を
有
し
、か
つ
指
導
力
を
発
揮
で
き
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

世
界
初
！

金
属
を
使
わ
ず
金
属
調
の

光
沢
を
出
す
塗
料
を
開
発

大
学
院
融
合
科
学
研
究
科
星
野
勝
義
教

授
ら
が
、金
属
を
使
わ
ず
金
属
調
の
光
沢
を

出
す
塗
料
を
世
界
で
初
め
て
開
発
し
ま
し
た
。

金
属
を
使
わ
な
い
た
め
、光
沢
む
ら
が
生
じ

ず
、イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
に
も
使
用
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、詳
し
い
光
沢
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や

耐
久
性
の
向
上
を
行
い
、３
年
後
を
目
処
に
実

用
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、化
合
物
の

構
造
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、金
色
だ
け
で

は
な
く
他
の
色
調
の
塗
料
を
開
発
で
き
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

第
６
３
回
関
東
甲
信
越

大
学
体
育
大
会
を
開
催

平
成
26
年
８
月
15
日（
金
）〜
31
日（
日
）ま

で
第
63
回
関
東
甲
信
越
大
学
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
大
学（
主
管
）・
長
岡
技
術
科
学
大
学

信
州
大
学
の
３
校
が
当
番
校
を
担
当
し
、新

潟
県
、長
野
県
を
会
場
に
今
年
度
も
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。各
競
技
種
目
の
結
果

は
左
記
の
通
り
で
す
。

the events of recent times

競技種目別成績上位大学一覧（団体戦）

当番
大学

新
潟
大
学

長
岡
技
術
科
学
大
学

信
州
大
学

競技種目 千葉大の成績
成績

優勝

筑波大学

筑波大学

茨城大学

新潟大学

新潟大学

新潟大学

筑波大学

新潟大学

筑波大学

山梨大学

埼玉大学

筑波大学

筑波大学

新潟大学

新潟大学

信州大学

宇都宮大学

筑波大学

新潟大学

筑波大学

宇都宮大学

筑波大学

筑波大学

埼玉大学

群馬大学

筑波大学

都留文科大学

信州大学

信州大学

信州大学

信州大学

横浜国立大学

茨城大学

横浜国立大学

筑波大学

埼玉大学

埼玉大学

新潟大学

筑波大学

茨城大学

千葉大学

千葉大学

千葉大学

千葉大学

埼玉大学

茨城大学

都留文科大学

千葉大学

宇都宮大学

都留文科大学

千葉大学

横浜市立大学

千葉大学

山梨大学

埼玉大学

筑波大学

茨城大学

都留文科大学

千葉大学

千葉大学

筑波大学

宇都宮大学

筑波大学

信州大学

茨城大学

横浜市立大学

茨城大学

茨城大学

山梨大学

千葉大学

新潟大学

新潟大学

群馬大学

新潟大学

群馬大学

埼玉大学

横浜市立大学

新潟大学

筑波大学

横浜国立大学

新潟大学

横浜国立大学

山梨大学

都留文科大学

都留文科大学

信州大学

千葉大学

横浜国立大学

筑波大学

宇都宮大学

3位／12校

3位／8校

予選敗退

予選敗退

Bブロック 4位／6校

6位／7校

ベスト8／11校

ベスト8／11校

3位／10校

不参加

予選敗退

2位／8校

2位／8校

2位／8校

2位／8校

11位／13校

5位／12校

不参加

2位／2校

予選敗退

4位／11校

2位／12校

予選敗退

2位／2校

不参加

3位／13校

予選敗退

予選敗退

準優勝 第3位

男

女

バスケット
ボール

男

女
水泳

男

女
バレーボール

防具

自由
空手道

男

女

卓球

男

女
剣道

男

女
体操

男柔道

男

女
テニス

男

女
弓道

男

女
バドミントン

A

B
ラグビー

男

女
ソフトテニス

男

女
陸上競技

硬式野球

サッカー

準硬式野球

中止

千葉大の成績
選手名競技種目

優
勝

陸上競技

水泳

水泳

水泳

水泳

水泳

水泳

男子800M

50m自由形

50mバタフライ

100m自由形

100m背泳ぎ

100mバタフライ

400mリレー

大木　学

國光　真生

佐藤　礼奈

國光　真生

石川　和樹

佐藤　礼奈

河野・吉岡・佐藤・國光

競技種目別成績上位者一覧（個人戦）

完成した新同窓会館

右が金色調塗膜を塗ったガラス板。
左が“本物”の金の膜が付いたガラス板

4月4日、古内法政経学部長揮毫による看板の上掲式の様子。
右から小賀野評議員、徳久学長、古内法政経学部長、猿渡理事
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新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
が
完
成

２
月
９
日
、医
学
部
創
立
1
3
5
周
年
の

記
念
事
業
と
し
て
、亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
設

さ
れ
た「
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
」が
完
成
し
、

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。亥
鼻
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
心
部
に
医
学
部
、看
護
学
部
、薬
学
部

の
３
学
部
の
交
流
の
場
、シ
ン
ボ
ル
空
間
を
創

出
す
る
よ
う
、設
計
さ
れ
ま
し
た
。

１
階
に
合
宿
施
設
、３
階
に
多
目
的
ホ
ー
ル

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
法
政
経
学
部
」を
新
設
し
ま
し
た

千
葉
大
学
で
は
、平
成
26
年
４
月
、法
経
学

部
を
改
組
し
、新
た
に
法
政
経
学
部
を
設
置

し
ま
し
た
。

同
学
部
は
、社
会
科
学
系
の
複
合
学
部
と

し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、こ
れ

ま
で
以
上
に
専
門
性
を
深
め
る
と
と
も
に
、専

門
性
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
る
分
野
横
断
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
広
範
囲
に
展
開
し
、

多
様
な
分
野
で
、総
合
的
な
社
会
科
学
の
知

見
を
活
用
し
て
、時
代
を
読
み
取
る
問
題
解

決
能
力
を
有
し
、か
つ
指
導
力
を
発
揮
で
き
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

世
界
初
！

金
属
を
使
わ
ず
金
属
調
の

光
沢
を
出
す
塗
料
を
開
発

大
学
院
融
合
科
学
研
究
科
星
野
勝
義
教

授
ら
が
、金
属
を
使
わ
ず
金
属
調
の
光
沢
を

出
す
塗
料
を
世
界
で
初
め
て
開
発
し
ま
し
た
。

金
属
を
使
わ
な
い
た
め
、光
沢
む
ら
が
生
じ

ず
、イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
に
も
使
用
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、詳
し
い
光
沢
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や

耐
久
性
の
向
上
を
行
い
、３
年
後
を
目
処
に
実

用
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、化
合
物
の

構
造
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、金
色
だ
け
で

は
な
く
他
の
色
調
の
塗
料
を
開
発
で
き
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

第
６
３
回
関
東
甲
信
越

大
学
体
育
大
会
を
開
催

平
成
26
年
８
月
15
日（
金
）〜
31
日（
日
）ま

で
第
63
回
関
東
甲
信
越
大
学
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
大
学（
主
管
）・
長
岡
技
術
科
学
大
学

信
州
大
学
の
３
校
が
当
番
校
を
担
当
し
、新

潟
県
、長
野
県
を
会
場
に
今
年
度
も
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。各
競
技
種
目
の
結
果

は
左
記
の
通
り
で
す
。

the events of recent times

競技種目別成績上位大学一覧（団体戦）

当番
大学

新
潟
大
学

長
岡
技
術
科
学
大
学

信
州
大
学

競技種目 千葉大の成績
成績

優勝

筑波大学

筑波大学

茨城大学

新潟大学

新潟大学

新潟大学

筑波大学

新潟大学

筑波大学

山梨大学

埼玉大学

筑波大学

筑波大学

新潟大学

新潟大学

信州大学

宇都宮大学

筑波大学

新潟大学

筑波大学

宇都宮大学

筑波大学

筑波大学

埼玉大学

群馬大学

筑波大学

都留文科大学

信州大学

信州大学

信州大学

信州大学

横浜国立大学

茨城大学

横浜国立大学

筑波大学

埼玉大学

埼玉大学

新潟大学

筑波大学

茨城大学

千葉大学

千葉大学

千葉大学

千葉大学

埼玉大学

茨城大学

都留文科大学

千葉大学

宇都宮大学

都留文科大学

千葉大学

横浜市立大学

千葉大学

山梨大学

埼玉大学

筑波大学

茨城大学

都留文科大学

千葉大学

千葉大学

筑波大学

宇都宮大学

筑波大学

信州大学

茨城大学

横浜市立大学

茨城大学

茨城大学

山梨大学

千葉大学

新潟大学

新潟大学

群馬大学

新潟大学

群馬大学

埼玉大学

横浜市立大学

新潟大学

筑波大学

横浜国立大学

新潟大学

横浜国立大学

山梨大学

都留文科大学

都留文科大学

信州大学

千葉大学

横浜国立大学

筑波大学

宇都宮大学

3位／12校

3位／8校

予選敗退

予選敗退

Bブロック 4位／6校

6位／7校

ベスト8／11校

ベスト8／11校

3位／10校

不参加

予選敗退

2位／8校

2位／8校

2位／8校

2位／8校

11位／13校

5位／12校

不参加

2位／2校

予選敗退

4位／11校

2位／12校

予選敗退

2位／2校

不参加

3位／13校

予選敗退

予選敗退

準優勝 第3位

男

女

バスケット
ボール

男

女
水泳

男

女
バレーボール

防具

自由
空手道

男

女

卓球

男

女
剣道

男

女
体操

男柔道

男

女
テニス

男

女
弓道

男

女
バドミントン

A

B
ラグビー

男

女
ソフトテニス

男

女
陸上競技

硬式野球

サッカー

準硬式野球

中止

千葉大の成績
選手名競技種目

優
勝

陸上競技

水泳

水泳

水泳

水泳

水泳

水泳

男子800M

50m自由形

50mバタフライ

100m自由形

100m背泳ぎ

100mバタフライ

400mリレー

大木　学

國光　真生

佐藤　礼奈

國光　真生

石川　和樹

佐藤　礼奈

河野・吉岡・佐藤・國光

競技種目別成績上位者一覧（個人戦）

完成した新同窓会館

右が金色調塗膜を塗ったガラス板。
左が“本物”の金の膜が付いたガラス板

4月4日、古内法政経学部長揮毫による看板の上掲式の様子。
右から小賀野評議員、徳久学長、古内法政経学部長、猿渡理事
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千葉大学生が活躍する　部活動・サークル紹介

６
月
21
日
に
第
49
回
全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
関
東
地
区
予
選
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。我
が
千
葉
大
学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
は
都
留
文
科
大
学
を
10
対
７
、シ
ー
ド

校
で
あ
る
関
東
学
園
大
学
を
11
対
３
で
破
り
、

３
年
ぶ
り
５
度
目
の
イ
ン
カ
レ
出
場
を
決
め

ま
し
た
。イ
ン
カ
レ
は
８
月
29
日
か
ら
岩
手
県

花
巻
市
で
行
わ
れ
善
戦
し
ま
し
た
が
、一
回
戦

で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。な
お
、我
々
は

５
月
の
関
東
２
部
リ
ー
グ
で
優
勝
し
、１
部
リ

ー
グ
昇
格
も
果
た
し
ま
し
た
。今
後
の
関
東
、

全
国
で
の
我
々
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

男子ソフトボール部

体操競技部
こ
ん
に
ち
は
、体
操
競
技
部
で
す
！
私
た
ち

は
毎
週
月
・
火
・
木
・
土
曜
日
の
４
回
、第
一
体

育
館
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。部
員
は
男
女

合
わ
せ
て
約
15
人
程
度
で
す
。体
操
歴
10
年
以

上
の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
、大
学
に
入
っ
て
か
ら
体

操
を
始
め
た
初
心
者
ま
で
レ
ベ
ル
も
様
々
で

す
が
、み
ん
な
で
教
え
合
い
、高
め
合
い
な
が

ら
日
々
、技
を
磨
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
全
日
本
イ
ン
カ
レ
に
は
４
年
生
の

板
垣
く
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

全
日
本
イ
ン
カ
レ
や
東
イ
ン
カ
レ
へ
の
出
場

人
数
を
増
や
せ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
O
B
・
O
G
の
方
々
と
は
年
に
１
度
の「
な

が
つ
き
の
会
」で
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
参
加
と
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。ま
た
、休
日
の
練

習
に
時
々
参
加
し
、ご
指
導
下
さ
る
O
B
の

方
々
も
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
お
待
ち
し
て
い

る
の
で
、是
非
遊
び
に
来
て
下
さ
い
！

　
千
葉
大
学
吹
奏
楽
団
は
、現
在
１
５
０
名
を
超

え
る
団
員
と
共
に
演
奏
技
術
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、よ
り
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ス
テ

ー
ジ
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
日
々
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。先
日
行
わ
れ
ま
し
た
千
葉
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、大
学
部
門
金
賞
・
賛
助
会
特
別

賞
を
頂
き
、千
葉
県
代
表
と
し
て
９
月
に
行
わ
れ

た
東
関
東
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
の
ほ
か
の
活
動
も
多
岐
に
わ
た
り
、例
年
８

月
末
に
千
葉
市
民
会
館
で
開
催
す
る
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
、夏
と
秋
の
２
回
西
千
葉
駅
前
で
行
う
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
。そ
し
て
本
年
は
12
月
25
日

に
千
葉
県
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
第
33
回
定

期
演
奏
会
と
、ほ
ぼ
年
間
を
通
し
て
精
力
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
校
友
会
を
は
じ
め
と
す
る

O
B
・
O
G
の
皆
様
に
は
様
々
な

ご
支
援
、ご
声
援
を
頂
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
ご
期
待

に
添
え
る
よ
う
な
演
奏
が
で
き
る

よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

吹奏楽部

何
を
す
る
も
自
由
な
大
学
生
活
の

中
に
あ
っ
て
、キ
ラ
リ
と
光
る
青
春

の
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。そ

ん
な
素
晴
ら
し
い
場
所
が
、我
が
千

葉
大
学
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
で
す
。ラ

ク
ロ
ス
っ
て
男
子
も
あ
る
の
？
と
思

わ
れ
る
方
が
多
い
ま
だ
ま
だ
マ
イ
ナ

ー
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、多
く
の
魅

力
を
秘
め
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。そ
し

て
、マ
イ
ナ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら

こ
そ
、い
ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
人
が
大
学
か
ら

は
じ
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
た
め
、

日
本
一
や
日
本
代
表
に
な
れ
る
可
能

性
が
高
く
、過
去
に
は
千
葉
大
学
か

ら
も
日
本
代
表
選
手
を
輩
出
し
て

お
り
、ま
た
日
本
一
を
決
め
る
舞
台

に
進
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。さ

ら
に
チ
ー
ム
の
運
営
や
各
種
大
会
、

リ
ー
グ
戦
の
運
営
も
学
生
が
行
っ
て

お
り
、自
主
性
を
伸
ば
し
、活
か
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
で
す
。
例
え

ば
、日
々
の
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

試
合
を
自
分

た
ち
で
考
え

組
み
立
て
た

り
、
練
習
場

所
の
確
保
や

金
銭
管
理
な

ど
の
運
営
も

す
べ
て
学
生

で
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
大
会
等
の
運
営
や
練
習
会
な
ど
を
通
じ

て
、他
の
大
学
や
社
会
人
の
方
々
と
も
気
軽
に
友
達

に
な
れ
る
こ
と
も
ラ
ク
ロ
ス
独
特
の
魅
力
で
あ
り

ま
す
。目
標
達
成
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
考

え
、実
行
し
て
い
く
過
程
で
、人
間
的
成
長
を
目
指

し
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

男子ラクロス部

落語研究会
千
葉
大
学
、サ
ー
ク
ル
会
館
中
に
響
き
渡
る

三
味
線
と
太
鼓
の
音
色
、何
本
箸
が
転
げ
て
い

る
ん
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
絶
え
る
こ
と
な

い
笑
い
声…

…

そ
う
で
す
、こ
れ
が
落
語
研
究

会
で
す
。時
々
聞
こ
え
て
く
る
叫
び
声
も
、ほ

と
ん
ど
の
割
合
で
落
研
の
仕
業
で
す
。皆
さ
ん

落
語
と
い
え
ば
渋
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、実
際
は
そ
う
で
も
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。学
祭
や
公
民
館
な
ど
で
定

期
的
に
寄
席
を
行
っ
て
い
る
の
で
、来
て
い
た

だ
け
れ
ば
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
は
ず
。加
え

て
意
外
と
女
子
部
員
が
多
い
の
で
、華
や
か
さ

さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。た
だ
、部
室
に
畳
が
あ

る
だ
け
。急
に
落
語
を
始
め
て
し
ま
う
だ
け
。

そ
れ
だ
け
で
す…

…

充
分
で
す
ね
。こ
ん
な
サ

ー
ク
ル
で
す
か
ら
、一
癖
も
二
癖
も
あ
る
よ
う

な
人
間
が
勢
ぞ
ろ
い
。し
か
し
喋
ら
な
け
れ
ば

い
た
っ
て
普
通
で
す
か
ら
、も
し
か
し
た
ら
あ

の
時
す
れ
違
っ
た
可
愛
い
あ
の
子
も
落
語
研

究
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ…

…

？

男子ソフトボール部3年ぶり

5度目のインカレ出場決定！

学祭や公民館などで

定期的に寄席を行っています！
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千葉大学生が活躍する　部活動・サークル紹介

６
月
21
日
に
第
49
回
全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
関
東
地
区
予
選
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。我
が
千
葉
大
学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
は
都
留
文
科
大
学
を
10
対
７
、シ
ー
ド

校
で
あ
る
関
東
学
園
大
学
を
11
対
３
で
破
り
、

３
年
ぶ
り
５
度
目
の
イ
ン
カ
レ
出
場
を
決
め

ま
し
た
。イ
ン
カ
レ
は
８
月
29
日
か
ら
岩
手
県

花
巻
市
で
行
わ
れ
善
戦
し
ま
し
た
が
、一
回
戦

で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。な
お
、我
々
は

５
月
の
関
東
２
部
リ
ー
グ
で
優
勝
し
、１
部
リ

ー
グ
昇
格
も
果
た
し
ま
し
た
。今
後
の
関
東
、

全
国
で
の
我
々
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

男子ソフトボール部

体操競技部
こ
ん
に
ち
は
、体
操
競
技
部
で
す
！
私
た
ち

は
毎
週
月
・
火
・
木
・
土
曜
日
の
４
回
、第
一
体

育
館
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。部
員
は
男
女

合
わ
せ
て
約
15
人
程
度
で
す
。体
操
歴
10
年
以

上
の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
、大
学
に
入
っ
て
か
ら
体

操
を
始
め
た
初
心
者
ま
で
レ
ベ
ル
も
様
々
で

す
が
、み
ん
な
で
教
え
合
い
、高
め
合
い
な
が

ら
日
々
、技
を
磨
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
全
日
本
イ
ン
カ
レ
に
は
４
年
生
の

板
垣
く
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

全
日
本
イ
ン
カ
レ
や
東
イ
ン
カ
レ
へ
の
出
場

人
数
を
増
や
せ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
O
B
・
O
G
の
方
々
と
は
年
に
１
度
の「
な

が
つ
き
の
会
」で
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
参
加
と
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。ま
た
、休
日
の
練

習
に
時
々
参
加
し
、ご
指
導
下
さ
る
O
B
の

方
々
も
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
お
待
ち
し
て
い

る
の
で
、是
非
遊
び
に
来
て
下
さ
い
！

　
千
葉
大
学
吹
奏
楽
団
は
、現
在
１
５
０
名
を
超

え
る
団
員
と
共
に
演
奏
技
術
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、よ
り
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ス
テ

ー
ジ
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
日
々
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。先
日
行
わ
れ
ま
し
た
千
葉
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、大
学
部
門
金
賞
・
賛
助
会
特
別

賞
を
頂
き
、千
葉
県
代
表
と
し
て
９
月
に
行
わ
れ

た
東
関
東
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
の
ほ
か
の
活
動
も
多
岐
に
わ
た
り
、例
年
８

月
末
に
千
葉
市
民
会
館
で
開
催
す
る
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
、夏
と
秋
の
２
回
西
千
葉
駅
前
で
行
う
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
。そ
し
て
本
年
は
12
月
25
日

に
千
葉
県
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
第
33
回
定

期
演
奏
会
と
、ほ
ぼ
年
間
を
通
し
て
精
力
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
校
友
会
を
は
じ
め
と
す
る

O
B
・
O
G
の
皆
様
に
は
様
々
な

ご
支
援
、ご
声
援
を
頂
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
ご
期
待

に
添
え
る
よ
う
な
演
奏
が
で
き
る

よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

吹奏楽部

何
を
す
る
も
自
由
な
大
学
生
活
の

中
に
あ
っ
て
、キ
ラ
リ
と
光
る
青
春

の
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。そ

ん
な
素
晴
ら
し
い
場
所
が
、我
が
千

葉
大
学
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
で
す
。ラ

ク
ロ
ス
っ
て
男
子
も
あ
る
の
？
と
思

わ
れ
る
方
が
多
い
ま
だ
ま
だ
マ
イ
ナ

ー
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、多
く
の
魅

力
を
秘
め
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。そ
し

て
、マ
イ
ナ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら

こ
そ
、い
ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
人
が
大
学
か
ら

は
じ
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
た
め
、

日
本
一
や
日
本
代
表
に
な
れ
る
可
能

性
が
高
く
、過
去
に
は
千
葉
大
学
か

ら
も
日
本
代
表
選
手
を
輩
出
し
て

お
り
、ま
た
日
本
一
を
決
め
る
舞
台

に
進
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。さ

ら
に
チ
ー
ム
の
運
営
や
各
種
大
会
、

リ
ー
グ
戦
の
運
営
も
学
生
が
行
っ
て

お
り
、自
主
性
を
伸
ば
し
、活
か
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
で
す
。
例
え

ば
、日
々
の
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

試
合
を
自
分

た
ち
で
考
え

組
み
立
て
た

り
、
練
習
場

所
の
確
保
や

金
銭
管
理
な

ど
の
運
営
も

す
べ
て
学
生

で
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
大
会
等
の
運
営
や
練
習
会
な
ど
を
通
じ

て
、他
の
大
学
や
社
会
人
の
方
々
と
も
気
軽
に
友
達

に
な
れ
る
こ
と
も
ラ
ク
ロ
ス
独
特
の
魅
力
で
あ
り

ま
す
。目
標
達
成
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
考

え
、実
行
し
て
い
く
過
程
で
、人
間
的
成
長
を
目
指

し
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

男子ラクロス部

落語研究会
千
葉
大
学
、サ
ー
ク
ル
会
館
中
に
響
き
渡
る

三
味
線
と
太
鼓
の
音
色
、何
本
箸
が
転
げ
て
い

る
ん
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
絶
え
る
こ
と
な

い
笑
い
声…

…

そ
う
で
す
、こ
れ
が
落
語
研
究

会
で
す
。時
々
聞
こ
え
て
く
る
叫
び
声
も
、ほ

と
ん
ど
の
割
合
で
落
研
の
仕
業
で
す
。皆
さ
ん

落
語
と
い
え
ば
渋
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、実
際
は
そ
う
で
も
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。学
祭
や
公
民
館
な
ど
で
定

期
的
に
寄
席
を
行
っ
て
い
る
の
で
、来
て
い
た

だ
け
れ
ば
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
は
ず
。加
え

て
意
外
と
女
子
部
員
が
多
い
の
で
、華
や
か
さ

さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。た
だ
、部
室
に
畳
が
あ

る
だ
け
。急
に
落
語
を
始
め
て
し
ま
う
だ
け
。

そ
れ
だ
け
で
す…

…

充
分
で
す
ね
。こ
ん
な
サ

ー
ク
ル
で
す
か
ら
、一
癖
も
二
癖
も
あ
る
よ
う

な
人
間
が
勢
ぞ
ろ
い
。し
か
し
喋
ら
な
け
れ
ば

い
た
っ
て
普
通
で
す
か
ら
、も
し
か
し
た
ら
あ

の
時
す
れ
違
っ
た
可
愛
い
あ
の
子
も
落
語
研

究
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ…

…

？

男子ソフトボール部3年ぶり

5度目のインカレ出場決定！

学祭や公民館などで

定期的に寄席を行っています！

7 千葉大学校友会報 No.8 6千葉大学校友会報 No.8



平
成
26
年
7
月
22
日（
火
）、医
学

部
附
属
病
院
に
新
し
い
外
来
診
療
棟

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

明
治
７
年
に
設
立
さ
れ
た
共
立
病

院
を
起
源
と
し
た
医
学
部
附
属
病
院

も
今
年
で
40
周
年
。こ
れ
ま
で
診
療

や
治
療
法
の
研
究
で
実
績
を
重
ね
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
医
療
人
を
た
く

さ
ん
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。　

『
地
域
医
療
を
見
据
え
た
世
界
最

高
水
準
の
病
院
』の
実
現
に
向
け
、医

学
部
附
属
病
院
は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

平
成
26
年
7
月
22
日（
火
）、医
学

部
附
属
病
院
に
新
し
い
外
来
診

療
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

医
学
部
附
属
病
院
に

新
し
い
外
来
診
療
棟
オ
ー
プ
ン1階には、カフェ『エ･プロント』

があり、ケーキやホットサンドなど
お召し上がりいただけます。
『エ･プロント』は全国に８店舗、

千葉県にはこちらの店舗のみ（平
成26年９月現在）なので、一度足を
運ばれてみてはいかがでしょうか。

外来診療の質や内容を大きく向上させるもののひとつと
して、新たな取り組みが始まりました。従来の外科や内科と
いった区分を超え、呼吸器や消化器など臓器ごとに集約す
る『臓器別外来』、『糖尿病コンプリケーションセンター』『高
齢者医療センター』など、縦割り診療を廃した先進的な医療
を提供しています。

天井のハイサイド窓から陽の光が差し込
み、明るい空間が広がっています。ブラインド
は２４時間自動制御されているので、直射日
光に当たることはありません。休憩スペース
は木のぬくもりが心地いい場所です。

千葉大学病院公式キャラクター
　（左から）　ぴなたくん、ぴなこちゃん、ぴーちゃん

千葉大学病院ホームページ　http://www.ho.chiba-u.ac.jp/

１階 エ･プロント

光に当たることはありません。休憩スペース光に当たることはありません。休憩スペース
は木のぬくもりが心地いい場所です。

天井のハイサイド窓から陽の光が差し込

1階には、カフェ『エ･プロント』1階には、カフェ『エ･プロント』1階には、カフェ『エ･プロント』
があり、ケーキやホットサンドなどがあり、ケーキやホットサンドなどがあり、ケーキやホットサンドなど

る『臓器別外来』、『糖尿病コンプリケーションセンター』『高
齢者医療センター』など、縦割り診療を廃した先進的な医療
を提供しています。

１階 エ･プロント

齢者医療センター』など、縦割り診療を廃した先進的な医療

２階 休憩スペース

正面玄関から入ってすぐにあるホスピタルストリート。３階まで吹き
抜けが広がっており、とても開放的な場所です。なお災害時に備え、１
階の診察室と待合には医療ガス設備や災害時対応のロビーチェアを
配置しています。

１階 ホスピタルストリート

５階 通院治療室

通院治療室の窓の外には豊かな緑が広がっており、リラックスして
診療を受けていただけます。

新しい外来診療棟からはじまる
医学部附属病院の新しい挑戦

患者さんに目的の科がわかり
やすいように、受付などに各
階共通のエリアカラーを使用
しています。
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績
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 参加報告

田島 翔太
工学研究科建築・都市科学専攻建築学コース

ソ
ー
ラ
ー
デ
カ
ス
ロ
ン
に

出
場
し
た
学
生
代
表
の

田
島
氏
か
ら
報
告
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た

ソ
ー
ラ
ー

デ
カ
ス
ロ
ン

ヨ
ー
ロッパ

2
0
1
4

2014年6月16日から7月20日まで、フランスのベルサ
イユで開催された太陽光住宅の国際大会「ソーラー・
デカスロン・ヨーロッパ2014（以下、SDE2014）」に参
加をし、3つの部門賞を獲得しました。

千葉大学が発表したルネ・ハウス

トロフィーを前に記念撮影 SDE2014のために世界から集まった学生たち

初の表彰台に上がり
歓喜の声を上げる学生

大勢の観客を前にプレゼンテーション 日本からも多くの応援が
駆けつけた建設工事

来場者に英語で説明をする学生

「
ソ
ー
ラ
ー・
デ
カ
ス
ロ
ン
」は
２
０
０

２
年
に
ア
メ
リ
カ・エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
、太
陽
光
住
宅
の
技
術

や
性
能
を
競
う
大
学
対
抗
の
国
際
大

会
で
す
。太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
生
活
に
必
要
な
電
力
の
す
べ
て
を
賄

う
住
宅
を
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
計

画
・
建
設
し
、デ
ザ
イ
ン
性
、技
術
力
、革

新
性
な
ど
10
種
目
の
総
合
点
を
競
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
６
回
、ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
３
回
、中
国
で
１
回
開
催
さ
れ
、

日
本
か
ら
は
千
葉
大
学
が
２
０
１
２
年

の
ス
ペ
イ
ン
大
会
に
初
め
て
唯
一
参
加
を

し
ま
し
た
。二
度
目
の
挑
戦
と
な
る

S
D
E
２
０
１
４
で
は
再
び
日
本
の
代

表
と
し
て
選
出
さ
れ
、20
名
の
学
生
が

40
日
間
ベ
ル
サ
イ
ユ
に
滞
在
し
、前
回
の

雪
辱
を
果
た
す
べ
く
大
会
に
挑
み
ま
し

た
。

災
害
対
応
住
宅「
ル
ネ
・ハ
ウ
ス
」

S
D
E
２
０
１
４
は「
都
市
デ
ザ
イ

ン
」と
い
う
大
会
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
、

出
場
し
た
16
カ
国
20
チ
ー
ム
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
の
自
立
だ
け
で
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の

都
市
の
抱
え
る
課
題
と
そ
の
解
決
策
を

提
示
し
ま
し
た
。例
え
ば
、欧
州
の
チ
ー

ム
は
老
朽
化
し
た
街
並
み
の
イ
ン
フ
ラ

問
題
、東
南
ア
ジ
ア
の
チ
ー
ム
は
洪
水
や

人
口
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。千
葉

大
学
は
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
自

然
災
害
を
取
り
上
げ
、世
界
の
あ
ら
ゆ

る
地
域
で
建
設
可
能
な
災
害
対
応
住

宅「
ル
ネ
・ハ
ウ
ス
」を
産
学
連
携
で
開

発
し
ま
し
た
。再
生
を
意
味
す
る
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
か
ら
名
付
け
た
ル
ネ
・ハ
ウ
ス
は
、

生
活
に
必
要
な
機
能
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
さ

せ
、災
害
時
に
迅
速
に
、柔
軟
に
、高
品

質
な
居
住
環
境
を
提
供
す
る
新
し
い
住

宅
シ
ス
テ
ム
で
す
。永
く
住
み
続
け
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、復
興
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
さ
れ
た
コ
ア
を
増
減
さ

せ
る
こ
と
で
、小
規
模
な
商
店
や
集
会

所
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
に
着
目
し
た
ル
ネ
・ハ
ウ
ス
の
考

え
方
は
、フ
ラ
ン
ス
で
も
審
査
員
や
一
般

客
か
ら
多
く
の
賞
賛
を
得
ま
し
た
。

困
難
を
極
め
た
建
設
工
事

千
葉
大
学
の
よ
う
な
E
U
圏
外
の
チ

ー
ム
に
は
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り
ま
し

た
。フ
ラ
ン
ス
ま
で
住
宅
の
部
材
を
持
ち

込
む
た
め
の
資
金
だ
け
で
な
く
、日
本

の
労
働
基
準
法
に
値
す
る
労
働
許
可
の

申
請
や
、E
U
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
安

全
装
備
や
工
具
の
調
達
な
ど
、渡
航
前

は
前
回
大
会
を
上
回
る
準
備
作
業
に

追
わ
れ
ま
し
た
。学
生
は
６
月
13
日
に

渡
仏
し
、６
月
16
日
か
ら
10
日
間
と
い

う
短
期
間
で
工
事
を
終
わ
ら
せ
る
た

め
、早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
作
業
に
追
わ

れ
ま
し
た
。工
事
は
日
夜
、大
会
事
務
局

に
監
視
さ
れ
、日
本
独
特
の
構
法
や
安

全
対
策
の
説
明
の
た
め
に
幾
度
と
な
く

中
断
さ
れ
ま
し
た
。学
生
の
生
活
拠
点

は
ベ
ル
サ
イ
ユ
か
ら
離
れ
た
場
所
に
点
在

し
、レ
ン
タ
カ
ー
や
電
車
を
乗
り
継
い
で

１
時
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。学
生
の
気
力
も
体
力
も
限
界
に
近

付
い
て
い
ま
し
た
が
、大
き
な
事
故
や
怪

我
も
な
く
無
事
に
10
日
間
で
建
設
工
事

を
完
了
し
ま
し
た
。参
加
20
チ
ー
ム
中
、

時
間
内
に
完
成
し
た
チ
ー
ム
は
千
葉
大

学
を
含
め
９
チ
ー
ム
の
み
で
し
た
。

審
査
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
！

工
事
が
終
わ
り
２
週
間
の
測
定
・
審

査
期
間
に
入
る
と
、実
際
の
生
活
を
再

現
す
る
た
め
に
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
洗

濯
・
給
湯
・
調
理
と
い
っ
た
タ
ス
ク
が
課
さ

れ
ま
す
。ま
た
、室
内
の
温
室
度
環
境

の
維
持
や
、タ
ス
ク
に
伴
う
消
費
電
力

と
発
電
の
バ
ラ
ン
ス
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

点
数
化
さ
れ
ま
す
。千
葉
大
学
は
、優

れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
そ
れ
ら
の
タ
ス

ク・
測
定
を
こ
な
し
、大
会
前
半
で
暫
定

１
位
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、測
定
の

合
間
を
縫
っ
て
行
わ
れ
た
国
際
審
査
団

に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、コ

ン
セ
プ
ト
の
明
快
さ
と
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
が
評
価
さ
れ
、「
建
築
デ
ザ
イ
ン
」部

門
で
３
位
、「
工
学
と
建
設
」部
門
で
２

位
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

ま
し
た
。最
終
日
ま
で
総
合
１
位
を
独

走
し
、２
週
間
の
測
定
の
結
果
で
決
ま

る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
」部
門
で
も
２

位
を
受
賞
し
ま
し
た
。日
本
か
ら
は
徳

久
学
長
や
北
村
工
学
研
究
科
長
が
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
ほ
か
、鈴

木
駐
仏
大
使
も
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア
が
連
日
取
材
に

訪
れ
、N
H
K
で
は
千
葉
大
学
の
善
戦

の
模
様
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
全
国
ニ
ュ

ー
ス
で
流
れ
ま
し
た
。

高
か
っ
た
欧
州
の
壁

し
か
し
、拮
抗
し
て
い
た
欧
州
チ
ー
ム

の
追
い
上
げ
に
よ
っ
て
、最
終
順
位
は
１

位
イ
タ
リ
ア
、２
位
フ
ラ
ン
ス
、３
位
オ
ラ

ン
ダ
と
な
り
、千
葉
大
学
は
1
0
0
0

点
満
点
中
７
７
４
点
の
11
位
で
大
会
を

終
え
ま
し
た
。そ
れ
で
も
３
つ
の
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
受
賞
し
て
表
彰
台
に
上
が
り
、日

本
の
代
表
と
し
て
千
葉
大
学
が
終
盤
ま

で
大
会
全
体
を
盛
り
上
げ
、ア
ウ
ェ
ー
の

地
で
欧
州
チ
ー
ム
を
圧
倒
さ
せ
た
こ
と

は
、参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な

自
信
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
動

フ
ラ
ン
ス
で
建
設
し
た
ル
ネ
・ハ
ウ
ス

は
学
生
の
手
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
、日
本

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
、新
た
な
災

害
対
応
住
宅
の
モ
デ
ル
と
し
て
、東
北

地
方
で
の
再
建
築
を
計
画
し
て
い
ま

す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

体
系
化
さ
せ
、将
来
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住

宅
の
開
発
や
海
外
展
開
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、多
く

の
ご
支
援
と
ご
声
援
を
戴
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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度
目
の
挑
戦
と
な
る

S
D
E
２
０
１
４
で
は
再
び
日
本
の
代

表
と
し
て
選
出
さ
れ
、20
名
の
学
生
が

40
日
間
ベ
ル
サ
イ
ユ
に
滞
在
し
、前
回
の

雪
辱
を
果
た
す
べ
く
大
会
に
挑
み
ま
し

た
。

災
害
対
応
住
宅「
ル
ネ
・ハ
ウ
ス
」

S
D
E
２
０
１
４
は「
都
市
デ
ザ
イ

ン
」と
い
う
大
会
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
、

出
場
し
た
16
カ
国
20
チ
ー
ム
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
の
自
立
だ
け
で
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の

都
市
の
抱
え
る
課
題
と
そ
の
解
決
策
を

提
示
し
ま
し
た
。例
え
ば
、欧
州
の
チ
ー

ム
は
老
朽
化
し
た
街
並
み
の
イ
ン
フ
ラ

問
題
、東
南
ア
ジ
ア
の
チ
ー
ム
は
洪
水
や

人
口
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。千
葉

大
学
は
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
自

然
災
害
を
取
り
上
げ
、世
界
の
あ
ら
ゆ

る
地
域
で
建
設
可
能
な
災
害
対
応
住

宅「
ル
ネ
・ハ
ウ
ス
」を
産
学
連
携
で
開

発
し
ま
し
た
。再
生
を
意
味
す
る
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
か
ら
名
付
け
た
ル
ネ
・ハ
ウ
ス
は
、

生
活
に
必
要
な
機
能
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
さ

せ
、災
害
時
に
迅
速
に
、柔
軟
に
、高
品

質
な
居
住
環
境
を
提
供
す
る
新
し
い
住

宅
シ
ス
テ
ム
で
す
。永
く
住
み
続
け
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、復
興
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
さ
れ
た
コ
ア
を
増
減
さ

せ
る
こ
と
で
、小
規
模
な
商
店
や
集
会

所
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
に
着
目
し
た
ル
ネ
・ハ
ウ
ス
の
考

え
方
は
、フ
ラ
ン
ス
で
も
審
査
員
や
一
般

客
か
ら
多
く
の
賞
賛
を
得
ま
し
た
。

困
難
を
極
め
た
建
設
工
事

千
葉
大
学
の
よ
う
な
E
U
圏
外
の
チ

ー
ム
に
は
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り
ま
し

た
。フ
ラ
ン
ス
ま
で
住
宅
の
部
材
を
持
ち

込
む
た
め
の
資
金
だ
け
で
な
く
、日
本

の
労
働
基
準
法
に
値
す
る
労
働
許
可
の

申
請
や
、E
U
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
安

全
装
備
や
工
具
の
調
達
な
ど
、渡
航
前

は
前
回
大
会
を
上
回
る
準
備
作
業
に

追
わ
れ
ま
し
た
。学
生
は
６
月
13
日
に

渡
仏
し
、６
月
16
日
か
ら
10
日
間
と
い

う
短
期
間
で
工
事
を
終
わ
ら
せ
る
た

め
、早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
作
業
に
追
わ

れ
ま
し
た
。工
事
は
日
夜
、大
会
事
務
局

に
監
視
さ
れ
、日
本
独
特
の
構
法
や
安

全
対
策
の
説
明
の
た
め
に
幾
度
と
な
く

中
断
さ
れ
ま
し
た
。学
生
の
生
活
拠
点

は
ベ
ル
サ
イ
ユ
か
ら
離
れ
た
場
所
に
点
在

し
、レ
ン
タ
カ
ー
や
電
車
を
乗
り
継
い
で

１
時
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。学
生
の
気
力
も
体
力
も
限
界
に
近

付
い
て
い
ま
し
た
が
、大
き
な
事
故
や
怪

我
も
な
く
無
事
に
10
日
間
で
建
設
工
事

を
完
了
し
ま
し
た
。参
加
20
チ
ー
ム
中
、

時
間
内
に
完
成
し
た
チ
ー
ム
は
千
葉
大

学
を
含
め
９
チ
ー
ム
の
み
で
し
た
。

審
査
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
！

工
事
が
終
わ
り
２
週
間
の
測
定
・
審

査
期
間
に
入
る
と
、実
際
の
生
活
を
再

現
す
る
た
め
に
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
洗

濯
・
給
湯
・
調
理
と
い
っ
た
タ
ス
ク
が
課
さ

れ
ま
す
。ま
た
、室
内
の
温
室
度
環
境

の
維
持
や
、タ
ス
ク
に
伴
う
消
費
電
力

と
発
電
の
バ
ラ
ン
ス
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

点
数
化
さ
れ
ま
す
。千
葉
大
学
は
、優

れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
そ
れ
ら
の
タ
ス

ク・
測
定
を
こ
な
し
、大
会
前
半
で
暫
定

１
位
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、測
定
の

合
間
を
縫
っ
て
行
わ
れ
た
国
際
審
査
団

に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、コ

ン
セ
プ
ト
の
明
快
さ
と
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
が
評
価
さ
れ
、「
建
築
デ
ザ
イ
ン
」部

門
で
３
位
、「
工
学
と
建
設
」部
門
で
２

位
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

ま
し
た
。最
終
日
ま
で
総
合
１
位
を
独

走
し
、２
週
間
の
測
定
の
結
果
で
決
ま

る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
」部
門
で
も
２

位
を
受
賞
し
ま
し
た
。日
本
か
ら
は
徳

久
学
長
や
北
村
工
学
研
究
科
長
が
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
ほ
か
、鈴

木
駐
仏
大
使
も
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア
が
連
日
取
材
に

訪
れ
、N
H
K
で
は
千
葉
大
学
の
善
戦

の
模
様
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
全
国
ニ
ュ

ー
ス
で
流
れ
ま
し
た
。

高
か
っ
た
欧
州
の
壁

し
か
し
、拮
抗
し
て
い
た
欧
州
チ
ー
ム

の
追
い
上
げ
に
よ
っ
て
、最
終
順
位
は
１

位
イ
タ
リ
ア
、２
位
フ
ラ
ン
ス
、３
位
オ
ラ

ン
ダ
と
な
り
、千
葉
大
学
は
1
0
0
0

点
満
点
中
７
７
４
点
の
11
位
で
大
会
を

終
え
ま
し
た
。そ
れ
で
も
３
つ
の
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
受
賞
し
て
表
彰
台
に
上
が
り
、日

本
の
代
表
と
し
て
千
葉
大
学
が
終
盤
ま

で
大
会
全
体
を
盛
り
上
げ
、ア
ウ
ェ
ー
の

地
で
欧
州
チ
ー
ム
を
圧
倒
さ
せ
た
こ
と

は
、参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な

自
信
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
動

フ
ラ
ン
ス
で
建
設
し
た
ル
ネ
・ハ
ウ
ス

は
学
生
の
手
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
、日
本

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
、新
た
な
災

害
対
応
住
宅
の
モ
デ
ル
と
し
て
、東
北

地
方
で
の
再
建
築
を
計
画
し
て
い
ま

す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

体
系
化
さ
せ
、将
来
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住

宅
の
開
発
や
海
外
展
開
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、多
く

の
ご
支
援
と
ご
声
援
を
戴
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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千
葉
大
経
済
人
ク
ラ
ブ

「
絆
」よ
り
感
謝
状

去
る
六
月
十
日「
絆
」の
総
会
の
席

上
、弊
社
が
手
掛
け
た
千
葉
大
本
部
の

サ
ッ
カ
ー
・ラ
グ
ビ
ー
場
の
建
設
に
対
し
、

「
絆
」の
会
・
川
嶋
会
長
よ
り
感
謝
状
の

贈
呈
が
あ
り
、思
い
が
け
ず
の
ご
配
慮
に

感
謝
す
る
と
共
に
、友
情
と「
粋
な
計
ら

い
」を
感
じ
、嬉
し
く
、拝
受
致
し
ま
し

た
。文

部
科
学
省
の
入
札
は
最
低
価
格
の

設
定
が
な
く
、安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
の
仕

事
が
予
想
さ
れ
、我
が
母
校
の
最
初
の
全

天
候
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、い
か
が
わ
し
い
業
者

の
参
入
を
許
す
ま
じ
と
、赤
字
覚
悟
で
札

を
入
れ
、受
注
し
、最
先
端
の
プ
ロ
仕
様
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
人
工
芝
を
敷

設
し
、ク
ー
リ
ン
グ
効
果
の
あ
る
工
法
を

採
用
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。前
・
斉
藤

学
長
と
ジ
ェ
フ
千
葉
の
社
長
出
席
の
も

と
、オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。西
千
葉
に
新
し
い
風
が
吹
い
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、学
生
の
み
な
ら
ず
、卒

業
生
の
皆
様
に
も
大
い
に
お
使
い
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
津
生
ま
れ

昭
和
十
七
年
に
、会
津
地
方
の
ラ
ー
メ

ン
や
蔵
の
町
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
喜
多

方
に
生
ま
れ
、武
士
の
家
柄
で
は
な
い
の

で
す
が
、会
津
出
で
あ
る
事
に
誇
り
を
感

じ
、「
な
ら
ぬ
も
の
は
な
ら
ぬ
」と
い
う
気

風
が
自
然
に
備
わ
っ
た
気
が
致
し
ま
す
。

二
人
の
恩
師

昭
和
三
十
七
年
四
月
、千
葉
大
園
芸

学
部
造
園
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
が
、古

び
た
木
造
の
校
舎
に
は
な
ぜ
か
が
っ
か
り

し
た
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。同
じ
木
造

で
も
県
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
福
島
県
立

安
積
高
校（
出
身
校
）と
の
風
格
の
違
い

が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

造
園
に
興
味
を
持
っ
て
入
学
し
た
の
で

す
が
、い
つ
し
か「
弓
道
部
学
科
」の
学
生

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

大
木
賢
三
・
弓
道
八
段
教
士
が
私
共

千
葉
大
の
師
範
と
し
て
、部
の
創
設
以

来
の
指
導
者
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
化
さ
れ
た

高
校
・
大
学
の
弓
道
に
対
し
、礼
と
作
法

を
重
ん
ず
る
弓
道
に
徹
さ
れ
、「
真（
ま
こ

と
）」の
追
求
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。的
に

当
て
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、呼
吸
を
整

え
、心
を
静
め
、無
に
徹
す
れ
ば
、自
ず
と

雄
大
で
優
雅
な
フ
ォ
ー
ム
が
保
た
れ
、発
さ

れ
た
矢
は
的
に
当
た
る
も
の
な
の
だ
、と

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

二
年
次
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
推
さ
れ
、先

輩
方
の
築
か
れ
た
伝
統
を
守
る
べ
く
、毎

日
練
習
を
欠
か
さ
ず
、時
に
は
徹
夜
を
し

て
弓
を
引
く
、い
わ
ゆ
る
徹
弓
を
し
た
り

し
て
、技
術
を
磨
き
、弓
友
共
々
精
進
を

重
ね
、全
国
大
会
に
も
連
続
出
場
出
来
、

務
め
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、語
ら
い
を
通
じ
て

多
く
の
友
人
が
出
来
た
事
が
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

都
学
連
の
弓
道
大
会
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

チ
ー
ム
の
他
に
大
会
初
の
女
子
六
名
に
よ

る
チ
ー
ム
を
出
場
さ
せ
た
と
こ
ろ
、男
子
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
が
敗
退
す
る
の
を
尻
目

に一
、二
回
戦
と
勝
ち
進
み
、観
客
の
注
目

を
集
め
、優
勝
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
女
子

選
手
が
受
け
て
お
り
ま
し
た
。翌
年
度
よ

り
都
学
連
大
会
に
女
子
部
が
誕
生
し
た

の
は
、我
な
が
ら
し
て
や
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
年
に
、大
木
先
生
が
日
本
弓
道
連

盟
で
最
高
称
号
で
あ
る「
範
士
」に
昇
格

さ
れ
、そ
の
祝
賀
会
を
千
葉
大
弓
道
部

主
催
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、部
員
総

出
で
準
備
に
奔
走
し
、医
学
部
弓
道
場

に
て
式
典
を
、市
内
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
折
、大
木
師
範
の
教

育
者
と
し
て
の
功
績
を
紹
介
し
て
頂
き

た
く
て
、当
時
の
千
葉
大
・
谷
川
学
長
に

祝
辞
を
依
頼
し
に
幹
部
共
々
お
願
い
に
参

上
し
、快
諾
を
頂
き
、更
に
は
日
本
弓
道

連
盟
の
主
だ
っ
た
方
々
を
主
賓
と
し
て
、

多
勢
の
来
賓
の
元
、盛
大
に
式
典
が
挙

行
さ
れ
た
事
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

但
し
、大
木
先
生
よ
り
こ
の
式
典
の
件

は「
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
各
社
に
連
絡
せ
よ
」と

の
申
し
出
で
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
連
絡

先
が
分
か
ら
ず
、準
備
の
多
忙
さ
に
つ
い

失
念
し
て
し
ま
い
、翌
日
の
ス
ポ
ー
ツ
記
事

に
は
な
ら
ず
、後
日
談
と
し
て
小
さ
く
扱

わ
れ
て
し
ま
っ
た
失
敗
談
は
大
失
態
で
あ

り
、仕
事
の
分
担
と
人
と
の
共
同
作
業
の

大
切
さ
と
己
の
限
界
を
知
る
べ
き
と
反

省
さ
せ
ら
れ
、未
だ
に
悔
や
ま
れ
て
お
り
ま

す
。学

部
で
は
小
寺
俊
吉
先
生
の
風
景
計

画
研
究
室
に
入
り
、地
域
開
発
の
勉
強
を

致
し
ま
し
た
。四
年
次
に
は
、研
究
室
に

長
野
県
木
曽
谷
の
観
光
開
発
の
調
査
が

依
頼
さ
れ
、小
寺
教
授
以
下
、石
井
助
手

（
当
時
）と
学
生
四
人
で
地
元
町
村
の
役

所
の
方
々
の
案
内
に
よ
り
、一
週
間
に
及
ぶ

現
地
調
査
に
入
り
、机
上
で
の
授
業
で
は

経
験
出
来
な
い
、貴
重
な
体
験
が
出
来
ま

し
た
。

古
く
は
天
領
で
あ
り
、そ
の
後
、営
林

署
が
管
轄
す
る
こ
の
地
は
、戦
時
中
も
荒

ら
さ
れ
る
事
な
く
、豊
か
な
自
然（
檜
や

杉
の
美
林
）が
数
多
く
残
り
、又
、歴
史

的
、文
学
的
な
遺
産
、名
所
が
無
傷
に
存

在
し
、ま
さ
に
観
光
資
源
の
宝
庫
で
し
た
。

小
寺
先
生
は
、こ
れ
か
ら
の
都
市
開
発

は
将
来
を
見
据
え
て
地
域
の
人
々
の
繁

栄
と
な
り
得
る
様
に
、中
央
資
本
に
よ
る

デ
ベロッパ
ー
に
頼
る
の
で
は
な
く
、国
の
補

助
を
得
な
が
ら
、地
域
の
経
済
力
と
地
域

の
人
々
が
時
間
を
か
け
て
開
発
す
べ
き
で

あ
る
と
力
説
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
の
観
光
地
・
木
曽
路
に
は
、そ
の

姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

去
る
九
月
二
十
七
日
、木
曽
路
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
霊
峰
御
嶽
山
が
水
蒸
気
爆
発

に
よ
る
突
然
の
噴
火
を
起
こ
し
、多
く
の

登
山
者
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

尊
い
魂
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

経
験
の
な
い
大
型
災
害
が
続
い
て
お
り

ま
す
。私
共
、一
人
一
人
も
身
の
廻
り
の
対

策
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

社
会
人
と
な
る

卒
業
時
に
、小
寺
教
授
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ

施
設
施
工
業
者
の
奥
ア
ン
ツ
ー
カ（
株
）を

紹
介
さ
れ
、昭
和
四
十
一
年
四
月
に
入
社

致
し
ま
し
た
。中
学
時
代
、陸
上
競
技
に

熱
中
し
、県
大
会
や
中
体
連
等
に
出
場

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、こ
れ
も
運
命
な
の

か
な
と
割
り
切
っ
て
お
り
ま
し
た
。当
時
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
工
事
に
は
大
手
ゼ
ネ

コン
は
見
向
き
も
さ
れ
な
い
時
代
で
し
た
の

で
、我
々
業
界
は
適
度
に
潤
っ
て
お
り
、学

校
出
た
て
の
新
米
で
し
た
が
、大
型
工
事

を
数
々
担
当
し
、一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
為
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。

当
時
、建
設
省
の
塩
島
大
公
園
緑
地

課
長（
後
に
代
議
士
と
な
る
）に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
含
め
た
運
動
公
園
は
国
民
の
健
康

づ
く
り
に
必
要
な
施
設
で
あ
り
、国
民
皆

に
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
、膨
れ
あ
が
る
医
療

費
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
し
た

い
と
の
方
針
を
伺
い
、グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に

も
国
策
あ
り
き
を
理
解
し
、生
涯
の
仕
事

に
し
よ
う
と
決
心
し
た
次
第
で
す
。

昭
和
四
十
六
年
に
、将
来
の
北
海
道
国

体
を
狙
っ
て
、札
幌
に
営
業
所
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
、所
長
と
し
て
転
勤
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
伴
っ
て
札
幌
へ
向

か
い
、そ
れ
こ
そ
北
海
道
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

造
り
の
開
拓
に
専
念
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

出
身
地
で
も
な
い
北
海
道
は
、友
人
、

知
人
、会
社
関
係
の
縁
者
も
無
く
、し
か

も
工
事
部
出
身
の
私
に
と
っ
て
は
営
業
活

動
の
経
験
も
な
く
、大
き
な
試
練
の
始
ま

り
で
し
た
。

日
本
体
育
施
設（
株
）創
設
時
に

北
海
道
営
業
所
共
々
移
籍
す
る

当
時
の
北
海
道
は
、北
方
領
土
を
守

る
為
に
、国
か
ら
の
予
算
配
分
も
潤
沢
で

あ
り
、農
地
や
道
路
整
備
を
含
め
建
設
ブ

ー
ム
に
沸
い
て
お
り
、土
建
屋
さ
ん
の
仕
事

が
充
分
あ
っ
た
時
代
で
、来
る
べ
き
国
体
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
は
手
が
回
ら
ず
、私
共
が

札
幌
市
を
始
め
と
し
て
全
道
く
ま
な
く

営
業
致
し
ま
す
と
、ち
ょ
う
ど
良
い
と
き

に
来
て
く
れ
た
、と
歓
迎
さ
れ
る
場
面
も

生
ま
れ
始
め
、新
生
企
業
で
し
た
が
、わ

ず
か
の
希
望
が
湧
い
て
き
た
も
の
で
す
。

信
用
を
得
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
？

取
り
組
ん
だ
の
は
、客
に
提
出
す
る
見

積
も
り
は
、当
時
は
雑
な
も
の
で
し
た
。そ

こ
で
建
設
省
の
鋪
装
歩
掛
を
数
ヶ
月
か
け

て
徹
底
的
に
分
析
し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
鋪
装

の
標
準
歩
掛
り
と
仕
様
書
を
作
り
上

げ
、そ
れ
を
バ
イ
ブ
ル
に
し
て
全
道
各
地
、

共
通
の
歩
掛
り
に
よ
っ
て
見
積
書
を
作
成

致
し
ま
し
た
。こ
の
行
為
は
数
年
も
し
ま

す
と
各
地
方
自
治
体
に
認
知
さ
れ
、大

き
な
信
頼
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ
の
研
究

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大
切
な
技
術
で
あ
る
陸

上
の
走
路（
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
）の
研
究
は
本

社
が
中
心
に
や
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、大

学
時
代
に
か
じ
っ
た
芝
の
改
良
に
没
頭
致

し
ま
し
た
。折
し
も
、日
本
で
は
Ｊ
リ
ー
グ

が
創
設
さ
れ
、サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、

天
然
芝
が
ス
ポ
ー
ツ
に
耐
え
る
工
法
を
開

発
す
る
の
が
私
共
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と

考
え
、自
宅
の
小
さ
な
庭
で
い
ろ
い
ろ
実

験
し
、腐
葉
土
を
芝
床
に
す
る
従
来
工

法
か
ら
、踏
圧
に
よ
る
芝
の
枯
渇
を
食
い

止
め
る
た
め
に
、弱
酸
性
の
砂
を
芝
床
に

す
る
工
法
を
考
え
、北
海
道
国
体
の
主

会
場
で
あ
る
厚
別
公
園
の
陸
上
競
技
場

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。主
催
者
で
あ
る
サ

ッ
カ
ー
関
係
者
よ
り
、こ
こ
の
芝
生
は
、本

場
ヨ
ー
ロッパ
の
ピ
ッ
チ
に
何
ら
遜
色
な
く
、

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。今
は
こ
の
工
法
は
サ
ン

ド
ピ
ッ
チ
と
称
し
、当
た
り
前
の
工
法
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
厚
別
公
園
の
競
技
場
で
採
用
さ

れ
た
も
の
の
中
で
、当
社
が
力
を
注
い
だ

三
井
化
学
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
用
の
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
舗
装
材（
レ
オ

タ
ン
）が
あ
り
、北
海
道
国
体
の
折
に
好
記

録
が
達
成
さ
れ
、後
の
世
界
陸
上
東
京

大
会
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
北
海
道
も
二

十
五
年
の
年
月
が
経
ち
、三
十
五
名
の

社
員
と
約
三
十
億
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

東
武
グ
ル
ー
プ
と
の
ゴ
ル
フ
場
開
発

北
海
道
時
代
、私
に
も
う一つ
の
大
き
な

経
験
が
あ
り
ま
す
。

札
幌
近
郊
の
由
仁
町
・
大
山
町
長（
当

時
）よ
り
、ゴルフ
場
開
発
の
協
力
依
頼
が

あ
り
、千
葉
大
同
期
生
の
東
武
緑
地
の

平
野
社
長
の
承
諾
を
得
て
、ユニ
東
武
ゴル

フ
ク
ラ
ブ
の
建
設
に
携
わ
り
ま
し
た
。こ
の

開
発
は
、地
元
の
み
な
ら
ず
、北
海
道
に

東
武
グ
ル
ー
プ
が
進
出
す
る
と
い
う
、北

海
道
経
済
界
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

現
在
、「
絆
」の
会
に
も
参
加
さ
れ
て
い

る
青
木
副
社
長
と
共
に
、北
海
道
経
済

人（
北
電
、道
Ｊ
Ｒ
、道
新
、北
海
道
放

送
、拓
銀
等
々
）を
理
事
に
迎
え
、地
権

者
と
の
用
地
買
収
、開
発
行
為
の
申
請

等
の
数
々
の
諸
問
題
を
解
決
し
て
、平
成

五
年
に
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

特
に
地
権
者
の
方
々
の
交
渉
に
は
、充

分
に
地
元
に
配
慮
致
し
ま
し
た
。当
時
、

北
海
道
で
は
、田
よ
り
畑
の
方
が
高
価
で

し
た
が
、私
は
先
達
の
人
々
が
田
圃
を
造
っ

て
き
た
苦
労
を
尊
重
し
、一に
田
、二
に
畑
、

三
に
雑
種
地
と
区
分
し
、自
宅
は
新
築

と
古
家
の
区
別
な
し
に
建
坪
当
た
り
の

単
価
を
同
じ
く
し
、又
、離
農
さ
れ
る

人
々
の
ゴル
フ
場
で
の
雇
用
を
約
束
し
た

こ
と
が
功
を
奏
し
、無
事
に
用
地
確
保
出

来
た
事
が
今
で
も
成
功
の一つ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
も
、前
述
し
た
小
寺
先
生
の「
地

元
の
為
に
」「
地
元
の
人
達
の
為
に
」と
の

教
え
が
私
を
し
て
、そ
う
さ
せ
た
も
の
と
、

今
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
ら
し
い
雄
大
で
、少
し
レベル
の

高
い
ゴル
フ
場
で
あ
り
、近
所
に「
ユ
ン
ニ
の

湯
」の
温
泉
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
ご
利
用
頂
き
た
い
。

社
長
就
任

平
成
八
年
に
入
り
、弊
社
の
創
業
者
・

奥
啓
一
社
長
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
な

り
、後
継
者
に
推
さ
れ
、日
本
体
育
施
設

（
株
）の
二
代
目
代
表
取
締
役
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

北
海
道
に
渡
っ
て
二
十
五
年
の
長
く
本

社
を
離
れ
て
お
り
、会
社
の
指
揮
を
執
る

に
は
も
ち
ろ
ん
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

先
代
の
思
い
入
れ
も
強
く
、社
長
を
引
き

受
け
ま
し
た
。

交
代
し
て
一ヶ
月
後
、先
代
が
急
逝
さ

れ
、そ
の
葬
儀
を
都
営
の
青
山
斎
場
で
執

り
行
い
ま
し
た
。人
徳
の
あ
っ
た
先
代
の

葬
儀
は
、政
界
を
始
め
、国
交
省
を
含
め

た
関
係
諸
団
体
や
業
界
の
大
勢
の
方
々

が
弔
問
に
お
出
で
頂
き
、先
代
は
身
を
捧

げ
て
、こ
の
機
会
に
私
を
皆
様
に
お
披
露

目
し
て
く
れ
た
も
の
と
肝
に
銘
じ
て
お
り

ま
す
。

札
幌
に
は
就
職
し
た
ば
か
り
の
長
女
と

高
校
生
の
長
男
を
残
し
て
、女
房
と
私
は

上
京
し
、社
長
業
に
専
念
致
し
ま
し
た
。

私
共
は
、「
世
界
に
通
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
建
設
に
邁
進
し
、強
い
て
は
国
民

の
健
全
な
社
会
生
活
に
貢
献
し
よ
う
」

を
社
是
と
し
、

そ
の
為
に
は

一
、 

技
術
改
革
に
つ
と
め

二
、 

原
価
低
減
を
徹
底
し
、

 

利
益
を
追
求
し
、税
金
を
納
め
、

 

健
全
な
企
業
に
す
る
の
を

 

目
的
と
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、社
員
の
意
識
改
革
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
、先
ず
は
自
ら
仕
事
と

技
術
改
革
に一
心
不
乱
に
取
り
組
み
、社

員
の
意
識
改
革
に
務
め
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
の
日
韓
共
催
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
で
の
十
会
場

の
内
、国
立
競
技
場
、横
浜
の
国
際
陸
上

競
技
場
、宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
、埼
玉
ス
タ
ジ

ア
ム
、静
岡
ス
タ
ジ
ア
ム
の
五
会
場
の
受
注

を
受
け
、大
会
成
功
の一
翼
を
担
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

こ
の
事
は
、弊
社
の
陸
上
走
路
に
使
用

さ
れ
る
、三
井
化
学
と
共
同
で
開
発
し
た

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
に
よ
る
ロ
ー
ラ
ー
エ
ン
ボ
ス
工

法
と
、前
述
致
し
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ

の
工
法
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
自
負
致

し
て
お
り
ま
す
。

業
界
活
動

先
代
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
五
十
七

年
に
建
設
省
公
園
緑
地
課
の
管
轄
で
、

同
業
者
に
よ
る
全
国
組
織
を
統
一
し
て
、

日
本
運
動
施
設
建
設
業
協
会
を
設
立

致
し
ま
し
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
技
術

の
向
上
と
会
員
各
企
業
の
レベルア
ッ
プ
を

狙
い
、社
会
的
な
地
位
の
向
上
に
つ
な
げ

よ
う
と
協
会
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。社

団
法
人
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
参
り

ま
し
た
が
、政
界
が
め
ま
ぐ
る
し
く
交
替

致
し
ま
し
て
、法
人
化
の
願
い
が
叶
う
こ

と
な
く
時
が
過
ぎ
て
お
り
ま
し
た
。平
成

十
八
年
に
四
代
目
の
代
表
理
事
に
選
出

さ
れ
、協
会
の
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
時
、国
交
省
公
園
緑
地
課
に
は
千
葉

大
園
芸
学
部
卒
の
小
川
氏
が
課
長
に
就

任
さ
れ
て
お
り
、そ
の
御
指
導
の
元
で
、先

ず
中
間
法
人
の
登
録
を
し
、平
成
二
十

年
十
二
月
に一
般
社
団
法
人
に
移
行
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
国
の
方
針
の
変
更
に
よ
っ

て
実
現
で
き
た
事
で
あ
り
、運
が
良
かっ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
以
上
、協
会

活
動
と
会
員
の
親
睦
だ
け
で
は
世
間
に

認
め
ら
れ
ま
い
と
、実
務
経
験
十
年
以
上

の
厳
し
い
条
件
の
下
、「
運
動
施
設
施
工

技
士
」の
協
会
資
格
を
設
立
し
、試
験
を

実
施
し
、現
在
三
百
名
の
施
工
技
士
が

誕
生
し
、全
国
各
地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事

の
高
度
な
技
術
の
均
一
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
三
月
に
は
国
交

省
よ
り
、「
登
録
運
動
施
設
基
幹
技
能

者
制
度
」の
認
定
を
受
け
、翌
年
よ
り
、

講
習
・
試
験
を
実
施
し
、現
在
約
百
名
の

登
録
基
幹
技
能
士
が
誕
生
し
、全
国
各

地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
専
門
職
集
団
と

し
て
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
グ
ラ
ン
ド
施
工
の
バ
イ
ブ
ル
と

も
な
る
運
動
施
設
施
工
資
料
の
編
集
に

も
取
り
組
み
、会
員
の
資
質
の
向
上
と
企

業
の
地
位
の
向
上
に
貢
献
出
来
る
よ
う

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

大
臣
表
彰

平
成
二
十
四
年
の
五
月
に
代
表
理
事

を
退
任
致
し
ま
し
た
が
、思
い
が
け
ず
、二

十
六
年
の
七
月
に
業
界
初
の「
建
設
事

業
関
係
功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表

彰
」の
栄
に
浴
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

先
代
の
念
願
で
あ
っ
た
協
会
の
社
団
化

を
実
現
し
、大
臣
表
彰
を
得
た
事
は
、先

代
の
遺
志
に
応
え
ら
れ
、些
か
の
恩
返
し

が
出
来
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
真
を
追
求
し
、一
心
不
乱
に
努
力
し
、

何
事
に
も
創
意
工
夫
を
す
れ
ば
」を
信
条

と
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
数
多
く
の

先
輩
諸
兄
な
ら
び
に
多
く
の
社
員
に
恵

ま
れ
た
こ
と
に
、感
謝
す
る
こ
の
頃
で
す
。

卒
業
生
便
り

坂
内 

善
次
郎

園
芸
学
部
造
園
学
科 

和
昭
41
年
卒

日
本
体
育
施
設
㈱
取
締
役
会
長

卒業生便り

千葉大サッカー・ラグビー場

やれば
できるか！！
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千
葉
大
経
済
人
ク
ラ
ブ

「
絆
」よ
り
感
謝
状

去
る
六
月
十
日「
絆
」の
総
会
の
席

上
、弊
社
が
手
掛
け
た
千
葉
大
本
部
の

サ
ッ
カ
ー
・ラ
グ
ビ
ー
場
の
建
設
に
対
し
、

「
絆
」の
会
・
川
嶋
会
長
よ
り
感
謝
状
の

贈
呈
が
あ
り
、思
い
が
け
ず
の
ご
配
慮
に

感
謝
す
る
と
共
に
、友
情
と「
粋
な
計
ら

い
」を
感
じ
、嬉
し
く
、拝
受
致
し
ま
し

た
。文

部
科
学
省
の
入
札
は
最
低
価
格
の

設
定
が
な
く
、安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
の
仕

事
が
予
想
さ
れ
、我
が
母
校
の
最
初
の
全

天
候
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、い
か
が
わ
し
い
業
者

の
参
入
を
許
す
ま
じ
と
、赤
字
覚
悟
で
札

を
入
れ
、受
注
し
、最
先
端
の
プ
ロ
仕
様
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
人
工
芝
を
敷

設
し
、ク
ー
リ
ン
グ
効
果
の
あ
る
工
法
を

採
用
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。前
・
斉
藤

学
長
と
ジ
ェ
フ
千
葉
の
社
長
出
席
の
も

と
、オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。西
千
葉
に
新
し
い
風
が
吹
い
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、学
生
の
み
な
ら
ず
、卒

業
生
の
皆
様
に
も
大
い
に
お
使
い
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
津
生
ま
れ

昭
和
十
七
年
に
、会
津
地
方
の
ラ
ー
メ

ン
や
蔵
の
町
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
喜
多

方
に
生
ま
れ
、武
士
の
家
柄
で
は
な
い
の

で
す
が
、会
津
出
で
あ
る
事
に
誇
り
を
感

じ
、「
な
ら
ぬ
も
の
は
な
ら
ぬ
」と
い
う
気

風
が
自
然
に
備
わ
っ
た
気
が
致
し
ま
す
。

二
人
の
恩
師

昭
和
三
十
七
年
四
月
、千
葉
大
園
芸

学
部
造
園
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
が
、古

び
た
木
造
の
校
舎
に
は
な
ぜ
か
が
っ
か
り

し
た
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。同
じ
木
造

で
も
県
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
福
島
県
立

安
積
高
校（
出
身
校
）と
の
風
格
の
違
い

が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

造
園
に
興
味
を
持
っ
て
入
学
し
た
の
で

す
が
、い
つ
し
か「
弓
道
部
学
科
」の
学
生

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

大
木
賢
三
・
弓
道
八
段
教
士
が
私
共

千
葉
大
の
師
範
と
し
て
、部
の
創
設
以

来
の
指
導
者
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
化
さ
れ
た

高
校
・
大
学
の
弓
道
に
対
し
、礼
と
作
法

を
重
ん
ず
る
弓
道
に
徹
さ
れ
、「
真（
ま
こ

と
）」の
追
求
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。的
に

当
て
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、呼
吸
を
整

え
、心
を
静
め
、無
に
徹
す
れ
ば
、自
ず
と

雄
大
で
優
雅
な
フ
ォ
ー
ム
が
保
た
れ
、発
さ

れ
た
矢
は
的
に
当
た
る
も
の
な
の
だ
、と

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

二
年
次
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
推
さ
れ
、先

輩
方
の
築
か
れ
た
伝
統
を
守
る
べ
く
、毎

日
練
習
を
欠
か
さ
ず
、時
に
は
徹
夜
を
し

て
弓
を
引
く
、い
わ
ゆ
る
徹
弓
を
し
た
り

し
て
、技
術
を
磨
き
、弓
友
共
々
精
進
を

重
ね
、全
国
大
会
に
も
連
続
出
場
出
来
、

務
め
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、語
ら
い
を
通
じ
て

多
く
の
友
人
が
出
来
た
事
が
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

都
学
連
の
弓
道
大
会
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

チ
ー
ム
の
他
に
大
会
初
の
女
子
六
名
に
よ

る
チ
ー
ム
を
出
場
さ
せ
た
と
こ
ろ
、男
子
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
が
敗
退
す
る
の
を
尻
目

に一
、二
回
戦
と
勝
ち
進
み
、観
客
の
注
目

を
集
め
、優
勝
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
女
子

選
手
が
受
け
て
お
り
ま
し
た
。翌
年
度
よ

り
都
学
連
大
会
に
女
子
部
が
誕
生
し
た

の
は
、我
な
が
ら
し
て
や
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
年
に
、大
木
先
生
が
日
本
弓
道
連

盟
で
最
高
称
号
で
あ
る「
範
士
」に
昇
格

さ
れ
、そ
の
祝
賀
会
を
千
葉
大
弓
道
部

主
催
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、部
員
総

出
で
準
備
に
奔
走
し
、医
学
部
弓
道
場

に
て
式
典
を
、市
内
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
折
、大
木
師
範
の
教

育
者
と
し
て
の
功
績
を
紹
介
し
て
頂
き

た
く
て
、当
時
の
千
葉
大
・
谷
川
学
長
に

祝
辞
を
依
頼
し
に
幹
部
共
々
お
願
い
に
参

上
し
、快
諾
を
頂
き
、更
に
は
日
本
弓
道

連
盟
の
主
だ
っ
た
方
々
を
主
賓
と
し
て
、

多
勢
の
来
賓
の
元
、盛
大
に
式
典
が
挙

行
さ
れ
た
事
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

但
し
、大
木
先
生
よ
り
こ
の
式
典
の
件

は「
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
各
社
に
連
絡
せ
よ
」と

の
申
し
出
で
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
連
絡

先
が
分
か
ら
ず
、準
備
の
多
忙
さ
に
つ
い

失
念
し
て
し
ま
い
、翌
日
の
ス
ポ
ー
ツ
記
事

に
は
な
ら
ず
、後
日
談
と
し
て
小
さ
く
扱

わ
れ
て
し
ま
っ
た
失
敗
談
は
大
失
態
で
あ

り
、仕
事
の
分
担
と
人
と
の
共
同
作
業
の

大
切
さ
と
己
の
限
界
を
知
る
べ
き
と
反

省
さ
せ
ら
れ
、未
だ
に
悔
や
ま
れ
て
お
り
ま

す
。学

部
で
は
小
寺
俊
吉
先
生
の
風
景
計

画
研
究
室
に
入
り
、地
域
開
発
の
勉
強
を

致
し
ま
し
た
。四
年
次
に
は
、研
究
室
に

長
野
県
木
曽
谷
の
観
光
開
発
の
調
査
が

依
頼
さ
れ
、小
寺
教
授
以
下
、石
井
助
手

（
当
時
）と
学
生
四
人
で
地
元
町
村
の
役

所
の
方
々
の
案
内
に
よ
り
、一
週
間
に
及
ぶ

現
地
調
査
に
入
り
、机
上
で
の
授
業
で
は

経
験
出
来
な
い
、貴
重
な
体
験
が
出
来
ま

し
た
。

古
く
は
天
領
で
あ
り
、そ
の
後
、営
林

署
が
管
轄
す
る
こ
の
地
は
、戦
時
中
も
荒

ら
さ
れ
る
事
な
く
、豊
か
な
自
然（
檜
や

杉
の
美
林
）が
数
多
く
残
り
、又
、歴
史

的
、文
学
的
な
遺
産
、名
所
が
無
傷
に
存

在
し
、ま
さ
に
観
光
資
源
の
宝
庫
で
し
た
。

小
寺
先
生
は
、こ
れ
か
ら
の
都
市
開
発

は
将
来
を
見
据
え
て
地
域
の
人
々
の
繁

栄
と
な
り
得
る
様
に
、中
央
資
本
に
よ
る

デ
ベロッパ
ー
に
頼
る
の
で
は
な
く
、国
の
補

助
を
得
な
が
ら
、地
域
の
経
済
力
と
地
域

の
人
々
が
時
間
を
か
け
て
開
発
す
べ
き
で

あ
る
と
力
説
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
の
観
光
地
・
木
曽
路
に
は
、そ
の

姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

去
る
九
月
二
十
七
日
、木
曽
路
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
霊
峰
御
嶽
山
が
水
蒸
気
爆
発

に
よ
る
突
然
の
噴
火
を
起
こ
し
、多
く
の

登
山
者
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

尊
い
魂
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

経
験
の
な
い
大
型
災
害
が
続
い
て
お
り

ま
す
。私
共
、一
人
一
人
も
身
の
廻
り
の
対

策
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

社
会
人
と
な
る

卒
業
時
に
、小
寺
教
授
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ

施
設
施
工
業
者
の
奥
ア
ン
ツ
ー
カ（
株
）を

紹
介
さ
れ
、昭
和
四
十
一
年
四
月
に
入
社

致
し
ま
し
た
。中
学
時
代
、陸
上
競
技
に

熱
中
し
、県
大
会
や
中
体
連
等
に
出
場

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、こ
れ
も
運
命
な
の

か
な
と
割
り
切
っ
て
お
り
ま
し
た
。当
時
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
工
事
に
は
大
手
ゼ
ネ

コン
は
見
向
き
も
さ
れ
な
い
時
代
で
し
た
の

で
、我
々
業
界
は
適
度
に
潤
っ
て
お
り
、学

校
出
た
て
の
新
米
で
し
た
が
、大
型
工
事

を
数
々
担
当
し
、一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
為
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。

当
時
、建
設
省
の
塩
島
大
公
園
緑
地

課
長（
後
に
代
議
士
と
な
る
）に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
含
め
た
運
動
公
園
は
国
民
の
健
康

づ
く
り
に
必
要
な
施
設
で
あ
り
、国
民
皆

に
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
、膨
れ
あ
が
る
医
療

費
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
し
た

い
と
の
方
針
を
伺
い
、グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に

も
国
策
あ
り
き
を
理
解
し
、生
涯
の
仕
事

に
し
よ
う
と
決
心
し
た
次
第
で
す
。

昭
和
四
十
六
年
に
、将
来
の
北
海
道
国

体
を
狙
っ
て
、札
幌
に
営
業
所
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
、所
長
と
し
て
転
勤
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
伴
っ
て
札
幌
へ
向

か
い
、そ
れ
こ
そ
北
海
道
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

造
り
の
開
拓
に
専
念
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

出
身
地
で
も
な
い
北
海
道
は
、友
人
、

知
人
、会
社
関
係
の
縁
者
も
無
く
、し
か

も
工
事
部
出
身
の
私
に
と
っ
て
は
営
業
活

動
の
経
験
も
な
く
、大
き
な
試
練
の
始
ま

り
で
し
た
。

日
本
体
育
施
設（
株
）創
設
時
に

北
海
道
営
業
所
共
々
移
籍
す
る

当
時
の
北
海
道
は
、北
方
領
土
を
守

る
為
に
、国
か
ら
の
予
算
配
分
も
潤
沢
で

あ
り
、農
地
や
道
路
整
備
を
含
め
建
設
ブ

ー
ム
に
沸
い
て
お
り
、土
建
屋
さ
ん
の
仕
事

が
充
分
あ
っ
た
時
代
で
、来
る
べ
き
国
体
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
は
手
が
回
ら
ず
、私
共
が

札
幌
市
を
始
め
と
し
て
全
道
く
ま
な
く

営
業
致
し
ま
す
と
、ち
ょ
う
ど
良
い
と
き

に
来
て
く
れ
た
、と
歓
迎
さ
れ
る
場
面
も

生
ま
れ
始
め
、新
生
企
業
で
し
た
が
、わ

ず
か
の
希
望
が
湧
い
て
き
た
も
の
で
す
。

信
用
を
得
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
？

取
り
組
ん
だ
の
は
、客
に
提
出
す
る
見

積
も
り
は
、当
時
は
雑
な
も
の
で
し
た
。そ

こ
で
建
設
省
の
鋪
装
歩
掛
を
数
ヶ
月
か
け

て
徹
底
的
に
分
析
し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
鋪
装

の
標
準
歩
掛
り
と
仕
様
書
を
作
り
上

げ
、そ
れ
を
バ
イ
ブ
ル
に
し
て
全
道
各
地
、

共
通
の
歩
掛
り
に
よ
っ
て
見
積
書
を
作
成

致
し
ま
し
た
。こ
の
行
為
は
数
年
も
し
ま

す
と
各
地
方
自
治
体
に
認
知
さ
れ
、大

き
な
信
頼
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ
の
研
究

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大
切
な
技
術
で
あ
る
陸

上
の
走
路（
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
）の
研
究
は
本

社
が
中
心
に
や
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、大

学
時
代
に
か
じ
っ
た
芝
の
改
良
に
没
頭
致

し
ま
し
た
。折
し
も
、日
本
で
は
Ｊ
リ
ー
グ

が
創
設
さ
れ
、サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、

天
然
芝
が
ス
ポ
ー
ツ
に
耐
え
る
工
法
を
開

発
す
る
の
が
私
共
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と

考
え
、自
宅
の
小
さ
な
庭
で
い
ろ
い
ろ
実

験
し
、腐
葉
土
を
芝
床
に
す
る
従
来
工

法
か
ら
、踏
圧
に
よ
る
芝
の
枯
渇
を
食
い

止
め
る
た
め
に
、弱
酸
性
の
砂
を
芝
床
に

す
る
工
法
を
考
え
、北
海
道
国
体
の
主

会
場
で
あ
る
厚
別
公
園
の
陸
上
競
技
場

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。主
催
者
で
あ
る
サ

ッ
カ
ー
関
係
者
よ
り
、こ
こ
の
芝
生
は
、本

場
ヨ
ー
ロッパ
の
ピ
ッ
チ
に
何
ら
遜
色
な
く
、

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。今
は
こ
の
工
法
は
サ
ン

ド
ピ
ッ
チ
と
称
し
、当
た
り
前
の
工
法
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
厚
別
公
園
の
競
技
場
で
採
用
さ

れ
た
も
の
の
中
で
、当
社
が
力
を
注
い
だ

三
井
化
学
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
用
の
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
舗
装
材（
レ
オ

タ
ン
）が
あ
り
、北
海
道
国
体
の
折
に
好
記

録
が
達
成
さ
れ
、後
の
世
界
陸
上
東
京

大
会
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
北
海
道
も
二

十
五
年
の
年
月
が
経
ち
、三
十
五
名
の

社
員
と
約
三
十
億
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

東
武
グ
ル
ー
プ
と
の
ゴ
ル
フ
場
開
発

北
海
道
時
代
、私
に
も
う一つ
の
大
き
な

経
験
が
あ
り
ま
す
。

札
幌
近
郊
の
由
仁
町
・
大
山
町
長（
当

時
）よ
り
、ゴルフ
場
開
発
の
協
力
依
頼
が

あ
り
、千
葉
大
同
期
生
の
東
武
緑
地
の

平
野
社
長
の
承
諾
を
得
て
、ユニ
東
武
ゴル

フ
ク
ラ
ブ
の
建
設
に
携
わ
り
ま
し
た
。こ
の

開
発
は
、地
元
の
み
な
ら
ず
、北
海
道
に

東
武
グ
ル
ー
プ
が
進
出
す
る
と
い
う
、北

海
道
経
済
界
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

現
在
、「
絆
」の
会
に
も
参
加
さ
れ
て
い

る
青
木
副
社
長
と
共
に
、北
海
道
経
済

人（
北
電
、道
Ｊ
Ｒ
、道
新
、北
海
道
放

送
、拓
銀
等
々
）を
理
事
に
迎
え
、地
権

者
と
の
用
地
買
収
、開
発
行
為
の
申
請

等
の
数
々
の
諸
問
題
を
解
決
し
て
、平
成

五
年
に
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

特
に
地
権
者
の
方
々
の
交
渉
に
は
、充

分
に
地
元
に
配
慮
致
し
ま
し
た
。当
時
、

北
海
道
で
は
、田
よ
り
畑
の
方
が
高
価
で

し
た
が
、私
は
先
達
の
人
々
が
田
圃
を
造
っ

て
き
た
苦
労
を
尊
重
し
、一に
田
、二
に
畑
、

三
に
雑
種
地
と
区
分
し
、自
宅
は
新
築

と
古
家
の
区
別
な
し
に
建
坪
当
た
り
の

単
価
を
同
じ
く
し
、又
、離
農
さ
れ
る

人
々
の
ゴル
フ
場
で
の
雇
用
を
約
束
し
た

こ
と
が
功
を
奏
し
、無
事
に
用
地
確
保
出

来
た
事
が
今
で
も
成
功
の一つ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
も
、前
述
し
た
小
寺
先
生
の「
地

元
の
為
に
」「
地
元
の
人
達
の
為
に
」と
の

教
え
が
私
を
し
て
、そ
う
さ
せ
た
も
の
と
、

今
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
ら
し
い
雄
大
で
、少
し
レベル
の

高
い
ゴル
フ
場
で
あ
り
、近
所
に「
ユ
ン
ニ
の

湯
」の
温
泉
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
ご
利
用
頂
き
た
い
。

社
長
就
任

平
成
八
年
に
入
り
、弊
社
の
創
業
者
・

奥
啓
一
社
長
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
な

り
、後
継
者
に
推
さ
れ
、日
本
体
育
施
設

（
株
）の
二
代
目
代
表
取
締
役
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

北
海
道
に
渡
っ
て
二
十
五
年
の
長
く
本

社
を
離
れ
て
お
り
、会
社
の
指
揮
を
執
る

に
は
も
ち
ろ
ん
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

先
代
の
思
い
入
れ
も
強
く
、社
長
を
引
き

受
け
ま
し
た
。

交
代
し
て
一ヶ
月
後
、先
代
が
急
逝
さ

れ
、そ
の
葬
儀
を
都
営
の
青
山
斎
場
で
執

り
行
い
ま
し
た
。人
徳
の
あ
っ
た
先
代
の

葬
儀
は
、政
界
を
始
め
、国
交
省
を
含
め

た
関
係
諸
団
体
や
業
界
の
大
勢
の
方
々

が
弔
問
に
お
出
で
頂
き
、先
代
は
身
を
捧

げ
て
、こ
の
機
会
に
私
を
皆
様
に
お
披
露

目
し
て
く
れ
た
も
の
と
肝
に
銘
じ
て
お
り

ま
す
。

札
幌
に
は
就
職
し
た
ば
か
り
の
長
女
と

高
校
生
の
長
男
を
残
し
て
、女
房
と
私
は

上
京
し
、社
長
業
に
専
念
致
し
ま
し
た
。

私
共
は
、「
世
界
に
通
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
建
設
に
邁
進
し
、強
い
て
は
国
民

の
健
全
な
社
会
生
活
に
貢
献
し
よ
う
」

を
社
是
と
し
、

そ
の
為
に
は

一
、 

技
術
改
革
に
つ
と
め

二
、 

原
価
低
減
を
徹
底
し
、

 

利
益
を
追
求
し
、税
金
を
納
め
、

 

健
全
な
企
業
に
す
る
の
を

 

目
的
と
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、社
員
の
意
識
改
革
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
、先
ず
は
自
ら
仕
事
と

技
術
改
革
に一
心
不
乱
に
取
り
組
み
、社

員
の
意
識
改
革
に
務
め
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
の
日
韓
共
催
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
で
の
十
会
場

の
内
、国
立
競
技
場
、横
浜
の
国
際
陸
上

競
技
場
、宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
、埼
玉
ス
タ
ジ

ア
ム
、静
岡
ス
タ
ジ
ア
ム
の
五
会
場
の
受
注

を
受
け
、大
会
成
功
の一
翼
を
担
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

こ
の
事
は
、弊
社
の
陸
上
走
路
に
使
用

さ
れ
る
、三
井
化
学
と
共
同
で
開
発
し
た

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
に
よ
る
ロ
ー
ラ
ー
エ
ン
ボ
ス
工

法
と
、前
述
致
し
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ

の
工
法
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
自
負
致

し
て
お
り
ま
す
。

業
界
活
動

先
代
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
五
十
七

年
に
建
設
省
公
園
緑
地
課
の
管
轄
で
、

同
業
者
に
よ
る
全
国
組
織
を
統
一
し
て
、

日
本
運
動
施
設
建
設
業
協
会
を
設
立

致
し
ま
し
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
技
術

の
向
上
と
会
員
各
企
業
の
レベルア
ッ
プ
を

狙
い
、社
会
的
な
地
位
の
向
上
に
つ
な
げ

よ
う
と
協
会
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。社

団
法
人
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
参
り

ま
し
た
が
、政
界
が
め
ま
ぐ
る
し
く
交
替

致
し
ま
し
て
、法
人
化
の
願
い
が
叶
う
こ

と
な
く
時
が
過
ぎ
て
お
り
ま
し
た
。平
成

十
八
年
に
四
代
目
の
代
表
理
事
に
選
出

さ
れ
、協
会
の
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
時
、国
交
省
公
園
緑
地
課
に
は
千
葉

大
園
芸
学
部
卒
の
小
川
氏
が
課
長
に
就

任
さ
れ
て
お
り
、そ
の
御
指
導
の
元
で
、先

ず
中
間
法
人
の
登
録
を
し
、平
成
二
十

年
十
二
月
に一
般
社
団
法
人
に
移
行
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
国
の
方
針
の
変
更
に
よ
っ

て
実
現
で
き
た
事
で
あ
り
、運
が
良
かっ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
以
上
、協
会

活
動
と
会
員
の
親
睦
だ
け
で
は
世
間
に

認
め
ら
れ
ま
い
と
、実
務
経
験
十
年
以
上

の
厳
し
い
条
件
の
下
、「
運
動
施
設
施
工

技
士
」の
協
会
資
格
を
設
立
し
、試
験
を

実
施
し
、現
在
三
百
名
の
施
工
技
士
が

誕
生
し
、全
国
各
地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事

の
高
度
な
技
術
の
均
一
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
三
月
に
は
国
交

省
よ
り
、「
登
録
運
動
施
設
基
幹
技
能

者
制
度
」の
認
定
を
受
け
、翌
年
よ
り
、

講
習
・
試
験
を
実
施
し
、現
在
約
百
名
の

登
録
基
幹
技
能
士
が
誕
生
し
、全
国
各

地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
専
門
職
集
団
と

し
て
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
グ
ラ
ン
ド
施
工
の
バ
イ
ブ
ル
と

も
な
る
運
動
施
設
施
工
資
料
の
編
集
に

も
取
り
組
み
、会
員
の
資
質
の
向
上
と
企

業
の
地
位
の
向
上
に
貢
献
出
来
る
よ
う

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

大
臣
表
彰

平
成
二
十
四
年
の
五
月
に
代
表
理
事

を
退
任
致
し
ま
し
た
が
、思
い
が
け
ず
、二

十
六
年
の
七
月
に
業
界
初
の「
建
設
事

業
関
係
功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表

彰
」の
栄
に
浴
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

先
代
の
念
願
で
あ
っ
た
協
会
の
社
団
化

を
実
現
し
、大
臣
表
彰
を
得
た
事
は
、先

代
の
遺
志
に
応
え
ら
れ
、些
か
の
恩
返
し

が
出
来
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
真
を
追
求
し
、一
心
不
乱
に
努
力
し
、

何
事
に
も
創
意
工
夫
を
す
れ
ば
」を
信
条

と
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
数
多
く
の

先
輩
諸
兄
な
ら
び
に
多
く
の
社
員
に
恵

ま
れ
た
こ
と
に
、感
謝
す
る
こ
の
頃
で
す
。

卒
業
生
便
り

坂
内 

善
次
郎

園
芸
学
部
造
園
学
科 

和
昭
41
年
卒

日
本
体
育
施
設
㈱
取
締
役
会
長

卒業生便り

千葉大サッカー・ラグビー場

やれば
できるか！！
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卒業生便り 卒業生便り

都学連での女子チーム大木賢三先生の礼射本人の矢渡し

千
葉
大
経
済
人
ク
ラ
ブ

「
絆
」よ
り
感
謝
状

去
る
六
月
十
日「
絆
」の
総
会
の
席

上
、弊
社
が
手
掛
け
た
千
葉
大
本
部
の

サ
ッ
カ
ー
・ラ
グ
ビ
ー
場
の
建
設
に
対
し
、

「
絆
」の
会
・
川
嶋
会
長
よ
り
感
謝
状
の

贈
呈
が
あ
り
、思
い
が
け
ず
の
ご
配
慮
に

感
謝
す
る
と
共
に
、友
情
と「
粋
な
計
ら

い
」を
感
じ
、嬉
し
く
、拝
受
致
し
ま
し

た
。文

部
科
学
省
の
入
札
は
最
低
価
格
の

設
定
が
な
く
、安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
の
仕

事
が
予
想
さ
れ
、我
が
母
校
の
最
初
の
全

天
候
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、い
か
が
わ
し
い
業
者

の
参
入
を
許
す
ま
じ
と
、赤
字
覚
悟
で
札

を
入
れ
、受
注
し
、最
先
端
の
プ
ロ
仕
様
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
人
工
芝
を
敷

設
し
、ク
ー
リ
ン
グ
効
果
の
あ
る
工
法
を

採
用
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。前
・
斉
藤

学
長
と
ジ
ェ
フ
千
葉
の
社
長
出
席
の
も

と
、オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。西
千
葉
に
新
し
い
風
が
吹
い
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、学
生
の
み
な
ら
ず
、卒

業
生
の
皆
様
に
も
大
い
に
お
使
い
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
津
生
ま
れ

昭
和
十
七
年
に
、会
津
地
方
の
ラ
ー
メ

ン
や
蔵
の
町
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
喜
多

方
に
生
ま
れ
、武
士
の
家
柄
で
は
な
い
の

で
す
が
、会
津
出
で
あ
る
事
に
誇
り
を
感

じ
、「
な
ら
ぬ
も
の
は
な
ら
ぬ
」と
い
う
気

風
が
自
然
に
備
わ
っ
た
気
が
致
し
ま
す
。

二
人
の
恩
師

昭
和
三
十
七
年
四
月
、千
葉
大
園
芸

学
部
造
園
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
が
、古

び
た
木
造
の
校
舎
に
は
な
ぜ
か
が
っ
か
り

し
た
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。同
じ
木
造

で
も
県
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
福
島
県
立

安
積
高
校（
出
身
校
）と
の
風
格
の
違
い

が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

造
園
に
興
味
を
持
っ
て
入
学
し
た
の
で

す
が
、い
つ
し
か「
弓
道
部
学
科
」の
学
生

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

大
木
賢
三
・
弓
道
八
段
教
士
が
私
共

千
葉
大
の
師
範
と
し
て
、部
の
創
設
以

来
の
指
導
者
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
化
さ
れ
た

高
校
・
大
学
の
弓
道
に
対
し
、礼
と
作
法

を
重
ん
ず
る
弓
道
に
徹
さ
れ
、「
真（
ま
こ

と
）」の
追
求
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。的
に

当
て
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、呼
吸
を
整

え
、心
を
静
め
、無
に
徹
す
れ
ば
、自
ず
と

雄
大
で
優
雅
な
フ
ォ
ー
ム
が
保
た
れ
、発
さ

れ
た
矢
は
的
に
当
た
る
も
の
な
の
だ
、と

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

二
年
次
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
推
さ
れ
、先

輩
方
の
築
か
れ
た
伝
統
を
守
る
べ
く
、毎

日
練
習
を
欠
か
さ
ず
、時
に
は
徹
夜
を
し

て
弓
を
引
く
、い
わ
ゆ
る
徹
弓
を
し
た
り

し
て
、技
術
を
磨
き
、弓
友
共
々
精
進
を

重
ね
、全
国
大
会
に
も
連
続
出
場
出
来
、

務
め
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、語
ら
い
を
通
じ
て

多
く
の
友
人
が
出
来
た
事
が
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

都
学
連
の
弓
道
大
会
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

チ
ー
ム
の
他
に
大
会
初
の
女
子
六
名
に
よ

る
チ
ー
ム
を
出
場
さ
せ
た
と
こ
ろ
、男
子
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
が
敗
退
す
る
の
を
尻
目

に一
、二
回
戦
と
勝
ち
進
み
、観
客
の
注
目

を
集
め
、優
勝
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
女
子

選
手
が
受
け
て
お
り
ま
し
た
。翌
年
度
よ

り
都
学
連
大
会
に
女
子
部
が
誕
生
し
た

の
は
、我
な
が
ら
し
て
や
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
年
に
、大
木
先
生
が
日
本
弓
道
連

盟
で
最
高
称
号
で
あ
る「
範
士
」に
昇
格

さ
れ
、そ
の
祝
賀
会
を
千
葉
大
弓
道
部

主
催
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、部
員
総

出
で
準
備
に
奔
走
し
、医
学
部
弓
道
場

に
て
式
典
を
、市
内
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
折
、大
木
師
範
の
教

育
者
と
し
て
の
功
績
を
紹
介
し
て
頂
き

た
く
て
、当
時
の
千
葉
大
・
谷
川
学
長
に

祝
辞
を
依
頼
し
に
幹
部
共
々
お
願
い
に
参

上
し
、快
諾
を
頂
き
、更
に
は
日
本
弓
道

連
盟
の
主
だ
っ
た
方
々
を
主
賓
と
し
て
、

多
勢
の
来
賓
の
元
、盛
大
に
式
典
が
挙

行
さ
れ
た
事
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

但
し
、大
木
先
生
よ
り
こ
の
式
典
の
件

は「
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
各
社
に
連
絡
せ
よ
」と

の
申
し
出
で
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
連
絡

先
が
分
か
ら
ず
、準
備
の
多
忙
さ
に
つ
い

失
念
し
て
し
ま
い
、翌
日
の
ス
ポ
ー
ツ
記
事

に
は
な
ら
ず
、後
日
談
と
し
て
小
さ
く
扱

わ
れ
て
し
ま
っ
た
失
敗
談
は
大
失
態
で
あ

り
、仕
事
の
分
担
と
人
と
の
共
同
作
業
の

大
切
さ
と
己
の
限
界
を
知
る
べ
き
と
反

省
さ
せ
ら
れ
、未
だ
に
悔
や
ま
れ
て
お
り
ま

す
。学

部
で
は
小
寺
俊
吉
先
生
の
風
景
計

画
研
究
室
に
入
り
、地
域
開
発
の
勉
強
を

致
し
ま
し
た
。四
年
次
に
は
、研
究
室
に

長
野
県
木
曽
谷
の
観
光
開
発
の
調
査
が

依
頼
さ
れ
、小
寺
教
授
以
下
、石
井
助
手

（
当
時
）と
学
生
四
人
で
地
元
町
村
の
役

所
の
方
々
の
案
内
に
よ
り
、一
週
間
に
及
ぶ

現
地
調
査
に
入
り
、机
上
で
の
授
業
で
は

経
験
出
来
な
い
、貴
重
な
体
験
が
出
来
ま

し
た
。

古
く
は
天
領
で
あ
り
、そ
の
後
、営
林

署
が
管
轄
す
る
こ
の
地
は
、戦
時
中
も
荒

ら
さ
れ
る
事
な
く
、豊
か
な
自
然（
檜
や

杉
の
美
林
）が
数
多
く
残
り
、又
、歴
史

的
、文
学
的
な
遺
産
、名
所
が
無
傷
に
存

在
し
、ま
さ
に
観
光
資
源
の
宝
庫
で
し
た
。

小
寺
先
生
は
、こ
れ
か
ら
の
都
市
開
発

は
将
来
を
見
据
え
て
地
域
の
人
々
の
繁

栄
と
な
り
得
る
様
に
、中
央
資
本
に
よ
る

デ
ベロッパ
ー
に
頼
る
の
で
は
な
く
、国
の
補

助
を
得
な
が
ら
、地
域
の
経
済
力
と
地
域

の
人
々
が
時
間
を
か
け
て
開
発
す
べ
き
で

あ
る
と
力
説
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
の
観
光
地
・
木
曽
路
に
は
、そ
の

姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

去
る
九
月
二
十
七
日
、木
曽
路
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
霊
峰
御
嶽
山
が
水
蒸
気
爆
発

に
よ
る
突
然
の
噴
火
を
起
こ
し
、多
く
の

登
山
者
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

尊
い
魂
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

経
験
の
な
い
大
型
災
害
が
続
い
て
お
り

ま
す
。私
共
、一
人
一
人
も
身
の
廻
り
の
対

策
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

社
会
人
と
な
る

卒
業
時
に
、小
寺
教
授
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ

施
設
施
工
業
者
の
奥
ア
ン
ツ
ー
カ（
株
）を

紹
介
さ
れ
、昭
和
四
十
一
年
四
月
に
入
社

致
し
ま
し
た
。中
学
時
代
、陸
上
競
技
に

熱
中
し
、県
大
会
や
中
体
連
等
に
出
場

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、こ
れ
も
運
命
な
の

か
な
と
割
り
切
っ
て
お
り
ま
し
た
。当
時
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
工
事
に
は
大
手
ゼ
ネ

コン
は
見
向
き
も
さ
れ
な
い
時
代
で
し
た
の

で
、我
々
業
界
は
適
度
に
潤
っ
て
お
り
、学

校
出
た
て
の
新
米
で
し
た
が
、大
型
工
事

を
数
々
担
当
し
、一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
為
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。

当
時
、建
設
省
の
塩
島
大
公
園
緑
地

課
長（
後
に
代
議
士
と
な
る
）に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
含
め
た
運
動
公
園
は
国
民
の
健
康

づ
く
り
に
必
要
な
施
設
で
あ
り
、国
民
皆

に
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
、膨
れ
あ
が
る
医
療

費
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
し
た

い
と
の
方
針
を
伺
い
、グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に

も
国
策
あ
り
き
を
理
解
し
、生
涯
の
仕
事

に
し
よ
う
と
決
心
し
た
次
第
で
す
。

昭
和
四
十
六
年
に
、将
来
の
北
海
道
国

体
を
狙
っ
て
、札
幌
に
営
業
所
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
、所
長
と
し
て
転
勤
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
伴
っ
て
札
幌
へ
向

か
い
、そ
れ
こ
そ
北
海
道
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

造
り
の
開
拓
に
専
念
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

出
身
地
で
も
な
い
北
海
道
は
、友
人
、

知
人
、会
社
関
係
の
縁
者
も
無
く
、し
か

も
工
事
部
出
身
の
私
に
と
っ
て
は
営
業
活

動
の
経
験
も
な
く
、大
き
な
試
練
の
始
ま

り
で
し
た
。

日
本
体
育
施
設（
株
）創
設
時
に

北
海
道
営
業
所
共
々
移
籍
す
る

当
時
の
北
海
道
は
、北
方
領
土
を
守

る
為
に
、国
か
ら
の
予
算
配
分
も
潤
沢
で

あ
り
、農
地
や
道
路
整
備
を
含
め
建
設
ブ

ー
ム
に
沸
い
て
お
り
、土
建
屋
さ
ん
の
仕
事

が
充
分
あ
っ
た
時
代
で
、来
る
べ
き
国
体
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
は
手
が
回
ら
ず
、私
共
が

札
幌
市
を
始
め
と
し
て
全
道
く
ま
な
く

営
業
致
し
ま
す
と
、ち
ょ
う
ど
良
い
と
き

に
来
て
く
れ
た
、と
歓
迎
さ
れ
る
場
面
も

生
ま
れ
始
め
、新
生
企
業
で
し
た
が
、わ

ず
か
の
希
望
が
湧
い
て
き
た
も
の
で
す
。

信
用
を
得
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
？

取
り
組
ん
だ
の
は
、客
に
提
出
す
る
見

積
も
り
は
、当
時
は
雑
な
も
の
で
し
た
。そ

こ
で
建
設
省
の
鋪
装
歩
掛
を
数
ヶ
月
か
け

て
徹
底
的
に
分
析
し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
鋪
装

の
標
準
歩
掛
り
と
仕
様
書
を
作
り
上

げ
、そ
れ
を
バ
イ
ブ
ル
に
し
て
全
道
各
地
、

共
通
の
歩
掛
り
に
よ
っ
て
見
積
書
を
作
成

致
し
ま
し
た
。こ
の
行
為
は
数
年
も
し
ま

す
と
各
地
方
自
治
体
に
認
知
さ
れ
、大

き
な
信
頼
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ
の
研
究

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大
切
な
技
術
で
あ
る
陸

上
の
走
路（
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
）の
研
究
は
本

社
が
中
心
に
や
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、大

学
時
代
に
か
じ
っ
た
芝
の
改
良
に
没
頭
致

し
ま
し
た
。折
し
も
、日
本
で
は
Ｊ
リ
ー
グ

が
創
設
さ
れ
、サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、

天
然
芝
が
ス
ポ
ー
ツ
に
耐
え
る
工
法
を
開

発
す
る
の
が
私
共
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と

考
え
、自
宅
の
小
さ
な
庭
で
い
ろ
い
ろ
実

験
し
、腐
葉
土
を
芝
床
に
す
る
従
来
工

法
か
ら
、踏
圧
に
よ
る
芝
の
枯
渇
を
食
い

止
め
る
た
め
に
、弱
酸
性
の
砂
を
芝
床
に

す
る
工
法
を
考
え
、北
海
道
国
体
の
主

会
場
で
あ
る
厚
別
公
園
の
陸
上
競
技
場

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。主
催
者
で
あ
る
サ

ッ
カ
ー
関
係
者
よ
り
、こ
こ
の
芝
生
は
、本

場
ヨ
ー
ロッパ
の
ピ
ッ
チ
に
何
ら
遜
色
な
く
、

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。今
は
こ
の
工
法
は
サ
ン

ド
ピ
ッ
チ
と
称
し
、当
た
り
前
の
工
法
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
厚
別
公
園
の
競
技
場
で
採
用
さ

れ
た
も
の
の
中
で
、当
社
が
力
を
注
い
だ

三
井
化
学
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
用
の
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
舗
装
材（
レ
オ

タ
ン
）が
あ
り
、北
海
道
国
体
の
折
に
好
記

録
が
達
成
さ
れ
、後
の
世
界
陸
上
東
京

大
会
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
北
海
道
も
二

十
五
年
の
年
月
が
経
ち
、三
十
五
名
の

社
員
と
約
三
十
億
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

東
武
グ
ル
ー
プ
と
の
ゴ
ル
フ
場
開
発

北
海
道
時
代
、私
に
も
う一つ
の
大
き
な

経
験
が
あ
り
ま
す
。

札
幌
近
郊
の
由
仁
町
・
大
山
町
長（
当

時
）よ
り
、ゴルフ
場
開
発
の
協
力
依
頼
が

あ
り
、千
葉
大
同
期
生
の
東
武
緑
地
の

平
野
社
長
の
承
諾
を
得
て
、ユニ
東
武
ゴル

フ
ク
ラ
ブ
の
建
設
に
携
わ
り
ま
し
た
。こ
の

開
発
は
、地
元
の
み
な
ら
ず
、北
海
道
に

東
武
グ
ル
ー
プ
が
進
出
す
る
と
い
う
、北

海
道
経
済
界
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

現
在
、「
絆
」の
会
に
も
参
加
さ
れ
て
い

る
青
木
副
社
長
と
共
に
、北
海
道
経
済

人（
北
電
、道
Ｊ
Ｒ
、道
新
、北
海
道
放

送
、拓
銀
等
々
）を
理
事
に
迎
え
、地
権

者
と
の
用
地
買
収
、開
発
行
為
の
申
請

等
の
数
々
の
諸
問
題
を
解
決
し
て
、平
成

五
年
に
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

特
に
地
権
者
の
方
々
の
交
渉
に
は
、充

分
に
地
元
に
配
慮
致
し
ま
し
た
。当
時
、

北
海
道
で
は
、田
よ
り
畑
の
方
が
高
価
で

し
た
が
、私
は
先
達
の
人
々
が
田
圃
を
造
っ

て
き
た
苦
労
を
尊
重
し
、一に
田
、二
に
畑
、

三
に
雑
種
地
と
区
分
し
、自
宅
は
新
築

と
古
家
の
区
別
な
し
に
建
坪
当
た
り
の

単
価
を
同
じ
く
し
、又
、離
農
さ
れ
る

人
々
の
ゴル
フ
場
で
の
雇
用
を
約
束
し
た

こ
と
が
功
を
奏
し
、無
事
に
用
地
確
保
出

来
た
事
が
今
で
も
成
功
の一つ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
も
、前
述
し
た
小
寺
先
生
の「
地

元
の
為
に
」「
地
元
の
人
達
の
為
に
」と
の

教
え
が
私
を
し
て
、そ
う
さ
せ
た
も
の
と
、

今
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
ら
し
い
雄
大
で
、少
し
レベル
の

高
い
ゴル
フ
場
で
あ
り
、近
所
に「
ユ
ン
ニ
の

湯
」の
温
泉
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
ご
利
用
頂
き
た
い
。

社
長
就
任

平
成
八
年
に
入
り
、弊
社
の
創
業
者
・

奥
啓
一
社
長
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
な

り
、後
継
者
に
推
さ
れ
、日
本
体
育
施
設

（
株
）の
二
代
目
代
表
取
締
役
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

北
海
道
に
渡
っ
て
二
十
五
年
の
長
く
本

社
を
離
れ
て
お
り
、会
社
の
指
揮
を
執
る

に
は
も
ち
ろ
ん
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

先
代
の
思
い
入
れ
も
強
く
、社
長
を
引
き

受
け
ま
し
た
。

交
代
し
て
一ヶ
月
後
、先
代
が
急
逝
さ

れ
、そ
の
葬
儀
を
都
営
の
青
山
斎
場
で
執

り
行
い
ま
し
た
。人
徳
の
あ
っ
た
先
代
の

葬
儀
は
、政
界
を
始
め
、国
交
省
を
含
め

た
関
係
諸
団
体
や
業
界
の
大
勢
の
方
々

が
弔
問
に
お
出
で
頂
き
、先
代
は
身
を
捧

げ
て
、こ
の
機
会
に
私
を
皆
様
に
お
披
露

目
し
て
く
れ
た
も
の
と
肝
に
銘
じ
て
お
り

ま
す
。

札
幌
に
は
就
職
し
た
ば
か
り
の
長
女
と

高
校
生
の
長
男
を
残
し
て
、女
房
と
私
は

上
京
し
、社
長
業
に
専
念
致
し
ま
し
た
。

私
共
は
、「
世
界
に
通
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
建
設
に
邁
進
し
、強
い
て
は
国
民

の
健
全
な
社
会
生
活
に
貢
献
し
よ
う
」

を
社
是
と
し
、

そ
の
為
に
は

一
、 

技
術
改
革
に
つ
と
め

二
、 

原
価
低
減
を
徹
底
し
、

 

利
益
を
追
求
し
、税
金
を
納
め
、

 

健
全
な
企
業
に
す
る
の
を

 

目
的
と
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、社
員
の
意
識
改
革
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
、先
ず
は
自
ら
仕
事
と

技
術
改
革
に一
心
不
乱
に
取
り
組
み
、社

員
の
意
識
改
革
に
務
め
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
の
日
韓
共
催
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
で
の
十
会
場

の
内
、国
立
競
技
場
、横
浜
の
国
際
陸
上

競
技
場
、宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
、埼
玉
ス
タ
ジ

ア
ム
、静
岡
ス
タ
ジ
ア
ム
の
五
会
場
の
受
注

を
受
け
、大
会
成
功
の一
翼
を
担
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

こ
の
事
は
、弊
社
の
陸
上
走
路
に
使
用

さ
れ
る
、三
井
化
学
と
共
同
で
開
発
し
た

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
に
よ
る
ロ
ー
ラ
ー
エ
ン
ボ
ス
工

法
と
、前
述
致
し
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ

の
工
法
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
自
負
致

し
て
お
り
ま
す
。

業
界
活
動

先
代
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
五
十
七

年
に
建
設
省
公
園
緑
地
課
の
管
轄
で
、

同
業
者
に
よ
る
全
国
組
織
を
統
一
し
て
、

日
本
運
動
施
設
建
設
業
協
会
を
設
立

致
し
ま
し
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
技
術

の
向
上
と
会
員
各
企
業
の
レベルア
ッ
プ
を

狙
い
、社
会
的
な
地
位
の
向
上
に
つ
な
げ

よ
う
と
協
会
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。社

団
法
人
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
参
り

ま
し
た
が
、政
界
が
め
ま
ぐ
る
し
く
交
替

致
し
ま
し
て
、法
人
化
の
願
い
が
叶
う
こ

と
な
く
時
が
過
ぎ
て
お
り
ま
し
た
。平
成

十
八
年
に
四
代
目
の
代
表
理
事
に
選
出

さ
れ
、協
会
の
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
時
、国
交
省
公
園
緑
地
課
に
は
千
葉

大
園
芸
学
部
卒
の
小
川
氏
が
課
長
に
就

任
さ
れ
て
お
り
、そ
の
御
指
導
の
元
で
、先

ず
中
間
法
人
の
登
録
を
し
、平
成
二
十

年
十
二
月
に一
般
社
団
法
人
に
移
行
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
国
の
方
針
の
変
更
に
よ
っ

て
実
現
で
き
た
事
で
あ
り
、運
が
良
かっ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
以
上
、協
会

活
動
と
会
員
の
親
睦
だ
け
で
は
世
間
に

認
め
ら
れ
ま
い
と
、実
務
経
験
十
年
以
上

の
厳
し
い
条
件
の
下
、「
運
動
施
設
施
工

技
士
」の
協
会
資
格
を
設
立
し
、試
験
を

実
施
し
、現
在
三
百
名
の
施
工
技
士
が

誕
生
し
、全
国
各
地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事

の
高
度
な
技
術
の
均
一
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
三
月
に
は
国
交

省
よ
り
、「
登
録
運
動
施
設
基
幹
技
能

者
制
度
」の
認
定
を
受
け
、翌
年
よ
り
、

講
習
・
試
験
を
実
施
し
、現
在
約
百
名
の

登
録
基
幹
技
能
士
が
誕
生
し
、全
国
各

地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
専
門
職
集
団
と

し
て
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
グ
ラ
ン
ド
施
工
の
バ
イ
ブ
ル
と

も
な
る
運
動
施
設
施
工
資
料
の
編
集
に

も
取
り
組
み
、会
員
の
資
質
の
向
上
と
企

業
の
地
位
の
向
上
に
貢
献
出
来
る
よ
う

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

大
臣
表
彰

平
成
二
十
四
年
の
五
月
に
代
表
理
事

を
退
任
致
し
ま
し
た
が
、思
い
が
け
ず
、二

十
六
年
の
七
月
に
業
界
初
の「
建
設
事

業
関
係
功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表

彰
」の
栄
に
浴
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

先
代
の
念
願
で
あ
っ
た
協
会
の
社
団
化

を
実
現
し
、大
臣
表
彰
を
得
た
事
は
、先

代
の
遺
志
に
応
え
ら
れ
、些
か
の
恩
返
し

が
出
来
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
真
を
追
求
し
、一
心
不
乱
に
努
力
し
、

何
事
に
も
創
意
工
夫
を
す
れ
ば
」を
信
条

と
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
数
多
く
の

先
輩
諸
兄
な
ら
び
に
多
く
の
社
員
に
恵

ま
れ
た
こ
と
に
、感
謝
す
る
こ
の
頃
で
す
。

15 千葉大学校友会報 No.8 14千葉大学校友会報 No.8



卒業生便り 卒業生便り

都学連での女子チーム大木賢三先生の礼射本人の矢渡し

千
葉
大
経
済
人
ク
ラ
ブ

「
絆
」よ
り
感
謝
状

去
る
六
月
十
日「
絆
」の
総
会
の
席

上
、弊
社
が
手
掛
け
た
千
葉
大
本
部
の

サ
ッ
カ
ー
・ラ
グ
ビ
ー
場
の
建
設
に
対
し
、

「
絆
」の
会
・
川
嶋
会
長
よ
り
感
謝
状
の

贈
呈
が
あ
り
、思
い
が
け
ず
の
ご
配
慮
に

感
謝
す
る
と
共
に
、友
情
と「
粋
な
計
ら

い
」を
感
じ
、嬉
し
く
、拝
受
致
し
ま
し

た
。文

部
科
学
省
の
入
札
は
最
低
価
格
の

設
定
が
な
く
、安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
の
仕

事
が
予
想
さ
れ
、我
が
母
校
の
最
初
の
全

天
候
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、い
か
が
わ
し
い
業
者

の
参
入
を
許
す
ま
じ
と
、赤
字
覚
悟
で
札

を
入
れ
、受
注
し
、最
先
端
の
プ
ロ
仕
様
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
人
工
芝
を
敷

設
し
、ク
ー
リ
ン
グ
効
果
の
あ
る
工
法
を

採
用
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。前
・
斉
藤

学
長
と
ジ
ェ
フ
千
葉
の
社
長
出
席
の
も

と
、オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。西
千
葉
に
新
し
い
風
が
吹
い
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、学
生
の
み
な
ら
ず
、卒

業
生
の
皆
様
に
も
大
い
に
お
使
い
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
津
生
ま
れ

昭
和
十
七
年
に
、会
津
地
方
の
ラ
ー
メ

ン
や
蔵
の
町
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
喜
多

方
に
生
ま
れ
、武
士
の
家
柄
で
は
な
い
の

で
す
が
、会
津
出
で
あ
る
事
に
誇
り
を
感

じ
、「
な
ら
ぬ
も
の
は
な
ら
ぬ
」と
い
う
気

風
が
自
然
に
備
わ
っ
た
気
が
致
し
ま
す
。

二
人
の
恩
師

昭
和
三
十
七
年
四
月
、千
葉
大
園
芸

学
部
造
園
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
が
、古

び
た
木
造
の
校
舎
に
は
な
ぜ
か
が
っ
か
り

し
た
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。同
じ
木
造

で
も
県
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
福
島
県
立

安
積
高
校（
出
身
校
）と
の
風
格
の
違
い

が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

造
園
に
興
味
を
持
っ
て
入
学
し
た
の
で

す
が
、い
つ
し
か「
弓
道
部
学
科
」の
学
生

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

大
木
賢
三
・
弓
道
八
段
教
士
が
私
共

千
葉
大
の
師
範
と
し
て
、部
の
創
設
以

来
の
指
導
者
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
化
さ
れ
た

高
校
・
大
学
の
弓
道
に
対
し
、礼
と
作
法

を
重
ん
ず
る
弓
道
に
徹
さ
れ
、「
真（
ま
こ

と
）」の
追
求
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。的
に

当
て
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、呼
吸
を
整

え
、心
を
静
め
、無
に
徹
す
れ
ば
、自
ず
と

雄
大
で
優
雅
な
フ
ォ
ー
ム
が
保
た
れ
、発
さ

れ
た
矢
は
的
に
当
た
る
も
の
な
の
だ
、と

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

二
年
次
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
推
さ
れ
、先

輩
方
の
築
か
れ
た
伝
統
を
守
る
べ
く
、毎

日
練
習
を
欠
か
さ
ず
、時
に
は
徹
夜
を
し

て
弓
を
引
く
、い
わ
ゆ
る
徹
弓
を
し
た
り

し
て
、技
術
を
磨
き
、弓
友
共
々
精
進
を

重
ね
、全
国
大
会
に
も
連
続
出
場
出
来
、

務
め
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、語
ら
い
を
通
じ
て

多
く
の
友
人
が
出
来
た
事
が
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

都
学
連
の
弓
道
大
会
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

チ
ー
ム
の
他
に
大
会
初
の
女
子
六
名
に
よ

る
チ
ー
ム
を
出
場
さ
せ
た
と
こ
ろ
、男
子
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
が
敗
退
す
る
の
を
尻
目

に一
、二
回
戦
と
勝
ち
進
み
、観
客
の
注
目

を
集
め
、優
勝
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
女
子

選
手
が
受
け
て
お
り
ま
し
た
。翌
年
度
よ

り
都
学
連
大
会
に
女
子
部
が
誕
生
し
た

の
は
、我
な
が
ら
し
て
や
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
年
に
、大
木
先
生
が
日
本
弓
道
連

盟
で
最
高
称
号
で
あ
る「
範
士
」に
昇
格

さ
れ
、そ
の
祝
賀
会
を
千
葉
大
弓
道
部

主
催
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、部
員
総

出
で
準
備
に
奔
走
し
、医
学
部
弓
道
場

に
て
式
典
を
、市
内
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
折
、大
木
師
範
の
教

育
者
と
し
て
の
功
績
を
紹
介
し
て
頂
き

た
く
て
、当
時
の
千
葉
大
・
谷
川
学
長
に

祝
辞
を
依
頼
し
に
幹
部
共
々
お
願
い
に
参

上
し
、快
諾
を
頂
き
、更
に
は
日
本
弓
道

連
盟
の
主
だ
っ
た
方
々
を
主
賓
と
し
て
、

多
勢
の
来
賓
の
元
、盛
大
に
式
典
が
挙

行
さ
れ
た
事
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

但
し
、大
木
先
生
よ
り
こ
の
式
典
の
件

は「
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
各
社
に
連
絡
せ
よ
」と

の
申
し
出
で
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
連
絡

先
が
分
か
ら
ず
、準
備
の
多
忙
さ
に
つ
い

失
念
し
て
し
ま
い
、翌
日
の
ス
ポ
ー
ツ
記
事

に
は
な
ら
ず
、後
日
談
と
し
て
小
さ
く
扱

わ
れ
て
し
ま
っ
た
失
敗
談
は
大
失
態
で
あ

り
、仕
事
の
分
担
と
人
と
の
共
同
作
業
の

大
切
さ
と
己
の
限
界
を
知
る
べ
き
と
反

省
さ
せ
ら
れ
、未
だ
に
悔
や
ま
れ
て
お
り
ま

す
。学

部
で
は
小
寺
俊
吉
先
生
の
風
景
計

画
研
究
室
に
入
り
、地
域
開
発
の
勉
強
を

致
し
ま
し
た
。四
年
次
に
は
、研
究
室
に

長
野
県
木
曽
谷
の
観
光
開
発
の
調
査
が

依
頼
さ
れ
、小
寺
教
授
以
下
、石
井
助
手

（
当
時
）と
学
生
四
人
で
地
元
町
村
の
役

所
の
方
々
の
案
内
に
よ
り
、一
週
間
に
及
ぶ

現
地
調
査
に
入
り
、机
上
で
の
授
業
で
は

経
験
出
来
な
い
、貴
重
な
体
験
が
出
来
ま

し
た
。

古
く
は
天
領
で
あ
り
、そ
の
後
、営
林

署
が
管
轄
す
る
こ
の
地
は
、戦
時
中
も
荒

ら
さ
れ
る
事
な
く
、豊
か
な
自
然（
檜
や

杉
の
美
林
）が
数
多
く
残
り
、又
、歴
史

的
、文
学
的
な
遺
産
、名
所
が
無
傷
に
存

在
し
、ま
さ
に
観
光
資
源
の
宝
庫
で
し
た
。

小
寺
先
生
は
、こ
れ
か
ら
の
都
市
開
発

は
将
来
を
見
据
え
て
地
域
の
人
々
の
繁

栄
と
な
り
得
る
様
に
、中
央
資
本
に
よ
る

デ
ベロッパ
ー
に
頼
る
の
で
は
な
く
、国
の
補

助
を
得
な
が
ら
、地
域
の
経
済
力
と
地
域

の
人
々
が
時
間
を
か
け
て
開
発
す
べ
き
で

あ
る
と
力
説
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
の
観
光
地
・
木
曽
路
に
は
、そ
の

姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

去
る
九
月
二
十
七
日
、木
曽
路
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
霊
峰
御
嶽
山
が
水
蒸
気
爆
発

に
よ
る
突
然
の
噴
火
を
起
こ
し
、多
く
の

登
山
者
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

尊
い
魂
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

経
験
の
な
い
大
型
災
害
が
続
い
て
お
り

ま
す
。私
共
、一
人
一
人
も
身
の
廻
り
の
対

策
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

社
会
人
と
な
る

卒
業
時
に
、小
寺
教
授
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ

施
設
施
工
業
者
の
奥
ア
ン
ツ
ー
カ（
株
）を

紹
介
さ
れ
、昭
和
四
十
一
年
四
月
に
入
社

致
し
ま
し
た
。中
学
時
代
、陸
上
競
技
に

熱
中
し
、県
大
会
や
中
体
連
等
に
出
場

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、こ
れ
も
運
命
な
の

か
な
と
割
り
切
っ
て
お
り
ま
し
た
。当
時
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
工
事
に
は
大
手
ゼ
ネ

コン
は
見
向
き
も
さ
れ
な
い
時
代
で
し
た
の

で
、我
々
業
界
は
適
度
に
潤
っ
て
お
り
、学

校
出
た
て
の
新
米
で
し
た
が
、大
型
工
事

を
数
々
担
当
し
、一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
為
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。

当
時
、建
設
省
の
塩
島
大
公
園
緑
地

課
長（
後
に
代
議
士
と
な
る
）に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
含
め
た
運
動
公
園
は
国
民
の
健
康

づ
く
り
に
必
要
な
施
設
で
あ
り
、国
民
皆

に
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
、膨
れ
あ
が
る
医
療

費
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
し
た

い
と
の
方
針
を
伺
い
、グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に

も
国
策
あ
り
き
を
理
解
し
、生
涯
の
仕
事

に
し
よ
う
と
決
心
し
た
次
第
で
す
。

昭
和
四
十
六
年
に
、将
来
の
北
海
道
国

体
を
狙
っ
て
、札
幌
に
営
業
所
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
、所
長
と
し
て
転
勤
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
伴
っ
て
札
幌
へ
向

か
い
、そ
れ
こ
そ
北
海
道
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

造
り
の
開
拓
に
専
念
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

出
身
地
で
も
な
い
北
海
道
は
、友
人
、

知
人
、会
社
関
係
の
縁
者
も
無
く
、し
か

も
工
事
部
出
身
の
私
に
と
っ
て
は
営
業
活

動
の
経
験
も
な
く
、大
き
な
試
練
の
始
ま

り
で
し
た
。

日
本
体
育
施
設（
株
）創
設
時
に

北
海
道
営
業
所
共
々
移
籍
す
る

当
時
の
北
海
道
は
、北
方
領
土
を
守

る
為
に
、国
か
ら
の
予
算
配
分
も
潤
沢
で

あ
り
、農
地
や
道
路
整
備
を
含
め
建
設
ブ

ー
ム
に
沸
い
て
お
り
、土
建
屋
さ
ん
の
仕
事

が
充
分
あ
っ
た
時
代
で
、来
る
べ
き
国
体
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
は
手
が
回
ら
ず
、私
共
が

札
幌
市
を
始
め
と
し
て
全
道
く
ま
な
く

営
業
致
し
ま
す
と
、ち
ょ
う
ど
良
い
と
き

に
来
て
く
れ
た
、と
歓
迎
さ
れ
る
場
面
も

生
ま
れ
始
め
、新
生
企
業
で
し
た
が
、わ

ず
か
の
希
望
が
湧
い
て
き
た
も
の
で
す
。

信
用
を
得
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
？

取
り
組
ん
だ
の
は
、客
に
提
出
す
る
見

積
も
り
は
、当
時
は
雑
な
も
の
で
し
た
。そ

こ
で
建
設
省
の
鋪
装
歩
掛
を
数
ヶ
月
か
け

て
徹
底
的
に
分
析
し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
鋪
装

の
標
準
歩
掛
り
と
仕
様
書
を
作
り
上

げ
、そ
れ
を
バ
イ
ブ
ル
に
し
て
全
道
各
地
、

共
通
の
歩
掛
り
に
よ
っ
て
見
積
書
を
作
成

致
し
ま
し
た
。こ
の
行
為
は
数
年
も
し
ま

す
と
各
地
方
自
治
体
に
認
知
さ
れ
、大

き
な
信
頼
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ
の
研
究

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大
切
な
技
術
で
あ
る
陸

上
の
走
路（
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
）の
研
究
は
本

社
が
中
心
に
や
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、大

学
時
代
に
か
じ
っ
た
芝
の
改
良
に
没
頭
致

し
ま
し
た
。折
し
も
、日
本
で
は
Ｊ
リ
ー
グ

が
創
設
さ
れ
、サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、

天
然
芝
が
ス
ポ
ー
ツ
に
耐
え
る
工
法
を
開

発
す
る
の
が
私
共
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と

考
え
、自
宅
の
小
さ
な
庭
で
い
ろ
い
ろ
実

験
し
、腐
葉
土
を
芝
床
に
す
る
従
来
工

法
か
ら
、踏
圧
に
よ
る
芝
の
枯
渇
を
食
い

止
め
る
た
め
に
、弱
酸
性
の
砂
を
芝
床
に

す
る
工
法
を
考
え
、北
海
道
国
体
の
主

会
場
で
あ
る
厚
別
公
園
の
陸
上
競
技
場

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。主
催
者
で
あ
る
サ

ッ
カ
ー
関
係
者
よ
り
、こ
こ
の
芝
生
は
、本

場
ヨ
ー
ロッパ
の
ピ
ッ
チ
に
何
ら
遜
色
な
く
、

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。今
は
こ
の
工
法
は
サ
ン

ド
ピ
ッ
チ
と
称
し
、当
た
り
前
の
工
法
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
厚
別
公
園
の
競
技
場
で
採
用
さ

れ
た
も
の
の
中
で
、当
社
が
力
を
注
い
だ

三
井
化
学
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
用
の
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
舗
装
材（
レ
オ

タ
ン
）が
あ
り
、北
海
道
国
体
の
折
に
好
記

録
が
達
成
さ
れ
、後
の
世
界
陸
上
東
京

大
会
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
北
海
道
も
二

十
五
年
の
年
月
が
経
ち
、三
十
五
名
の

社
員
と
約
三
十
億
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

東
武
グ
ル
ー
プ
と
の
ゴ
ル
フ
場
開
発

北
海
道
時
代
、私
に
も
う一つ
の
大
き
な

経
験
が
あ
り
ま
す
。

札
幌
近
郊
の
由
仁
町
・
大
山
町
長（
当

時
）よ
り
、ゴルフ
場
開
発
の
協
力
依
頼
が

あ
り
、千
葉
大
同
期
生
の
東
武
緑
地
の

平
野
社
長
の
承
諾
を
得
て
、ユニ
東
武
ゴル

フ
ク
ラ
ブ
の
建
設
に
携
わ
り
ま
し
た
。こ
の

開
発
は
、地
元
の
み
な
ら
ず
、北
海
道
に

東
武
グ
ル
ー
プ
が
進
出
す
る
と
い
う
、北

海
道
経
済
界
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

現
在
、「
絆
」の
会
に
も
参
加
さ
れ
て
い

る
青
木
副
社
長
と
共
に
、北
海
道
経
済

人（
北
電
、道
Ｊ
Ｒ
、道
新
、北
海
道
放

送
、拓
銀
等
々
）を
理
事
に
迎
え
、地
権

者
と
の
用
地
買
収
、開
発
行
為
の
申
請

等
の
数
々
の
諸
問
題
を
解
決
し
て
、平
成

五
年
に
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

特
に
地
権
者
の
方
々
の
交
渉
に
は
、充

分
に
地
元
に
配
慮
致
し
ま
し
た
。当
時
、

北
海
道
で
は
、田
よ
り
畑
の
方
が
高
価
で

し
た
が
、私
は
先
達
の
人
々
が
田
圃
を
造
っ

て
き
た
苦
労
を
尊
重
し
、一に
田
、二
に
畑
、

三
に
雑
種
地
と
区
分
し
、自
宅
は
新
築

と
古
家
の
区
別
な
し
に
建
坪
当
た
り
の

単
価
を
同
じ
く
し
、又
、離
農
さ
れ
る

人
々
の
ゴル
フ
場
で
の
雇
用
を
約
束
し
た

こ
と
が
功
を
奏
し
、無
事
に
用
地
確
保
出

来
た
事
が
今
で
も
成
功
の一つ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
も
、前
述
し
た
小
寺
先
生
の「
地

元
の
為
に
」「
地
元
の
人
達
の
為
に
」と
の

教
え
が
私
を
し
て
、そ
う
さ
せ
た
も
の
と
、

今
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
ら
し
い
雄
大
で
、少
し
レベル
の

高
い
ゴル
フ
場
で
あ
り
、近
所
に「
ユ
ン
ニ
の

湯
」の
温
泉
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
ご
利
用
頂
き
た
い
。

社
長
就
任

平
成
八
年
に
入
り
、弊
社
の
創
業
者
・

奥
啓
一
社
長
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
な

り
、後
継
者
に
推
さ
れ
、日
本
体
育
施
設

（
株
）の
二
代
目
代
表
取
締
役
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

北
海
道
に
渡
っ
て
二
十
五
年
の
長
く
本

社
を
離
れ
て
お
り
、会
社
の
指
揮
を
執
る

に
は
も
ち
ろ
ん
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

先
代
の
思
い
入
れ
も
強
く
、社
長
を
引
き

受
け
ま
し
た
。

交
代
し
て
一ヶ
月
後
、先
代
が
急
逝
さ

れ
、そ
の
葬
儀
を
都
営
の
青
山
斎
場
で
執

り
行
い
ま
し
た
。人
徳
の
あ
っ
た
先
代
の

葬
儀
は
、政
界
を
始
め
、国
交
省
を
含
め

た
関
係
諸
団
体
や
業
界
の
大
勢
の
方
々

が
弔
問
に
お
出
で
頂
き
、先
代
は
身
を
捧

げ
て
、こ
の
機
会
に
私
を
皆
様
に
お
披
露

目
し
て
く
れ
た
も
の
と
肝
に
銘
じ
て
お
り

ま
す
。

札
幌
に
は
就
職
し
た
ば
か
り
の
長
女
と

高
校
生
の
長
男
を
残
し
て
、女
房
と
私
は

上
京
し
、社
長
業
に
専
念
致
し
ま
し
た
。

私
共
は
、「
世
界
に
通
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
建
設
に
邁
進
し
、強
い
て
は
国
民

の
健
全
な
社
会
生
活
に
貢
献
し
よ
う
」

を
社
是
と
し
、

そ
の
為
に
は

一
、 

技
術
改
革
に
つ
と
め

二
、 

原
価
低
減
を
徹
底
し
、

 

利
益
を
追
求
し
、税
金
を
納
め
、

 

健
全
な
企
業
に
す
る
の
を

 

目
的
と
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、社
員
の
意
識
改
革
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
、先
ず
は
自
ら
仕
事
と

技
術
改
革
に一
心
不
乱
に
取
り
組
み
、社

員
の
意
識
改
革
に
務
め
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
の
日
韓
共
催
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
で
の
十
会
場

の
内
、国
立
競
技
場
、横
浜
の
国
際
陸
上

競
技
場
、宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
、埼
玉
ス
タ
ジ

ア
ム
、静
岡
ス
タ
ジ
ア
ム
の
五
会
場
の
受
注

を
受
け
、大
会
成
功
の一
翼
を
担
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

こ
の
事
は
、弊
社
の
陸
上
走
路
に
使
用

さ
れ
る
、三
井
化
学
と
共
同
で
開
発
し
た

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
に
よ
る
ロ
ー
ラ
ー
エ
ン
ボ
ス
工

法
と
、前
述
致
し
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ

の
工
法
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
自
負
致

し
て
お
り
ま
す
。

業
界
活
動

先
代
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
五
十
七

年
に
建
設
省
公
園
緑
地
課
の
管
轄
で
、

同
業
者
に
よ
る
全
国
組
織
を
統
一
し
て
、

日
本
運
動
施
設
建
設
業
協
会
を
設
立

致
し
ま
し
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
技
術

の
向
上
と
会
員
各
企
業
の
レベルア
ッ
プ
を

狙
い
、社
会
的
な
地
位
の
向
上
に
つ
な
げ

よ
う
と
協
会
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。社

団
法
人
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
参
り

ま
し
た
が
、政
界
が
め
ま
ぐ
る
し
く
交
替

致
し
ま
し
て
、法
人
化
の
願
い
が
叶
う
こ

と
な
く
時
が
過
ぎ
て
お
り
ま
し
た
。平
成

十
八
年
に
四
代
目
の
代
表
理
事
に
選
出

さ
れ
、協
会
の
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
時
、国
交
省
公
園
緑
地
課
に
は
千
葉

大
園
芸
学
部
卒
の
小
川
氏
が
課
長
に
就

任
さ
れ
て
お
り
、そ
の
御
指
導
の
元
で
、先

ず
中
間
法
人
の
登
録
を
し
、平
成
二
十

年
十
二
月
に一
般
社
団
法
人
に
移
行
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
国
の
方
針
の
変
更
に
よ
っ

て
実
現
で
き
た
事
で
あ
り
、運
が
良
かっ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
以
上
、協
会

活
動
と
会
員
の
親
睦
だ
け
で
は
世
間
に

認
め
ら
れ
ま
い
と
、実
務
経
験
十
年
以
上

の
厳
し
い
条
件
の
下
、「
運
動
施
設
施
工

技
士
」の
協
会
資
格
を
設
立
し
、試
験
を

実
施
し
、現
在
三
百
名
の
施
工
技
士
が

誕
生
し
、全
国
各
地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事

の
高
度
な
技
術
の
均
一
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
三
月
に
は
国
交

省
よ
り
、「
登
録
運
動
施
設
基
幹
技
能

者
制
度
」の
認
定
を
受
け
、翌
年
よ
り
、

講
習
・
試
験
を
実
施
し
、現
在
約
百
名
の

登
録
基
幹
技
能
士
が
誕
生
し
、全
国
各

地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
専
門
職
集
団
と

し
て
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
グ
ラ
ン
ド
施
工
の
バ
イ
ブ
ル
と

も
な
る
運
動
施
設
施
工
資
料
の
編
集
に

も
取
り
組
み
、会
員
の
資
質
の
向
上
と
企

業
の
地
位
の
向
上
に
貢
献
出
来
る
よ
う

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

大
臣
表
彰

平
成
二
十
四
年
の
五
月
に
代
表
理
事

を
退
任
致
し
ま
し
た
が
、思
い
が
け
ず
、二

十
六
年
の
七
月
に
業
界
初
の「
建
設
事

業
関
係
功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表

彰
」の
栄
に
浴
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

先
代
の
念
願
で
あ
っ
た
協
会
の
社
団
化

を
実
現
し
、大
臣
表
彰
を
得
た
事
は
、先

代
の
遺
志
に
応
え
ら
れ
、些
か
の
恩
返
し

が
出
来
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
真
を
追
求
し
、一
心
不
乱
に
努
力
し
、

何
事
に
も
創
意
工
夫
を
す
れ
ば
」を
信
条

と
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
数
多
く
の

先
輩
諸
兄
な
ら
び
に
多
く
の
社
員
に
恵

ま
れ
た
こ
と
に
、感
謝
す
る
こ
の
頃
で
す
。
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 坂内 善次郎氏 プロフィール

日本体育施設株式会社 取締役会長

出身地 福島県喜多方市

生年月日 昭和１７年４月１８日

日本体育施設株式会社 取締役会長

〒164-0003 東京都中野区東中野３－２０－１０

■職歴

昭和41年  4月 奥アンツーカ株式会社 入社

昭和48年  1月 日本体育施設株式会社設立のため移籍

 札幌営業所長

昭和59年  5月 同社 取締役札幌支店長

平成  3年  4月 同社 常務取締役札幌支店長

平成  8年10月 同社 代表取締役社長

平成17年12月 同社 代表取締役会長

平成24年12月 同社 取締役会長 就任

現在に至る

■団体歴

日本運動施設建設業協会 理事・北海道支部長

 （昭和５４年～平成８年１２月）

日本運動施設建設業協会 全国理事

日本運動施設建設業協会 全国理事・副会長

 （平成１６年１１月～平成１７年度）

有限責任中間法人日本運動施設建設業協会 代表理事

 （平成１８年度～平成２０年１２月

一般社団法人日本運動施設建設業協会 代表理事

 （平成２０年１２月～平成２４年５月）

（社）経済同友会 正会員

（社）日本造園学会 正会員

その他 喜多方市「喜多方市ふるさと大使」 Ｈ１８．１０～

■表彰歴

平成18年  5月 社団法人北海道造園緑化建設業協会 感謝状

平成20年10月 国土交通大臣 都市緑化功労者表彰

平成26年  7月 建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰

卒業生便り 卒業生便り

宮城スタジアム（ひとめぼれスタジアム）

千
葉
大
経
済
人
ク
ラ
ブ

「
絆
」よ
り
感
謝
状

去
る
六
月
十
日「
絆
」の
総
会
の
席

上
、弊
社
が
手
掛
け
た
千
葉
大
本
部
の

サ
ッ
カ
ー
・ラ
グ
ビ
ー
場
の
建
設
に
対
し
、

「
絆
」の
会
・
川
嶋
会
長
よ
り
感
謝
状
の

贈
呈
が
あ
り
、思
い
が
け
ず
の
ご
配
慮
に

感
謝
す
る
と
共
に
、友
情
と「
粋
な
計
ら

い
」を
感
じ
、嬉
し
く
、拝
受
致
し
ま
し

た
。文

部
科
学
省
の
入
札
は
最
低
価
格
の

設
定
が
な
く
、安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
の
仕

事
が
予
想
さ
れ
、我
が
母
校
の
最
初
の
全

天
候
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、い
か
が
わ
し
い
業
者

の
参
入
を
許
す
ま
じ
と
、赤
字
覚
悟
で
札

を
入
れ
、受
注
し
、最
先
端
の
プ
ロ
仕
様
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
人
工
芝
を
敷

設
し
、ク
ー
リ
ン
グ
効
果
の
あ
る
工
法
を

採
用
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。前
・
斉
藤

学
長
と
ジ
ェ
フ
千
葉
の
社
長
出
席
の
も

と
、オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。西
千
葉
に
新
し
い
風
が
吹
い
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、学
生
の
み
な
ら
ず
、卒

業
生
の
皆
様
に
も
大
い
に
お
使
い
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
津
生
ま
れ

昭
和
十
七
年
に
、会
津
地
方
の
ラ
ー
メ

ン
や
蔵
の
町
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
喜
多

方
に
生
ま
れ
、武
士
の
家
柄
で
は
な
い
の

で
す
が
、会
津
出
で
あ
る
事
に
誇
り
を
感

じ
、「
な
ら
ぬ
も
の
は
な
ら
ぬ
」と
い
う
気

風
が
自
然
に
備
わ
っ
た
気
が
致
し
ま
す
。

二
人
の
恩
師

昭
和
三
十
七
年
四
月
、千
葉
大
園
芸

学
部
造
園
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
が
、古

び
た
木
造
の
校
舎
に
は
な
ぜ
か
が
っ
か
り

し
た
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。同
じ
木
造

で
も
県
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
福
島
県
立

安
積
高
校（
出
身
校
）と
の
風
格
の
違
い

が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

造
園
に
興
味
を
持
っ
て
入
学
し
た
の
で

す
が
、い
つ
し
か「
弓
道
部
学
科
」の
学
生

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

大
木
賢
三
・
弓
道
八
段
教
士
が
私
共

千
葉
大
の
師
範
と
し
て
、部
の
創
設
以

来
の
指
導
者
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
化
さ
れ
た

高
校
・
大
学
の
弓
道
に
対
し
、礼
と
作
法

を
重
ん
ず
る
弓
道
に
徹
さ
れ
、「
真（
ま
こ

と
）」の
追
求
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。的
に

当
て
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、呼
吸
を
整

え
、心
を
静
め
、無
に
徹
す
れ
ば
、自
ず
と

雄
大
で
優
雅
な
フ
ォ
ー
ム
が
保
た
れ
、発
さ

れ
た
矢
は
的
に
当
た
る
も
の
な
の
だ
、と

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

二
年
次
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
推
さ
れ
、先

輩
方
の
築
か
れ
た
伝
統
を
守
る
べ
く
、毎

日
練
習
を
欠
か
さ
ず
、時
に
は
徹
夜
を
し

て
弓
を
引
く
、い
わ
ゆ
る
徹
弓
を
し
た
り

し
て
、技
術
を
磨
き
、弓
友
共
々
精
進
を

重
ね
、全
国
大
会
に
も
連
続
出
場
出
来
、

務
め
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、語
ら
い
を
通
じ
て

多
く
の
友
人
が
出
来
た
事
が
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

都
学
連
の
弓
道
大
会
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

チ
ー
ム
の
他
に
大
会
初
の
女
子
六
名
に
よ

る
チ
ー
ム
を
出
場
さ
せ
た
と
こ
ろ
、男
子
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
が
敗
退
す
る
の
を
尻
目

に一
、二
回
戦
と
勝
ち
進
み
、観
客
の
注
目

を
集
め
、優
勝
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
女
子

選
手
が
受
け
て
お
り
ま
し
た
。翌
年
度
よ

り
都
学
連
大
会
に
女
子
部
が
誕
生
し
た

の
は
、我
な
が
ら
し
て
や
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
年
に
、大
木
先
生
が
日
本
弓
道
連

盟
で
最
高
称
号
で
あ
る「
範
士
」に
昇
格

さ
れ
、そ
の
祝
賀
会
を
千
葉
大
弓
道
部

主
催
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、部
員
総

出
で
準
備
に
奔
走
し
、医
学
部
弓
道
場

に
て
式
典
を
、市
内
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
折
、大
木
師
範
の
教

育
者
と
し
て
の
功
績
を
紹
介
し
て
頂
き

た
く
て
、当
時
の
千
葉
大
・
谷
川
学
長
に

祝
辞
を
依
頼
し
に
幹
部
共
々
お
願
い
に
参

上
し
、快
諾
を
頂
き
、更
に
は
日
本
弓
道

連
盟
の
主
だ
っ
た
方
々
を
主
賓
と
し
て
、

多
勢
の
来
賓
の
元
、盛
大
に
式
典
が
挙

行
さ
れ
た
事
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

但
し
、大
木
先
生
よ
り
こ
の
式
典
の
件

は「
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
各
社
に
連
絡
せ
よ
」と

の
申
し
出
で
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
連
絡

先
が
分
か
ら
ず
、準
備
の
多
忙
さ
に
つ
い

失
念
し
て
し
ま
い
、翌
日
の
ス
ポ
ー
ツ
記
事

に
は
な
ら
ず
、後
日
談
と
し
て
小
さ
く
扱

わ
れ
て
し
ま
っ
た
失
敗
談
は
大
失
態
で
あ

り
、仕
事
の
分
担
と
人
と
の
共
同
作
業
の

大
切
さ
と
己
の
限
界
を
知
る
べ
き
と
反

省
さ
せ
ら
れ
、未
だ
に
悔
や
ま
れ
て
お
り
ま

す
。学

部
で
は
小
寺
俊
吉
先
生
の
風
景
計

画
研
究
室
に
入
り
、地
域
開
発
の
勉
強
を

致
し
ま
し
た
。四
年
次
に
は
、研
究
室
に

長
野
県
木
曽
谷
の
観
光
開
発
の
調
査
が

依
頼
さ
れ
、小
寺
教
授
以
下
、石
井
助
手

（
当
時
）と
学
生
四
人
で
地
元
町
村
の
役

所
の
方
々
の
案
内
に
よ
り
、一
週
間
に
及
ぶ

現
地
調
査
に
入
り
、机
上
で
の
授
業
で
は

経
験
出
来
な
い
、貴
重
な
体
験
が
出
来
ま

し
た
。

古
く
は
天
領
で
あ
り
、そ
の
後
、営
林

署
が
管
轄
す
る
こ
の
地
は
、戦
時
中
も
荒

ら
さ
れ
る
事
な
く
、豊
か
な
自
然（
檜
や

杉
の
美
林
）が
数
多
く
残
り
、又
、歴
史

的
、文
学
的
な
遺
産
、名
所
が
無
傷
に
存

在
し
、ま
さ
に
観
光
資
源
の
宝
庫
で
し
た
。

小
寺
先
生
は
、こ
れ
か
ら
の
都
市
開
発

は
将
来
を
見
据
え
て
地
域
の
人
々
の
繁

栄
と
な
り
得
る
様
に
、中
央
資
本
に
よ
る

デ
ベロッパ
ー
に
頼
る
の
で
は
な
く
、国
の
補

助
を
得
な
が
ら
、地
域
の
経
済
力
と
地
域

の
人
々
が
時
間
を
か
け
て
開
発
す
べ
き
で

あ
る
と
力
説
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
の
観
光
地
・
木
曽
路
に
は
、そ
の

姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

去
る
九
月
二
十
七
日
、木
曽
路
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
霊
峰
御
嶽
山
が
水
蒸
気
爆
発

に
よ
る
突
然
の
噴
火
を
起
こ
し
、多
く
の

登
山
者
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

尊
い
魂
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

経
験
の
な
い
大
型
災
害
が
続
い
て
お
り

ま
す
。私
共
、一
人
一
人
も
身
の
廻
り
の
対

策
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

社
会
人
と
な
る

卒
業
時
に
、小
寺
教
授
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ

施
設
施
工
業
者
の
奥
ア
ン
ツ
ー
カ（
株
）を

紹
介
さ
れ
、昭
和
四
十
一
年
四
月
に
入
社

致
し
ま
し
た
。中
学
時
代
、陸
上
競
技
に

熱
中
し
、県
大
会
や
中
体
連
等
に
出
場

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、こ
れ
も
運
命
な
の

か
な
と
割
り
切
っ
て
お
り
ま
し
た
。当
時
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
工
事
に
は
大
手
ゼ
ネ

コン
は
見
向
き
も
さ
れ
な
い
時
代
で
し
た
の

で
、我
々
業
界
は
適
度
に
潤
っ
て
お
り
、学

校
出
た
て
の
新
米
で
し
た
が
、大
型
工
事

を
数
々
担
当
し
、一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
為
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。

当
時
、建
設
省
の
塩
島
大
公
園
緑
地

課
長（
後
に
代
議
士
と
な
る
）に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
含
め
た
運
動
公
園
は
国
民
の
健
康

づ
く
り
に
必
要
な
施
設
で
あ
り
、国
民
皆

に
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
、膨
れ
あ
が
る
医
療

費
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
し
た

い
と
の
方
針
を
伺
い
、グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に

も
国
策
あ
り
き
を
理
解
し
、生
涯
の
仕
事

に
し
よ
う
と
決
心
し
た
次
第
で
す
。

昭
和
四
十
六
年
に
、将
来
の
北
海
道
国

体
を
狙
っ
て
、札
幌
に
営
業
所
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
、所
長
と
し
て
転
勤
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
伴
っ
て
札
幌
へ
向

か
い
、そ
れ
こ
そ
北
海
道
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

造
り
の
開
拓
に
専
念
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

出
身
地
で
も
な
い
北
海
道
は
、友
人
、

知
人
、会
社
関
係
の
縁
者
も
無
く
、し
か

も
工
事
部
出
身
の
私
に
と
っ
て
は
営
業
活

動
の
経
験
も
な
く
、大
き
な
試
練
の
始
ま

り
で
し
た
。

日
本
体
育
施
設（
株
）創
設
時
に

北
海
道
営
業
所
共
々
移
籍
す
る

当
時
の
北
海
道
は
、北
方
領
土
を
守

る
為
に
、国
か
ら
の
予
算
配
分
も
潤
沢
で

あ
り
、農
地
や
道
路
整
備
を
含
め
建
設
ブ

ー
ム
に
沸
い
て
お
り
、土
建
屋
さ
ん
の
仕
事

が
充
分
あ
っ
た
時
代
で
、来
る
べ
き
国
体
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
は
手
が
回
ら
ず
、私
共
が

札
幌
市
を
始
め
と
し
て
全
道
く
ま
な
く

営
業
致
し
ま
す
と
、ち
ょ
う
ど
良
い
と
き

に
来
て
く
れ
た
、と
歓
迎
さ
れ
る
場
面
も

生
ま
れ
始
め
、新
生
企
業
で
し
た
が
、わ

ず
か
の
希
望
が
湧
い
て
き
た
も
の
で
す
。

信
用
を
得
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
？

取
り
組
ん
だ
の
は
、客
に
提
出
す
る
見

積
も
り
は
、当
時
は
雑
な
も
の
で
し
た
。そ

こ
で
建
設
省
の
鋪
装
歩
掛
を
数
ヶ
月
か
け

て
徹
底
的
に
分
析
し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
鋪
装

の
標
準
歩
掛
り
と
仕
様
書
を
作
り
上

げ
、そ
れ
を
バ
イ
ブ
ル
に
し
て
全
道
各
地
、

共
通
の
歩
掛
り
に
よ
っ
て
見
積
書
を
作
成

致
し
ま
し
た
。こ
の
行
為
は
数
年
も
し
ま

す
と
各
地
方
自
治
体
に
認
知
さ
れ
、大

き
な
信
頼
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ
の
研
究

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大
切
な
技
術
で
あ
る
陸

上
の
走
路（
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
）の
研
究
は
本

社
が
中
心
に
や
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、大

学
時
代
に
か
じ
っ
た
芝
の
改
良
に
没
頭
致

し
ま
し
た
。折
し
も
、日
本
で
は
Ｊ
リ
ー
グ

が
創
設
さ
れ
、サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、

天
然
芝
が
ス
ポ
ー
ツ
に
耐
え
る
工
法
を
開

発
す
る
の
が
私
共
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と

考
え
、自
宅
の
小
さ
な
庭
で
い
ろ
い
ろ
実

験
し
、腐
葉
土
を
芝
床
に
す
る
従
来
工

法
か
ら
、踏
圧
に
よ
る
芝
の
枯
渇
を
食
い

止
め
る
た
め
に
、弱
酸
性
の
砂
を
芝
床
に

す
る
工
法
を
考
え
、北
海
道
国
体
の
主

会
場
で
あ
る
厚
別
公
園
の
陸
上
競
技
場

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。主
催
者
で
あ
る
サ

ッ
カ
ー
関
係
者
よ
り
、こ
こ
の
芝
生
は
、本

場
ヨ
ー
ロッパ
の
ピ
ッ
チ
に
何
ら
遜
色
な
く
、

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。今
は
こ
の
工
法
は
サ
ン

ド
ピ
ッ
チ
と
称
し
、当
た
り
前
の
工
法
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
厚
別
公
園
の
競
技
場
で
採
用
さ

れ
た
も
の
の
中
で
、当
社
が
力
を
注
い
だ

三
井
化
学
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
用
の
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
舗
装
材（
レ
オ

タ
ン
）が
あ
り
、北
海
道
国
体
の
折
に
好
記

録
が
達
成
さ
れ
、後
の
世
界
陸
上
東
京

大
会
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
北
海
道
も
二

十
五
年
の
年
月
が
経
ち
、三
十
五
名
の

社
員
と
約
三
十
億
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

東
武
グ
ル
ー
プ
と
の
ゴ
ル
フ
場
開
発

北
海
道
時
代
、私
に
も
う一つ
の
大
き
な

経
験
が
あ
り
ま
す
。

札
幌
近
郊
の
由
仁
町
・
大
山
町
長（
当

時
）よ
り
、ゴルフ
場
開
発
の
協
力
依
頼
が

あ
り
、千
葉
大
同
期
生
の
東
武
緑
地
の

平
野
社
長
の
承
諾
を
得
て
、ユニ
東
武
ゴル

フ
ク
ラ
ブ
の
建
設
に
携
わ
り
ま
し
た
。こ
の

開
発
は
、地
元
の
み
な
ら
ず
、北
海
道
に

東
武
グ
ル
ー
プ
が
進
出
す
る
と
い
う
、北

海
道
経
済
界
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

現
在
、「
絆
」の
会
に
も
参
加
さ
れ
て
い

る
青
木
副
社
長
と
共
に
、北
海
道
経
済

人（
北
電
、道
Ｊ
Ｒ
、道
新
、北
海
道
放

送
、拓
銀
等
々
）を
理
事
に
迎
え
、地
権

者
と
の
用
地
買
収
、開
発
行
為
の
申
請

等
の
数
々
の
諸
問
題
を
解
決
し
て
、平
成

五
年
に
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

特
に
地
権
者
の
方
々
の
交
渉
に
は
、充

分
に
地
元
に
配
慮
致
し
ま
し
た
。当
時
、

北
海
道
で
は
、田
よ
り
畑
の
方
が
高
価
で

し
た
が
、私
は
先
達
の
人
々
が
田
圃
を
造
っ

て
き
た
苦
労
を
尊
重
し
、一に
田
、二
に
畑
、

三
に
雑
種
地
と
区
分
し
、自
宅
は
新
築

と
古
家
の
区
別
な
し
に
建
坪
当
た
り
の

単
価
を
同
じ
く
し
、又
、離
農
さ
れ
る

人
々
の
ゴル
フ
場
で
の
雇
用
を
約
束
し
た

こ
と
が
功
を
奏
し
、無
事
に
用
地
確
保
出

来
た
事
が
今
で
も
成
功
の一つ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
も
、前
述
し
た
小
寺
先
生
の「
地

元
の
為
に
」「
地
元
の
人
達
の
為
に
」と
の

教
え
が
私
を
し
て
、そ
う
さ
せ
た
も
の
と
、

今
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
ら
し
い
雄
大
で
、少
し
レベル
の

高
い
ゴル
フ
場
で
あ
り
、近
所
に「
ユ
ン
ニ
の

湯
」の
温
泉
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
ご
利
用
頂
き
た
い
。

社
長
就
任

平
成
八
年
に
入
り
、弊
社
の
創
業
者
・

奥
啓
一
社
長
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
な

り
、後
継
者
に
推
さ
れ
、日
本
体
育
施
設

（
株
）の
二
代
目
代
表
取
締
役
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

北
海
道
に
渡
っ
て
二
十
五
年
の
長
く
本

社
を
離
れ
て
お
り
、会
社
の
指
揮
を
執
る

に
は
も
ち
ろ
ん
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

先
代
の
思
い
入
れ
も
強
く
、社
長
を
引
き

受
け
ま
し
た
。

交
代
し
て
一ヶ
月
後
、先
代
が
急
逝
さ

れ
、そ
の
葬
儀
を
都
営
の
青
山
斎
場
で
執

り
行
い
ま
し
た
。人
徳
の
あ
っ
た
先
代
の

葬
儀
は
、政
界
を
始
め
、国
交
省
を
含
め

た
関
係
諸
団
体
や
業
界
の
大
勢
の
方
々

が
弔
問
に
お
出
で
頂
き
、先
代
は
身
を
捧

げ
て
、こ
の
機
会
に
私
を
皆
様
に
お
披
露

目
し
て
く
れ
た
も
の
と
肝
に
銘
じ
て
お
り

ま
す
。

札
幌
に
は
就
職
し
た
ば
か
り
の
長
女
と

高
校
生
の
長
男
を
残
し
て
、女
房
と
私
は

上
京
し
、社
長
業
に
専
念
致
し
ま
し
た
。

私
共
は
、「
世
界
に
通
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
建
設
に
邁
進
し
、強
い
て
は
国
民

の
健
全
な
社
会
生
活
に
貢
献
し
よ
う
」

を
社
是
と
し
、

そ
の
為
に
は

一
、 

技
術
改
革
に
つ
と
め

二
、 

原
価
低
減
を
徹
底
し
、

 

利
益
を
追
求
し
、税
金
を
納
め
、

 

健
全
な
企
業
に
す
る
の
を

 

目
的
と
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、社
員
の
意
識
改
革
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
、先
ず
は
自
ら
仕
事
と

技
術
改
革
に一
心
不
乱
に
取
り
組
み
、社

員
の
意
識
改
革
に
務
め
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
の
日
韓
共
催
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
で
の
十
会
場

の
内
、国
立
競
技
場
、横
浜
の
国
際
陸
上

競
技
場
、宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
、埼
玉
ス
タ
ジ

ア
ム
、静
岡
ス
タ
ジ
ア
ム
の
五
会
場
の
受
注

を
受
け
、大
会
成
功
の一
翼
を
担
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

こ
の
事
は
、弊
社
の
陸
上
走
路
に
使
用

さ
れ
る
、三
井
化
学
と
共
同
で
開
発
し
た

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
に
よ
る
ロ
ー
ラ
ー
エ
ン
ボ
ス
工

法
と
、前
述
致
し
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ

の
工
法
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
自
負
致

し
て
お
り
ま
す
。

業
界
活
動

先
代
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
五
十
七

年
に
建
設
省
公
園
緑
地
課
の
管
轄
で
、

同
業
者
に
よ
る
全
国
組
織
を
統
一
し
て
、

日
本
運
動
施
設
建
設
業
協
会
を
設
立

致
し
ま
し
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
技
術

の
向
上
と
会
員
各
企
業
の
レベルア
ッ
プ
を

狙
い
、社
会
的
な
地
位
の
向
上
に
つ
な
げ

よ
う
と
協
会
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。社

団
法
人
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
参
り

ま
し
た
が
、政
界
が
め
ま
ぐ
る
し
く
交
替

致
し
ま
し
て
、法
人
化
の
願
い
が
叶
う
こ

と
な
く
時
が
過
ぎ
て
お
り
ま
し
た
。平
成

十
八
年
に
四
代
目
の
代
表
理
事
に
選
出

さ
れ
、協
会
の
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
時
、国
交
省
公
園
緑
地
課
に
は
千
葉

大
園
芸
学
部
卒
の
小
川
氏
が
課
長
に
就

任
さ
れ
て
お
り
、そ
の
御
指
導
の
元
で
、先

ず
中
間
法
人
の
登
録
を
し
、平
成
二
十

年
十
二
月
に一
般
社
団
法
人
に
移
行
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
国
の
方
針
の
変
更
に
よ
っ

て
実
現
で
き
た
事
で
あ
り
、運
が
良
かっ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
以
上
、協
会

活
動
と
会
員
の
親
睦
だ
け
で
は
世
間
に

認
め
ら
れ
ま
い
と
、実
務
経
験
十
年
以
上

の
厳
し
い
条
件
の
下
、「
運
動
施
設
施
工

技
士
」の
協
会
資
格
を
設
立
し
、試
験
を

実
施
し
、現
在
三
百
名
の
施
工
技
士
が

誕
生
し
、全
国
各
地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事

の
高
度
な
技
術
の
均
一
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
三
月
に
は
国
交

省
よ
り
、「
登
録
運
動
施
設
基
幹
技
能

者
制
度
」の
認
定
を
受
け
、翌
年
よ
り
、

講
習
・
試
験
を
実
施
し
、現
在
約
百
名
の

登
録
基
幹
技
能
士
が
誕
生
し
、全
国
各

地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
専
門
職
集
団
と

し
て
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
グ
ラ
ン
ド
施
工
の
バ
イ
ブ
ル
と

も
な
る
運
動
施
設
施
工
資
料
の
編
集
に

も
取
り
組
み
、会
員
の
資
質
の
向
上
と
企

業
の
地
位
の
向
上
に
貢
献
出
来
る
よ
う

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

大
臣
表
彰

平
成
二
十
四
年
の
五
月
に
代
表
理
事

を
退
任
致
し
ま
し
た
が
、思
い
が
け
ず
、二

十
六
年
の
七
月
に
業
界
初
の「
建
設
事

業
関
係
功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表

彰
」の
栄
に
浴
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

先
代
の
念
願
で
あ
っ
た
協
会
の
社
団
化

を
実
現
し
、大
臣
表
彰
を
得
た
事
は
、先

代
の
遺
志
に
応
え
ら
れ
、些
か
の
恩
返
し

が
出
来
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
真
を
追
求
し
、一
心
不
乱
に
努
力
し
、

何
事
に
も
創
意
工
夫
を
す
れ
ば
」を
信
条

と
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
数
多
く
の

先
輩
諸
兄
な
ら
び
に
多
く
の
社
員
に
恵

ま
れ
た
こ
と
に
、感
謝
す
る
こ
の
頃
で
す
。
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 坂内 善次郎氏 プロフィール

日本体育施設株式会社 取締役会長

出身地 福島県喜多方市

生年月日 昭和１７年４月１８日

日本体育施設株式会社 取締役会長

〒164-0003 東京都中野区東中野３－２０－１０

■職歴

昭和41年  4月 奥アンツーカ株式会社 入社

昭和48年  1月 日本体育施設株式会社設立のため移籍

 札幌営業所長

昭和59年  5月 同社 取締役札幌支店長

平成  3年  4月 同社 常務取締役札幌支店長

平成  8年10月 同社 代表取締役社長

平成17年12月 同社 代表取締役会長

平成24年12月 同社 取締役会長 就任

現在に至る

■団体歴

日本運動施設建設業協会 理事・北海道支部長

 （昭和５４年～平成８年１２月）

日本運動施設建設業協会 全国理事

日本運動施設建設業協会 全国理事・副会長

 （平成１６年１１月～平成１７年度）

有限責任中間法人日本運動施設建設業協会 代表理事

 （平成１８年度～平成２０年１２月

一般社団法人日本運動施設建設業協会 代表理事

 （平成２０年１２月～平成２４年５月）

（社）経済同友会 正会員

（社）日本造園学会 正会員

その他 喜多方市「喜多方市ふるさと大使」 Ｈ１８．１０～

■表彰歴

平成18年  5月 社団法人北海道造園緑化建設業協会 感謝状

平成20年10月 国土交通大臣 都市緑化功労者表彰

平成26年  7月 建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰

卒業生便り 卒業生便り

宮城スタジアム（ひとめぼれスタジアム）

千
葉
大
経
済
人
ク
ラ
ブ

「
絆
」よ
り
感
謝
状

去
る
六
月
十
日「
絆
」の
総
会
の
席

上
、弊
社
が
手
掛
け
た
千
葉
大
本
部
の

サ
ッ
カ
ー
・ラ
グ
ビ
ー
場
の
建
設
に
対
し
、

「
絆
」の
会
・
川
嶋
会
長
よ
り
感
謝
状
の

贈
呈
が
あ
り
、思
い
が
け
ず
の
ご
配
慮
に

感
謝
す
る
と
共
に
、友
情
と「
粋
な
計
ら

い
」を
感
じ
、嬉
し
く
、拝
受
致
し
ま
し

た
。文

部
科
学
省
の
入
札
は
最
低
価
格
の

設
定
が
な
く
、安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
の
仕

事
が
予
想
さ
れ
、我
が
母
校
の
最
初
の
全

天
候
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、い
か
が
わ
し
い
業
者

の
参
入
を
許
す
ま
じ
と
、赤
字
覚
悟
で
札

を
入
れ
、受
注
し
、最
先
端
の
プ
ロ
仕
様
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
人
工
芝
を
敷

設
し
、ク
ー
リ
ン
グ
効
果
の
あ
る
工
法
を

採
用
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。前
・
斉
藤

学
長
と
ジ
ェ
フ
千
葉
の
社
長
出
席
の
も

と
、オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。西
千
葉
に
新
し
い
風
が
吹
い
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、学
生
の
み
な
ら
ず
、卒

業
生
の
皆
様
に
も
大
い
に
お
使
い
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
津
生
ま
れ

昭
和
十
七
年
に
、会
津
地
方
の
ラ
ー
メ

ン
や
蔵
の
町
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
喜
多

方
に
生
ま
れ
、武
士
の
家
柄
で
は
な
い
の

で
す
が
、会
津
出
で
あ
る
事
に
誇
り
を
感

じ
、「
な
ら
ぬ
も
の
は
な
ら
ぬ
」と
い
う
気

風
が
自
然
に
備
わ
っ
た
気
が
致
し
ま
す
。

二
人
の
恩
師

昭
和
三
十
七
年
四
月
、千
葉
大
園
芸

学
部
造
園
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
が
、古

び
た
木
造
の
校
舎
に
は
な
ぜ
か
が
っ
か
り

し
た
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。同
じ
木
造

で
も
県
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
福
島
県
立

安
積
高
校（
出
身
校
）と
の
風
格
の
違
い

が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

造
園
に
興
味
を
持
っ
て
入
学
し
た
の
で

す
が
、い
つ
し
か「
弓
道
部
学
科
」の
学
生

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

大
木
賢
三
・
弓
道
八
段
教
士
が
私
共

千
葉
大
の
師
範
と
し
て
、部
の
創
設
以

来
の
指
導
者
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
化
さ
れ
た

高
校
・
大
学
の
弓
道
に
対
し
、礼
と
作
法

を
重
ん
ず
る
弓
道
に
徹
さ
れ
、「
真（
ま
こ

と
）」の
追
求
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。的
に

当
て
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、呼
吸
を
整

え
、心
を
静
め
、無
に
徹
す
れ
ば
、自
ず
と

雄
大
で
優
雅
な
フ
ォ
ー
ム
が
保
た
れ
、発
さ

れ
た
矢
は
的
に
当
た
る
も
の
な
の
だ
、と

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

二
年
次
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
推
さ
れ
、先

輩
方
の
築
か
れ
た
伝
統
を
守
る
べ
く
、毎

日
練
習
を
欠
か
さ
ず
、時
に
は
徹
夜
を
し

て
弓
を
引
く
、い
わ
ゆ
る
徹
弓
を
し
た
り

し
て
、技
術
を
磨
き
、弓
友
共
々
精
進
を

重
ね
、全
国
大
会
に
も
連
続
出
場
出
来
、

務
め
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、語
ら
い
を
通
じ
て

多
く
の
友
人
が
出
来
た
事
が
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

都
学
連
の
弓
道
大
会
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

チ
ー
ム
の
他
に
大
会
初
の
女
子
六
名
に
よ

る
チ
ー
ム
を
出
場
さ
せ
た
と
こ
ろ
、男
子
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
が
敗
退
す
る
の
を
尻
目

に一
、二
回
戦
と
勝
ち
進
み
、観
客
の
注
目

を
集
め
、優
勝
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
女
子

選
手
が
受
け
て
お
り
ま
し
た
。翌
年
度
よ

り
都
学
連
大
会
に
女
子
部
が
誕
生
し
た

の
は
、我
な
が
ら
し
て
や
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
年
に
、大
木
先
生
が
日
本
弓
道
連

盟
で
最
高
称
号
で
あ
る「
範
士
」に
昇
格

さ
れ
、そ
の
祝
賀
会
を
千
葉
大
弓
道
部

主
催
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、部
員
総

出
で
準
備
に
奔
走
し
、医
学
部
弓
道
場

に
て
式
典
を
、市
内
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
折
、大
木
師
範
の
教

育
者
と
し
て
の
功
績
を
紹
介
し
て
頂
き

た
く
て
、当
時
の
千
葉
大
・
谷
川
学
長
に

祝
辞
を
依
頼
し
に
幹
部
共
々
お
願
い
に
参

上
し
、快
諾
を
頂
き
、更
に
は
日
本
弓
道

連
盟
の
主
だ
っ
た
方
々
を
主
賓
と
し
て
、

多
勢
の
来
賓
の
元
、盛
大
に
式
典
が
挙

行
さ
れ
た
事
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

但
し
、大
木
先
生
よ
り
こ
の
式
典
の
件

は「
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
各
社
に
連
絡
せ
よ
」と

の
申
し
出
で
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
連
絡

先
が
分
か
ら
ず
、準
備
の
多
忙
さ
に
つ
い

失
念
し
て
し
ま
い
、翌
日
の
ス
ポ
ー
ツ
記
事

に
は
な
ら
ず
、後
日
談
と
し
て
小
さ
く
扱

わ
れ
て
し
ま
っ
た
失
敗
談
は
大
失
態
で
あ

り
、仕
事
の
分
担
と
人
と
の
共
同
作
業
の

大
切
さ
と
己
の
限
界
を
知
る
べ
き
と
反

省
さ
せ
ら
れ
、未
だ
に
悔
や
ま
れ
て
お
り
ま

す
。学

部
で
は
小
寺
俊
吉
先
生
の
風
景
計

画
研
究
室
に
入
り
、地
域
開
発
の
勉
強
を

致
し
ま
し
た
。四
年
次
に
は
、研
究
室
に

長
野
県
木
曽
谷
の
観
光
開
発
の
調
査
が

依
頼
さ
れ
、小
寺
教
授
以
下
、石
井
助
手

（
当
時
）と
学
生
四
人
で
地
元
町
村
の
役

所
の
方
々
の
案
内
に
よ
り
、一
週
間
に
及
ぶ

現
地
調
査
に
入
り
、机
上
で
の
授
業
で
は

経
験
出
来
な
い
、貴
重
な
体
験
が
出
来
ま

し
た
。

古
く
は
天
領
で
あ
り
、そ
の
後
、営
林

署
が
管
轄
す
る
こ
の
地
は
、戦
時
中
も
荒

ら
さ
れ
る
事
な
く
、豊
か
な
自
然（
檜
や

杉
の
美
林
）が
数
多
く
残
り
、又
、歴
史

的
、文
学
的
な
遺
産
、名
所
が
無
傷
に
存

在
し
、ま
さ
に
観
光
資
源
の
宝
庫
で
し
た
。

小
寺
先
生
は
、こ
れ
か
ら
の
都
市
開
発

は
将
来
を
見
据
え
て
地
域
の
人
々
の
繁

栄
と
な
り
得
る
様
に
、中
央
資
本
に
よ
る

デ
ベロッパ
ー
に
頼
る
の
で
は
な
く
、国
の
補

助
を
得
な
が
ら
、地
域
の
経
済
力
と
地
域

の
人
々
が
時
間
を
か
け
て
開
発
す
べ
き
で

あ
る
と
力
説
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
の
観
光
地
・
木
曽
路
に
は
、そ
の

姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

去
る
九
月
二
十
七
日
、木
曽
路
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
霊
峰
御
嶽
山
が
水
蒸
気
爆
発

に
よ
る
突
然
の
噴
火
を
起
こ
し
、多
く
の

登
山
者
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

尊
い
魂
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

経
験
の
な
い
大
型
災
害
が
続
い
て
お
り

ま
す
。私
共
、一
人
一
人
も
身
の
廻
り
の
対

策
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

社
会
人
と
な
る

卒
業
時
に
、小
寺
教
授
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ

施
設
施
工
業
者
の
奥
ア
ン
ツ
ー
カ（
株
）を

紹
介
さ
れ
、昭
和
四
十
一
年
四
月
に
入
社

致
し
ま
し
た
。中
学
時
代
、陸
上
競
技
に

熱
中
し
、県
大
会
や
中
体
連
等
に
出
場

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、こ
れ
も
運
命
な
の

か
な
と
割
り
切
っ
て
お
り
ま
し
た
。当
時
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
工
事
に
は
大
手
ゼ
ネ

コン
は
見
向
き
も
さ
れ
な
い
時
代
で
し
た
の

で
、我
々
業
界
は
適
度
に
潤
っ
て
お
り
、学

校
出
た
て
の
新
米
で
し
た
が
、大
型
工
事

を
数
々
担
当
し
、一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
為
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。

当
時
、建
設
省
の
塩
島
大
公
園
緑
地

課
長（
後
に
代
議
士
と
な
る
）に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
含
め
た
運
動
公
園
は
国
民
の
健
康

づ
く
り
に
必
要
な
施
設
で
あ
り
、国
民
皆

に
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
、膨
れ
あ
が
る
医
療

費
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
し
た

い
と
の
方
針
を
伺
い
、グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
に

も
国
策
あ
り
き
を
理
解
し
、生
涯
の
仕
事

に
し
よ
う
と
決
心
し
た
次
第
で
す
。

昭
和
四
十
六
年
に
、将
来
の
北
海
道
国

体
を
狙
っ
て
、札
幌
に
営
業
所
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
、所
長
と
し
て
転
勤
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
伴
っ
て
札
幌
へ
向

か
い
、そ
れ
こ
そ
北
海
道
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

造
り
の
開
拓
に
専
念
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

出
身
地
で
も
な
い
北
海
道
は
、友
人
、

知
人
、会
社
関
係
の
縁
者
も
無
く
、し
か

も
工
事
部
出
身
の
私
に
と
っ
て
は
営
業
活

動
の
経
験
も
な
く
、大
き
な
試
練
の
始
ま

り
で
し
た
。

日
本
体
育
施
設（
株
）創
設
時
に

北
海
道
営
業
所
共
々
移
籍
す
る

当
時
の
北
海
道
は
、北
方
領
土
を
守

る
為
に
、国
か
ら
の
予
算
配
分
も
潤
沢
で

あ
り
、農
地
や
道
路
整
備
を
含
め
建
設
ブ

ー
ム
に
沸
い
て
お
り
、土
建
屋
さ
ん
の
仕
事

が
充
分
あ
っ
た
時
代
で
、来
る
べ
き
国
体
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
は
手
が
回
ら
ず
、私
共
が

札
幌
市
を
始
め
と
し
て
全
道
く
ま
な
く

営
業
致
し
ま
す
と
、ち
ょ
う
ど
良
い
と
き

に
来
て
く
れ
た
、と
歓
迎
さ
れ
る
場
面
も

生
ま
れ
始
め
、新
生
企
業
で
し
た
が
、わ

ず
か
の
希
望
が
湧
い
て
き
た
も
の
で
す
。

信
用
を
得
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
？

取
り
組
ん
だ
の
は
、客
に
提
出
す
る
見

積
も
り
は
、当
時
は
雑
な
も
の
で
し
た
。そ

こ
で
建
設
省
の
鋪
装
歩
掛
を
数
ヶ
月
か
け

て
徹
底
的
に
分
析
し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
鋪
装

の
標
準
歩
掛
り
と
仕
様
書
を
作
り
上

げ
、そ
れ
を
バ
イ
ブ
ル
に
し
て
全
道
各
地
、

共
通
の
歩
掛
り
に
よ
っ
て
見
積
書
を
作
成

致
し
ま
し
た
。こ
の
行
為
は
数
年
も
し
ま

す
と
各
地
方
自
治
体
に
認
知
さ
れ
、大

き
な
信
頼
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ
の
研
究

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大
切
な
技
術
で
あ
る
陸

上
の
走
路（
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
）の
研
究
は
本

社
が
中
心
に
や
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、大

学
時
代
に
か
じ
っ
た
芝
の
改
良
に
没
頭
致

し
ま
し
た
。折
し
も
、日
本
で
は
Ｊ
リ
ー
グ

が
創
設
さ
れ
、サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、

天
然
芝
が
ス
ポ
ー
ツ
に
耐
え
る
工
法
を
開

発
す
る
の
が
私
共
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と

考
え
、自
宅
の
小
さ
な
庭
で
い
ろ
い
ろ
実

験
し
、腐
葉
土
を
芝
床
に
す
る
従
来
工

法
か
ら
、踏
圧
に
よ
る
芝
の
枯
渇
を
食
い

止
め
る
た
め
に
、弱
酸
性
の
砂
を
芝
床
に

す
る
工
法
を
考
え
、北
海
道
国
体
の
主

会
場
で
あ
る
厚
別
公
園
の
陸
上
競
技
場

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。主
催
者
で
あ
る
サ

ッ
カ
ー
関
係
者
よ
り
、こ
こ
の
芝
生
は
、本

場
ヨ
ー
ロッパ
の
ピ
ッ
チ
に
何
ら
遜
色
な
く
、

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。今
は
こ
の
工
法
は
サ
ン

ド
ピ
ッ
チ
と
称
し
、当
た
り
前
の
工
法
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
厚
別
公
園
の
競
技
場
で
採
用
さ

れ
た
も
の
の
中
で
、当
社
が
力
を
注
い
だ

三
井
化
学
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
用
の
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
舗
装
材（
レ
オ

タ
ン
）が
あ
り
、北
海
道
国
体
の
折
に
好
記

録
が
達
成
さ
れ
、後
の
世
界
陸
上
東
京

大
会
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
北
海
道
も
二

十
五
年
の
年
月
が
経
ち
、三
十
五
名
の

社
員
と
約
三
十
億
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

東
武
グ
ル
ー
プ
と
の
ゴ
ル
フ
場
開
発

北
海
道
時
代
、私
に
も
う一つ
の
大
き
な

経
験
が
あ
り
ま
す
。

札
幌
近
郊
の
由
仁
町
・
大
山
町
長（
当

時
）よ
り
、ゴルフ
場
開
発
の
協
力
依
頼
が

あ
り
、千
葉
大
同
期
生
の
東
武
緑
地
の

平
野
社
長
の
承
諾
を
得
て
、ユニ
東
武
ゴル

フ
ク
ラ
ブ
の
建
設
に
携
わ
り
ま
し
た
。こ
の

開
発
は
、地
元
の
み
な
ら
ず
、北
海
道
に

東
武
グ
ル
ー
プ
が
進
出
す
る
と
い
う
、北

海
道
経
済
界
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

現
在
、「
絆
」の
会
に
も
参
加
さ
れ
て
い

る
青
木
副
社
長
と
共
に
、北
海
道
経
済

人（
北
電
、道
Ｊ
Ｒ
、道
新
、北
海
道
放

送
、拓
銀
等
々
）を
理
事
に
迎
え
、地
権

者
と
の
用
地
買
収
、開
発
行
為
の
申
請

等
の
数
々
の
諸
問
題
を
解
決
し
て
、平
成

五
年
に
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

特
に
地
権
者
の
方
々
の
交
渉
に
は
、充

分
に
地
元
に
配
慮
致
し
ま
し
た
。当
時
、

北
海
道
で
は
、田
よ
り
畑
の
方
が
高
価
で

し
た
が
、私
は
先
達
の
人
々
が
田
圃
を
造
っ

て
き
た
苦
労
を
尊
重
し
、一に
田
、二
に
畑
、

三
に
雑
種
地
と
区
分
し
、自
宅
は
新
築

と
古
家
の
区
別
な
し
に
建
坪
当
た
り
の

単
価
を
同
じ
く
し
、又
、離
農
さ
れ
る

人
々
の
ゴル
フ
場
で
の
雇
用
を
約
束
し
た

こ
と
が
功
を
奏
し
、無
事
に
用
地
確
保
出

来
た
事
が
今
で
も
成
功
の一つ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
も
、前
述
し
た
小
寺
先
生
の「
地

元
の
為
に
」「
地
元
の
人
達
の
為
に
」と
の

教
え
が
私
を
し
て
、そ
う
さ
せ
た
も
の
と
、

今
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
ら
し
い
雄
大
で
、少
し
レベル
の

高
い
ゴル
フ
場
で
あ
り
、近
所
に「
ユ
ン
ニ
の

湯
」の
温
泉
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
ご
利
用
頂
き
た
い
。

社
長
就
任

平
成
八
年
に
入
り
、弊
社
の
創
業
者
・

奥
啓
一
社
長
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
な

り
、後
継
者
に
推
さ
れ
、日
本
体
育
施
設

（
株
）の
二
代
目
代
表
取
締
役
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

北
海
道
に
渡
っ
て
二
十
五
年
の
長
く
本

社
を
離
れ
て
お
り
、会
社
の
指
揮
を
執
る

に
は
も
ち
ろ
ん
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

先
代
の
思
い
入
れ
も
強
く
、社
長
を
引
き

受
け
ま
し
た
。

交
代
し
て
一ヶ
月
後
、先
代
が
急
逝
さ

れ
、そ
の
葬
儀
を
都
営
の
青
山
斎
場
で
執

り
行
い
ま
し
た
。人
徳
の
あ
っ
た
先
代
の

葬
儀
は
、政
界
を
始
め
、国
交
省
を
含
め

た
関
係
諸
団
体
や
業
界
の
大
勢
の
方
々

が
弔
問
に
お
出
で
頂
き
、先
代
は
身
を
捧

げ
て
、こ
の
機
会
に
私
を
皆
様
に
お
披
露

目
し
て
く
れ
た
も
の
と
肝
に
銘
じ
て
お
り

ま
す
。

札
幌
に
は
就
職
し
た
ば
か
り
の
長
女
と

高
校
生
の
長
男
を
残
し
て
、女
房
と
私
は

上
京
し
、社
長
業
に
専
念
致
し
ま
し
た
。

私
共
は
、「
世
界
に
通
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
建
設
に
邁
進
し
、強
い
て
は
国
民

の
健
全
な
社
会
生
活
に
貢
献
し
よ
う
」

を
社
是
と
し
、

そ
の
為
に
は

一
、 

技
術
改
革
に
つ
と
め

二
、 

原
価
低
減
を
徹
底
し
、

 

利
益
を
追
求
し
、税
金
を
納
め
、

 

健
全
な
企
業
に
す
る
の
を

 

目
的
と
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、社
員
の
意
識
改
革
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
、先
ず
は
自
ら
仕
事
と

技
術
改
革
に一
心
不
乱
に
取
り
組
み
、社

員
の
意
識
改
革
に
務
め
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
の
日
韓
共
催
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
で
の
十
会
場

の
内
、国
立
競
技
場
、横
浜
の
国
際
陸
上

競
技
場
、宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
、埼
玉
ス
タ
ジ

ア
ム
、静
岡
ス
タ
ジ
ア
ム
の
五
会
場
の
受
注

を
受
け
、大
会
成
功
の一
翼
を
担
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

こ
の
事
は
、弊
社
の
陸
上
走
路
に
使
用

さ
れ
る
、三
井
化
学
と
共
同
で
開
発
し
た

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
に
よ
る
ロ
ー
ラ
ー
エ
ン
ボ
ス
工

法
と
、前
述
致
し
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ

の
工
法
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
自
負
致

し
て
お
り
ま
す
。

業
界
活
動

先
代
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
五
十
七

年
に
建
設
省
公
園
緑
地
課
の
管
轄
で
、

同
業
者
に
よ
る
全
国
組
織
を
統
一
し
て
、

日
本
運
動
施
設
建
設
業
協
会
を
設
立

致
し
ま
し
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
技
術

の
向
上
と
会
員
各
企
業
の
レベルア
ッ
プ
を

狙
い
、社
会
的
な
地
位
の
向
上
に
つ
な
げ

よ
う
と
協
会
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。社

団
法
人
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
参
り

ま
し
た
が
、政
界
が
め
ま
ぐ
る
し
く
交
替

致
し
ま
し
て
、法
人
化
の
願
い
が
叶
う
こ

と
な
く
時
が
過
ぎ
て
お
り
ま
し
た
。平
成

十
八
年
に
四
代
目
の
代
表
理
事
に
選
出

さ
れ
、協
会
の
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
時
、国
交
省
公
園
緑
地
課
に
は
千
葉

大
園
芸
学
部
卒
の
小
川
氏
が
課
長
に
就

任
さ
れ
て
お
り
、そ
の
御
指
導
の
元
で
、先

ず
中
間
法
人
の
登
録
を
し
、平
成
二
十

年
十
二
月
に一
般
社
団
法
人
に
移
行
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
国
の
方
針
の
変
更
に
よ
っ

て
実
現
で
き
た
事
で
あ
り
、運
が
良
かっ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
以
上
、協
会

活
動
と
会
員
の
親
睦
だ
け
で
は
世
間
に

認
め
ら
れ
ま
い
と
、実
務
経
験
十
年
以
上

の
厳
し
い
条
件
の
下
、「
運
動
施
設
施
工

技
士
」の
協
会
資
格
を
設
立
し
、試
験
を

実
施
し
、現
在
三
百
名
の
施
工
技
士
が

誕
生
し
、全
国
各
地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事

の
高
度
な
技
術
の
均
一
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
三
月
に
は
国
交

省
よ
り
、「
登
録
運
動
施
設
基
幹
技
能

者
制
度
」の
認
定
を
受
け
、翌
年
よ
り
、

講
習
・
試
験
を
実
施
し
、現
在
約
百
名
の

登
録
基
幹
技
能
士
が
誕
生
し
、全
国
各

地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
工
の
専
門
職
集
団
と

し
て
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
グ
ラ
ン
ド
施
工
の
バ
イ
ブ
ル
と

も
な
る
運
動
施
設
施
工
資
料
の
編
集
に

も
取
り
組
み
、会
員
の
資
質
の
向
上
と
企

業
の
地
位
の
向
上
に
貢
献
出
来
る
よ
う

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

大
臣
表
彰

平
成
二
十
四
年
の
五
月
に
代
表
理
事

を
退
任
致
し
ま
し
た
が
、思
い
が
け
ず
、二

十
六
年
の
七
月
に
業
界
初
の「
建
設
事

業
関
係
功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表

彰
」の
栄
に
浴
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

先
代
の
念
願
で
あ
っ
た
協
会
の
社
団
化

を
実
現
し
、大
臣
表
彰
を
得
た
事
は
、先

代
の
遺
志
に
応
え
ら
れ
、些
か
の
恩
返
し

が
出
来
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
真
を
追
求
し
、一
心
不
乱
に
努
力
し
、

何
事
に
も
創
意
工
夫
を
す
れ
ば
」を
信
条

と
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
数
多
く
の

先
輩
諸
兄
な
ら
び
に
多
く
の
社
員
に
恵

ま
れ
た
こ
と
に
、感
謝
す
る
こ
の
頃
で
す
。
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 千葉大校友会SNS

Curioを
卒業生のインフラに

連絡網の作り方
①メンバー全員がCurioに参加登録をします。

②メンバーの代表者がご自分のトップページにある

 「新しくコミュニティを作る」をクリックします。

 そして、「コミュニティ新規作成」画面で、

 コミュニティ名を入力し、カテゴリを選択します。

 「参加条件と公開範囲」については、参加者は

 管理者の承認が必要、掲示板はコミュニティ参加者のみ

 公開にするのがいいでしょう。

③代表者が開設したコミュニティ名をメンバーに通知します。

④メンバーは通知されたコミュニティのトップ画面を開き、

 「コミュニティに参加」をクリックします。

 それに対して、代表者が承認の手続きを行います。

使い方
・ 代表者は「参加者にメッセージを送る」でメンバー全員に

 一括してメッセージを送ることができます。

・ メンバーは、掲示板に用件を書き込むと、

 その内容がすべてのメンバーにメッセージ送信されます。

 （メール受信の設定が必要です） メッセージへの返信を

 掲示板に書き込むこともできます。

・ メンバーに配布したい資料をPDF文書で掲載・保存

 しておくことができます。掲示板に画像を保存して、

 アルバムを作成することもできます。

 これらは登録されたメンバーしか見ることができません。

私たちは千葉大学を応援しています
※有料広告を募集しています。校友会事務局までお問合せください。

有 料 応 援 広 告

千葉大学のより一層のご発展のために
遺言を活用した遺贈によるご寄付

のお手伝いをさせていただきます。
当行では、遺言書の作成に関するご相談や、作成のお手伝い、

遺言書の保管・執行までをサポートいたします。
【遺言信託（遺言執行引受予諾業務）手数料】（平成26年4月１日現在、消費税等含む）
●遺言作成時：引受予諾料216,000円 ●遺言書保管中：遺言書保管手数料月額432円 ●遺言
書変更時：変更手数料54,000円 ●遺言執行時：執行報酬（財産評価基本通達に基づく相続税評
価額による執行対象財産額（課税価格の特例等により減額される前の評価額））に当行所定の料率
を乗じた額の合計額（但し最低報酬額は108万円） ●詳しくは下記までお問い合わせください。

皆様のお役に立つ組織を目指して!!
同仁会は附属病院にて各種サービス事業を行う事で、病院をご利用される

皆様、医療に携わる皆様、職員・学生の皆様の支援をしています。

一般財団法人  同 仁 会一般財団法人  同 仁 会

レストラン、売店、コンビニ、コーヒーショップ、ベーカリー、
サービスセンター（介護用品他）、クリーニング、理容室etc

千葉市中央区亥鼻 1-8-1 千葉大学医学部附属病院内
TEL：043-227-5920　http://www.dojinkai.org/

 

千
葉
大
学
校
友
会
が
独
自
に
運
営
し

て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るC

urio

の
登
録
者
数

は
、２
０
１
４
年
８
月
末
の
時
点
で
５
０
０

０
名
を
超
え
ま
し
た
。千
葉
大
学
の
卒
業

生
全
体
か
ら
み
れ
ば
ま
だ
一
部
に
過
ぎ
ま
せ

ん
が
、非
営
利
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
は
、相
当
に

大
き
な
規
模
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。変
化

の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界

で
は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン・ツ
ー
ル
が
普
及
す
る
中
で
、２
０
０

７
年
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
るC

urio

は
少
し

古
め
か
し
い
仕
組
み
の
よ
う
に
見
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、千
葉
大
学
を
卒
業

し
た
皆
さ
ん
が
絆
を
保
つ
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
、Curio
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

連
絡
手
段
と
し
て
のC
urio

千
葉
大
学
を
卒
業
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、

研
究
室
や
サ
ー
ク
ル
等
で
築
い
た
交
友
関

係
は
保
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。そ
の
た
め

に
は
、そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
連
絡
手
段

を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

具
体
的
な
連
絡
手
段
と
し
て
は
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。シ
ン
プ
ル
に
電
話
で
の

連
絡
を
行
う
場
合
も
あ
れ
ば
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
で
し

ょ
う
。た
だ
、現
代
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
た
社
会
で
は
、電
子
メ
ー
ル
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル
を
連
絡
手
段
と
し
て
用
い

る
こ
と
で
、地
理
や
時
間
の
制
約
な
く
連

絡
を
と
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。複
数

の
相
手
に
同
時
に
連
絡
事
項
を
伝
え
る
こ

と
も
可
能
で
す
。ま
た
、文
字
に
よ
る
連
絡

で
あ
る
た
め
、内
容
を
確
実
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、連
絡
さ
れ
た
内
容
を
保
存

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。そ
こ
で
、グ
ル
ー
プ

の
中
で
の
連
絡
手
段
と
し
て
電
子
メ
ー
ル
を

活
用
す
る
う
え
で
、メ
ー
リ
ン
グ・リ
ス
ト
と

い
う
仕
組
み
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、す
で
に
グ

ル
ー
プ
の
メ
ー
リ
ン
グ・リ
ス
ト
を
設
け
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。た
だ
し
、

メ
ー
リ
ン
グ
・リ
ス
ト
運
営
の
負
担
は
小
さ

く
あ
り
ま
せ
ん
。グ
ル
ー
プ
の
中
の
誰
か
が

管
理
者
に
な
り
、メ
ン
バ
ー
の
ア
ド
レ
ス
変
更

に
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、何
ら

か
の
事
情
で
管
理
者
が
交
代
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、そ
れ
が
簡
単

に
は
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、Curio

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を

メ
ー
リ
ン
グ・リ
ス
ト
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
メ
リ
ッ
ト

メ
ン
バ
ー
が
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
書
込
み
を
行

え
ば
、そ
の
内
容
が
他
の
メ
ン
バ
ー
に
通
知

さ
れ
ま
す
。そ
の
内
容
は
保
存
さ
れ
ま
す
の

で
、い
つ
で
も
閲
覧
可
能
で
す
。ま
た
、管
理

者
か
ら
の
全
メ
ン
バ
ー
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
括

配
信
す
る
機
能
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
イ
ベ
ン
ト
機
能
を
使
え

ば
、同
期
会
な
ど
の
参
加
者
を
集
計
す
る

こ
と
も
簡
単
で
す
し
、参
加
者
に
限
定
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
括
配
信
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

ま
た
、Curio

で
あ
れ
ば
、会
員
の
ア
カ
ウ

ン
ト
管
理
は
事
務
局
が
行
い
ま
す
。Curio

へ

の
入
会
審
査
も
厳
密
に
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、個
人
情
報
も
保
護
さ
れ
ま
す
。さ
ら

に
、管
理
者
の
変
更
も
簡
単
な
操
作
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。Curio

を
用
い
れ
ば
、

実
質
的
な
メ
ー
リ
ン
グ
・リ
ス
ト
を
小
さ
な

負
担
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。具
体
的
に
連
絡
網
を
設
け
る
方
法
は

「
連
絡
網
の
作
り
方
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

C
urio

の
活
用
に
向
け
て

こ
こ
で
はC

urio

を
連
絡
網
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
が
、そ
れ

だ
け
で
な
く
、Curio

を
同
窓
会
サ
イ
ト
の

会
員
限
定
ペ
ー
ジ
と
し
、同
窓
会
会
員
だ
け

が
閲
覧
で
き
る
情
報
の
掲
載
や
会
員
相
互

の
意
見
交
換
、理
事
会
の
審
議
・
決
議
の
手

段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

C
urio

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
同

窓
会
活
動
を
続
け
る
た
め
の
負
担
を
大
幅

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

役
に
立
ち
ま
す
。Curio

事
務
局
は
、い
つ
で

もC
urio

の
利
用
方
法
に
関
す
る
ご
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
活
動
に
負
担
を
感
じ
ら
れ
て
い
る

場
合
に
は
、ぜ
ひC

urio

事
務
局
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。Curio

を
積
極
的
に
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株式会社千葉銀行 資産承継サポートデスク　TEL：043-301-8178

祝！ 20歳のゴルフは無料！
〒262-0043
千葉県千葉市花見川区天戸町1229

☎ 043-286-5888
〒260-0835
千葉県千葉市中央区川崎町1-40

☎ 043-261-1711
■オートティーアップ
■カフェレストライン
■シャワールーム完備
■個室打席1部屋
■ショップ・ゴルフスクール
■スイングモニター設置 8台

バンカー 野芝のベビーラフ バンカー
高麗グリーン
アプローチ

ハタチだけ、ゴルフ場代・練習場代¥0!
H E L L O ♥ G O L F

アプリダウンロード（無料）を急げ！ ゴルマジ GO

ご支援いただける方には所得税控除、或いは法人税
全額損金算入のメリットがございます。
また、遺贈によるご寄附を承っております。一般のご
寄附と同様、税制上の優遇措置がございます。
校友の皆様のご支援・ご協力をお待ちしています。

同窓会・同期会・サークル等のイベントを母校で行い
ませんか。卒業生室では学内の会場確保や施設案内
等の支援をさせていただいております。事前の連絡
をお待ちしています。ご検討ください。

校友の皆様へ

写真は7月に行われた槇葉会総会の様子です。

千葉大学ＳＥＥＤＳ基金の
ご支援、ご協力のお願い
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 千葉大校友会SNS

Curioを
卒業生のインフラに

連絡網の作り方
①メンバー全員がCurioに参加登録をします。

②メンバーの代表者がご自分のトップページにある

 「新しくコミュニティを作る」をクリックします。

 そして、「コミュニティ新規作成」画面で、

 コミュニティ名を入力し、カテゴリを選択します。

 「参加条件と公開範囲」については、参加者は

 管理者の承認が必要、掲示板はコミュニティ参加者のみ

 公開にするのがいいでしょう。

③代表者が開設したコミュニティ名をメンバーに通知します。

④メンバーは通知されたコミュニティのトップ画面を開き、

 「コミュニティに参加」をクリックします。

 それに対して、代表者が承認の手続きを行います。

使い方
・ 代表者は「参加者にメッセージを送る」でメンバー全員に

 一括してメッセージを送ることができます。

・ メンバーは、掲示板に用件を書き込むと、

 その内容がすべてのメンバーにメッセージ送信されます。

 （メール受信の設定が必要です） メッセージへの返信を

 掲示板に書き込むこともできます。

・ メンバーに配布したい資料をPDF文書で掲載・保存

 しておくことができます。掲示板に画像を保存して、

 アルバムを作成することもできます。

 これらは登録されたメンバーしか見ることができません。

私たちは千葉大学を応援しています
※有料広告を募集しています。校友会事務局までお問合せください。

有 料 応 援 広 告

千葉大学のより一層のご発展のために
遺言を活用した遺贈によるご寄付

のお手伝いをさせていただきます。
当行では、遺言書の作成に関するご相談や、作成のお手伝い、

遺言書の保管・執行までをサポートいたします。
【遺言信託（遺言執行引受予諾業務）手数料】（平成26年4月１日現在、消費税等含む）
●遺言作成時：引受予諾料216,000円 ●遺言書保管中：遺言書保管手数料月額432円 ●遺言
書変更時：変更手数料54,000円 ●遺言執行時：執行報酬（財産評価基本通達に基づく相続税評
価額による執行対象財産額（課税価格の特例等により減額される前の評価額））に当行所定の料率
を乗じた額の合計額（但し最低報酬額は108万円） ●詳しくは下記までお問い合わせください。

皆様のお役に立つ組織を目指して!!
同仁会は附属病院にて各種サービス事業を行う事で、病院をご利用される

皆様、医療に携わる皆様、職員・学生の皆様の支援をしています。

一般財団法人  同 仁 会一般財団法人  同 仁 会

レストラン、売店、コンビニ、コーヒーショップ、ベーカリー、
サービスセンター（介護用品他）、クリーニング、理容室etc

千葉市中央区亥鼻 1-8-1 千葉大学医学部附属病院内
TEL：043-227-5920　http://www.dojinkai.org/

 

千
葉
大
学
校
友
会
が
独
自
に
運
営
し

て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るC

urio

の
登
録
者
数

は
、２
０
１
４
年
８
月
末
の
時
点
で
５
０
０

０
名
を
超
え
ま
し
た
。千
葉
大
学
の
卒
業

生
全
体
か
ら
み
れ
ば
ま
だ
一
部
に
過
ぎ
ま
せ

ん
が
、非
営
利
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
は
、相
当
に

大
き
な
規
模
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。変
化

の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界

で
は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン・ツ
ー
ル
が
普
及
す
る
中
で
、２
０
０

７
年
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
るC

urio

は
少
し

古
め
か
し
い
仕
組
み
の
よ
う
に
見
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、千
葉
大
学
を
卒
業

し
た
皆
さ
ん
が
絆
を
保
つ
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
、Curio

は
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

連
絡
手
段
と
し
て
のC

urio

千
葉
大
学
を
卒
業
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、

研
究
室
や
サ
ー
ク
ル
等
で
築
い
た
交
友
関

係
は
保
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。そ
の
た
め

に
は
、そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
連
絡
手
段

を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

具
体
的
な
連
絡
手
段
と
し
て
は
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。シ
ン
プ
ル
に
電
話
で
の

連
絡
を
行
う
場
合
も
あ
れ
ば
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
で
し

ょ
う
。た
だ
、現
代
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
た
社
会
で
は
、電
子
メ
ー
ル
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル
を
連
絡
手
段
と
し
て
用
い

る
こ
と
で
、地
理
や
時
間
の
制
約
な
く
連

絡
を
と
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。複
数

の
相
手
に
同
時
に
連
絡
事
項
を
伝
え
る
こ

と
も
可
能
で
す
。ま
た
、文
字
に
よ
る
連
絡

で
あ
る
た
め
、内
容
を
確
実
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、連
絡
さ
れ
た
内
容
を
保
存

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。そ
こ
で
、グ
ル
ー
プ

の
中
で
の
連
絡
手
段
と
し
て
電
子
メ
ー
ル
を

活
用
す
る
う
え
で
、メ
ー
リ
ン
グ・リ
ス
ト
と

い
う
仕
組
み
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、す
で
に
グ

ル
ー
プ
の
メ
ー
リ
ン
グ・リ
ス
ト
を
設
け
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。た
だ
し
、

メ
ー
リ
ン
グ
・リ
ス
ト
運
営
の
負
担
は
小
さ

く
あ
り
ま
せ
ん
。グ
ル
ー
プ
の
中
の
誰
か
が

管
理
者
に
な
り
、メ
ン
バ
ー
の
ア
ド
レ
ス
変
更

に
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、何
ら

か
の
事
情
で
管
理
者
が
交
代
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、そ
れ
が
簡
単

に
は
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、Curio

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を

メ
ー
リ
ン
グ・リ
ス
ト
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
メ
リ
ッ
ト

メ
ン
バ
ー
が
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
書
込
み
を
行

え
ば
、そ
の
内
容
が
他
の
メ
ン
バ
ー
に
通
知

さ
れ
ま
す
。そ
の
内
容
は
保
存
さ
れ
ま
す
の

で
、い
つ
で
も
閲
覧
可
能
で
す
。ま
た
、管
理

者
か
ら
の
全
メ
ン
バ
ー
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
括

配
信
す
る
機
能
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
イ
ベ
ン
ト
機
能
を
使
え

ば
、同
期
会
な
ど
の
参
加
者
を
集
計
す
る

こ
と
も
簡
単
で
す
し
、参
加
者
に
限
定
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
括
配
信
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

ま
た
、Curio

で
あ
れ
ば
、会
員
の
ア
カ
ウ

ン
ト
管
理
は
事
務
局
が
行
い
ま
す
。Curio

へ

の
入
会
審
査
も
厳
密
に
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、個
人
情
報
も
保
護
さ
れ
ま
す
。さ
ら

に
、管
理
者
の
変
更
も
簡
単
な
操
作
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。Curio

を
用
い
れ
ば
、

実
質
的
な
メ
ー
リ
ン
グ
・リ
ス
ト
を
小
さ
な

負
担
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。具
体
的
に
連
絡
網
を
設
け
る
方
法
は

「
連
絡
網
の
作
り
方
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

C
urio

の
活
用
に
向
け
て

こ
こ
で
はC

urio

を
連
絡
網
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
が
、そ
れ

だ
け
で
な
く
、Curio

を
同
窓
会
サ
イ
ト
の

会
員
限
定
ペ
ー
ジ
と
し
、同
窓
会
会
員
だ
け

が
閲
覧
で
き
る
情
報
の
掲
載
や
会
員
相
互

の
意
見
交
換
、理
事
会
の
審
議
・
決
議
の
手

段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

C
urio

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
同

窓
会
活
動
を
続
け
る
た
め
の
負
担
を
大
幅

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

役
に
立
ち
ま
す
。Curio

事
務
局
は
、い
つ
で

もC
urio

の
利
用
方
法
に
関
す
る
ご
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
活
動
に
負
担
を
感
じ
ら
れ
て
い
る

場
合
に
は
、ぜ
ひC

urio

事
務
局
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。Curio

を
積
極
的
に
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株式会社千葉銀行 資産承継サポートデスク　TEL：043-301-8178

祝！ 20歳のゴルフは無料！
〒262-0043
千葉県千葉市花見川区天戸町1229

☎ 043-286-5888
〒260-0835
千葉県千葉市中央区川崎町1-40

☎ 043-261-1711
■オートティーアップ
■カフェレストライン
■シャワールーム完備
■個室打席1部屋
■ショップ・ゴルフスクール
■スイングモニター設置 8台

バンカー 野芝のベビーラフ バンカー
高麗グリーン
アプローチ

ハタチだけ、ゴルフ場代・練習場代¥0!
H E L L O ♥ G O L F

アプリダウンロード（無料）を急げ！ ゴルマジ GO

ご支援いただける方には所得税控除、或いは法人税
全額損金算入のメリットがございます。
また、遺贈によるご寄附を承っております。一般のご
寄附と同様、税制上の優遇措置がございます。
校友の皆様のご支援・ご協力をお待ちしています。

同窓会・同期会・サークル等のイベントを母校で行い
ませんか。卒業生室では学内の会場確保や施設案内
等の支援をさせていただいております。事前の連絡
をお待ちしています。ご検討ください。

校友の皆様へ

写真は7月に行われた槇葉会総会の様子です。

千葉大学ＳＥＥＤＳ基金の
ご支援、ご協力のお願い
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つねに、より高きものをめざして
AD ALTIORA SEMPER, UNIVERSITAS CHIBA
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〒263-8522　千葉市稲毛区弥生町1-33
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E-mail : koyukai@office.chiba-u.jp 
http://www.chiba-u.ac.jp/general/project/alumni/第8号 2014年11月1日発行

Newsletter of Alumni Association, Chiba University


